


はじめに

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産への損害
を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

安全上のご注意（安全に正しくお使いいただくために）

この「安全上のご注意」に書かれている内容には、お客様が購入された製品に含まれないものも記載されています。

絵表示の例

気をつけなければならない内容を
表しています。
たとえば は「感電注意」を示
しています。

してはいけない行為を表していま
す。
たとえば は「分解禁止」を示
しています。

必ずしなければならない行為を表
しています。
たとえば は「電源プラグをコ
ンセントから抜くこと」を示して
います。

警告 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

プラグを抜く

下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜く。
●異常なにおいや音がする。 ●煙が出る。
●内部に水や異物が混入した。

そのまま使用すると、火災や感電の原因となります。

禁止

電源コードを傷つけない。
●重いものを上に載せない。 ●ステープルで止めない。 ●加工をしない。
●熱器具には近づけない。 ●無理な力を加えない。

芯線がむき出しのまま使用すると、火災や感電の原因となります。

水ぬれ禁止

MCX-1000を下記の場所には設置しない。
●浴室・台所・海岸・水辺 ●加湿器を過度にきかせた部屋
●雨や雪、水がかかるところ

水滴の混入により火災や感電の原因となります。

接触禁止

雷がなりはじめたら電源プラグには触れない。
感電の原因となります。

分解禁止

分解・改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。
火災や感電の原因となります。
修理・調整は販売店にご依頼ください。

禁止

放熱のためMCX-1000を設置する際には：
●布やテーブルクロスをかけない。 ●じゅうたん・カーペットの上には設置しない。
●あおむけや横倒しには設置しない。 ●通気性の悪い狭いところへは押し込まない。
（少なくともMCX-1000の左右20cm、上30cm、背面10cm以上離して設置してください。）

MCX-1000の内部に熱がこもり火災の原因となります。

禁止

電池を充電しない。
電池の破裂や液もれにより火災やけがの原因となります。
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安全上のご注意（安全に正しくお使いいただくために）
必ず行う

MCX-1000を落としたり、破損した場合には、必ず販売店に点検を依頼してください。
そのまま使用すると火災や感電の原因となります。

必ず行う

必ずAC100V（50/60Hz）の電源電圧で使用する。
それ以外の電源電圧で使用すると、火災や感電の原因となります。

必ず行う

電源プラグのゴミやほこりは定期的にとり除く。
ほこりがたまったまま使用を続けるとプラグがショートして火災や感電の原因となります。

禁止

CDの挿入口や、背面にある放熱用の通風孔にものを入れたり、落としたりしない。
火災や感電の原因となります。

禁止

MCX-1000の上には、花瓶・植木鉢・コップ・化粧品・薬品・ロウソクなどを置かない。
●水や異物が中に入ると、火災や感電の原因となります。
●接触面が経年変化を起こし、MCX-1000の外装を損傷する原因となります。

警告 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。
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安全上のご注意（安全に正しくお使いいただくために）
注意 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損傷のみの発生が想定
される内容を示しています。

禁止

不安定な場所や振動する場所には設置しない。
MCX-1000が落下や転倒してけがの原因となることがあります。

禁止

直射日光のあたる場所や温度が異常に高くなる場所（暖房機のそばなど）には設置しない。
MCX-1000の外装が変形したり内部回路に悪影響が生じて、火災の原因となることがあります。

必ず行う

再生を始める前には、アンプの音量（ボリューム）を最小にする。
突然大きな音が出て聴力障害等の原因となることがあります。

プラグを抜く

長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセントから抜く。
火災や感電の原因となることがあります。

ぬれ手禁止

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電の原因となることがあります。

禁止

電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱらない。
コードが傷つき、火災や感電の原因となることがあります。

プラグを抜く

移動をするときには、MCX-1000（または接続機器）の電源スイッチを切り、すべての接
続を外す。
●機器が落下や転倒してけがの原因となることがあります。
●コードが傷つき火災や感電の原因となることがあります。

禁止

長時間音が歪んだ状態で使用しない。
スピーカーが発熱し、火災の原因となることがあります。

禁止

大きな音で長時間ヘッドホンを使用しない。
聴力障害の原因となることがあります。
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安全上のご注意（安全に正しくお使いいただくために）
必ず行う

電池は極性表示（プラス とマイナス ）に従って、正しく入れる。
間違えると破裂や液もれにより火災やけがの原因となることがあります。

禁止

指定以外の電池は使用しない。また種類の異なる電池や新しい電池と古い電池をいっしょに
混ぜて使用しない。

破裂や液もれにより火災やけがの原因となることがあります。

禁止

電池と金属片をいっしょにポケットやバッグなどに入れて携帯、保管しない。
電池がショートし破裂や液もれにより火災やけがの原因となることがあります。

禁止

電池を加熱・分解したり、火や水の中へ入れない。
破裂や液もれにより火災やけがの原因となることがあります。

禁止

ほこりや湿気の多い場所に設置しない。
ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因となることがあります。

プラグを抜く

手入れをするときには、必ず電源プラグを抜いて行う。
感電の原因となることがあります。

注意

MCX-1000はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害をあたえるおそれがありま
す。

それらの製品とはできるだけ離して設置してください。

手を挟まれない
よう注意

CDの挿入口には手を入れない。
MCX-1000のメカニズムに手を引き込まれ、けがの原因となることがあります。

必ず行う

電源プラグはコンセントに根もとまで確実に差し込む。
差し込みが不充分のまま使用すると感電したり、プラグにほこりが堆積して発熱や火災の原因となることが
あります。

禁止

電源プラグを差し込んだときゆるみがあるコンセントは使用しない。
感電や発熱・火災の原因となることがあります。

注意 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損傷のみの発生が想定
される内容を示しています。
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安全上のご注意（安全に正しくお使いいただくために）
禁止

ひび割れ、変形、または接着剤などで補修したCDは、使用しない。
CDは機器内で高速回転しますので、飛び散って、けがの原因となることがあります。

注意

環境温度が急激に変化したとき、MCX-1000に結露が発生することがあります。
結露が発生した場合には、電源を入れない状態でしばらく放置してください。

禁止

薬物厳禁
ベンジン・シンナー・合成洗剤等で外装をふかない。また接点復活剤を使用しない。

外装が傷んだり、部品が溶解することがあります。

注意

年に一度くらいは内部の掃除を販売店にご依頼ください。
ほこりがたまったまま使用を続けると、火災や故障の原因となることがあります。

禁止

レーザー光源をのぞき込まない。
レーザー光が目に当たると視力障害を起こすことがあります。

注意

無線ネットワークを使用する場合は、金属製の壁や机、電子レンジ、他の無線ネッ
トワーク機器の近くへの設置を避けてください。

遮蔽物があると通信可能距離が短くなる場合があります。

デジタルオーディオインターフェース規格は民生用と業務用では異なります。MCX-1000は民生用のデジタルオー
ディオインターフェースに接続する目的で設計されています。業務用のデジタルオーディオインターフェース機器との
接続は、MCX-1000の故障の原因となるばかりでなくスピーカーをいためる原因となることがあります。

注意 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される内容および物的損傷のみの発生が想定
される内容を示しています。
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■無線ネットワークの電波に関するご注意
この製品の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業・科学・医療
用機器のほか、工場の製造ライン等で使用されている移動体識別
用の構内無線局(免許を要する無線局)及び特定小電力無線局(免
許を要しない無線局)並びにアマチュア無線局(免許を要する無線
局)が運用されています。

1. この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局
及び特定小電力無線局並びにアマチュア無線局が運用されて
いないことを確認してください。

2. 万一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して有害
な電波干渉の事例が発生した場合には、速やかに使用周波数
を変更するか、電波の発射を停止した上、下記連絡先へご連
絡頂き、混信回避の為の処置等(例えば、パーティションの設
置など)について相談してください。

3. その他、この機器から移動体識別用の特定小電力無線局ある
いはアマチュア無線局に対して有害な電波干渉の事例が発生
した場合など何かお困りのことが起きた場合には、下記“お
客様ご相談センター”へお問い合わせください。

使用周波数帯域 2.4GHz

変調方式 DS-SS方式

想定干渉距離 40m以下

周波数変更の可否 全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の
帯域を回避可能

音楽認識技術と音楽関連データはGracenoteとGracenote CDDB

音楽認識サービスによるものです。Gracenote は音楽認識技術と音楽
付帯情報配信における業界標準です。詳細はwww.gracenote.com. ま
で。

CD and music-related data from Gracenote, Inc., copyright 
2000-2003 Gracenote. Gracenote CDDB Client Software,
copyright 2000-2003 Gracenote. 米国特許番号No.5,987,525、
No . 6 , 061 , 680、No . 6 , 154 , 773、No . 6 , 161 , 132、
No . 6 , 230 , 192、No . 6 , 230 , 207、No . 6 , 240 , 459、
No.6,330,593、上記以外のものについては特許出願中。
Gracenote および CDDB は Gracenote の登録商標です。
“Gracenote”、“CDDB”、“Powered by Gracenote”ロゴおよびロ
ゴ表記はGracenote の商標です。

MPEG Layer-3 音声圧縮技術については、Fraunhofer IIS および
Thomson よりライセンスを受けております。

本製品は、商用放送（地上放送、衛星放送、ケーブル放送および全ての
配信放送）、ストリーミング・アプリケーション（インターネット経由、
企業ネットワーク経由および全てのネットワーク経由）、その他のコン
テンツ配信システム（有料オーディオ、オンデマンドオーディオアプリ
ケーションおよびその類）、物理媒体（コンパクトディスク、DVD、半
導体チップ、ハードディスク、メモリーカードおよびその類）などに使
用する権利を譲渡、許諾するものではありません。これらの目的に使用
するにはライセンスの取得が必要となります。詳細については、http:/
/mp3licensing.comをご覧ください。

･ 本製品は株式会社ACCESSの AVE-TCPを搭載しています。
･ Copyright1996-2002 ACCESS CO., LTD
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はじめに
サーバー機の特長
最大1000時間の曲を保存できる大容量ハードディスク
サーバー機には約100時間（リニアPCM非圧縮モード時）から 最大約1000時間（MP3モード、圧縮レート160kbps時）までの音
楽を保存できます。
最大8ヶ所の家庭内音楽ネットワークを構築
1台のサーバー機（MCX-1000）に対して最大5台のクライアント機（MCX-A10）を無線接続できます。さらに有線接続 (Ethernet) 
を含めればクライアント機を最大7台（サーバー機と合わせて合計8ケ所）まで接続でき、離れた場所に設置した クライアント機へ音楽
データを配信します。
情報検索機能を装備
Gracenote CDDB®を搭載していますので、オーディオCDを入れるだけで曲名、アルバム名、アーティスト名、ジャンル名が自動表示
されます。約35万アルバム分の情報を本体に内蔵したほか、内蔵データではカバーしていない最新タイトルなどもインターネット※から
検索して表示できます。
※別途インターネットへの接続が必要です。
充実した再生機能を装備
音楽を聴きながらお好みの曲を選択できるブックマーク機能やお好みの曲のリストを作成し再生できるプレイリスト機能をはじめ、時間
を指定して演奏するタイマー再生、曲順を無作為に入れ替え演奏するランダム再生、同じ曲を続けて演奏するリピート再生など、さまざ
まな再生機能を楽しむことができます。
内蔵ハードディスクへ高速録音
サーバー機に搭載されたCDドライブからCD一枚分の音楽データを約３分でハードディスクに録音します。
ヤマハAVアンプとの連携
RS-232C端子を装備したヤマハAVアンプと接続すれば、DSPプログラムやソース選択、音量調整、チューナー選曲などを曲と連動し
て行うことができます。

付属品の確認
サーバー機に同梱されている付属品が、すべてそろっているかご確認ください。

リモコン

単3 乾電池（2 本）

ステレオピンケーブル（1 本）

光ファイバーケーブル（1 本）

ビデオピンケーブル（1 本）
MCX-1000取扱説明書 11



はじめに
マニュアルの種類
MusicCASTに付属するマニュアルには、下記のとおりです。
お使いになる機器の取扱説明書を必要に応じてお読みください。

マニュアル内の操作説明について
MCX-1000取扱説明書に書かれた操作は、サーバー機に接続したテレビ/モニターの画面を見ながら付属のリモコンでサーバー機を操作
することを前提としています（サーバー機/クライアント機上にあるボタンからの操作もできます。またサーバー機にPS/2キーボード
を接続するとキーボードからも操作できます）。

サーバー機にテレビ/モニターを接続すると、テレビ画面上で 曲名、アルバム名、アーティスト名、ジャンル名などのデータが簡単に確
認できます。また、MusicCAST システムの各種設定もテレビ/モニター画面を見ながら行うことができます。各手順を操作するキーま
たはボタンについては、各操作の説明にあるイラストをご覧ください。 

製品名 マニュアル名 概          要

MCX-1000

セットアップガイド MusicCAST購入後まずはじめにお読みください。サーバー機（MCX-1000）とクライアント機
（MCX-A10）のネットワーク接続、周辺機器との接続について解説しています。

MusicCASTクイックマニュ
アル

サーバー機（MCX-1000）およびクライアント機（MCX-A10）についての基本的な操作を解説
しています。接続が終わりとりあえず使ってみたい場合にお読みください。

MCX-1000取扱説明書 サーバー機 (MCX-1000) が持つすべての機能について解説しています。いつもお手元においてご
活用ください。

MCX-A10
セットアップガイド MusicCAST購入後まずはじめにお読みください。サーバー機（MCX-1000）とクライアント機

（MCX-A10）のネットワーク接続、周辺機器との接続について解説しています。

MCX-A10 取扱説明書 クライアント機 (MCX-A10) が持つすべての機能について解説しています。いつもお手元において
ご活用ください。

2002 YAMAHA AII rights reserved

c
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はじめに
MusicCAST使用目的別早見表
項　　目 参　照　先 概　　要

接続、準備 同梱品を確認する ☞ MCX-1000取扱説明書11ページ
☞ MCX-A10取扱説明書10ページ

サーバー機およびクライアント機の同梱品を確認します。

各部名称を確認する ☞ MCX-1000取扱説明書15ページ
☞ MCX-A10取扱説明書14ページ

サーバー機およびクライアント機の各部の名称を説明しま
す。

テレビ /モニターを接続する ☞セットアップガイド サーバー機とテレビ /モニターとの接続方法を説明します。

日付と時刻を設定する ☞ MCX-1000取扱説明書182ページ 日時の設定（手動ならびにNTPサーバーを使った自動設定）
を説明します。

サーバー機とクライアント機を
接続する

☞セットアップガイド
☞ MusicCASTクイックマニュアル
13ページ

☞ MCX-1000取扱説明書158ページ
☞ MCX-A10取扱説明書27ページ

無線および有線でサーバー機とクライアント機を接続する方
法を説明します。

MCX-1000
の使い方

外部機器と接続する ☞セットアップガイド
☞ MCX-1000取扱説明書31ページ

サーバー機にレコードプレーヤーやMDプレーヤーなどの外
部機器を接続する方法を説明します。

曲を録音する ☞ MCX-1000取扱説明書24ページ サーバー機に曲を録音する方法を説明します。

曲を再生する ☞ MCX-1000取扱説明書36ページ サーバー機に録音した曲を再生する方法を説明します。

曲を編集する ☞ MCX-1000取扱説明書60ページ サーバー機に録音した曲を編集する方法を説明します。

オリジナルCDを作成する ☞ MCX-1000取扱説明書123ページ サーバー機に録音した曲でオリジナルCDを作る方法を説明
します。

タイマー機能を使う ☞ MCX-1000取扱説明書147ページ
☞ MCX-A10取扱説明書64ページ

指定した時間に サーバー機、クライアント機が自動的に録音
や再生をする方法を説明します。

Gracenote CDDBサービスの
インターネットサイトに接続す
る

☞セットアップガイド
☞ MCX-1000取扱説明書185ページ

Gracenote CDDB サービスのインターネットサイトへ接続
する方法を説明します。

MCX-A10
の使い方

曲を再生する ☞ MCX-A10取扱説明書42ページ サーバー機に録音した曲をクライアント機から再生する方法
を説明します。

ブックマークを編集する ☞ MCX-A10取扱説明書51ページ サーバー機に録音した曲にクライアント機からブックマーク
を編集する方法を説明します。

タイマー機能を使う ☞ MCX-1000取扱説明書147ページ
☞ MCX-A10取扱説明書64ページ

指定した時間にクライアント機が自動的に再生する方法を説
明します。

拡張機能、
その他

ネットワークを手動で設定する ☞ MCX-1000取扱説明書165ページ
☞ MCX-A10取扱説明書34ページ

MusicCAST システムネットワークを手動で設定します。

サーバー機内のデータの情報を
確認する

☞ MCX-1000取扱説明書203ページ サーバー機のファームウェアのバージョンを確認する方法を
説明します。

ヤマハAVアンプの設定をする ☞ MCX-1000取扱説明書188ページ RS-232C （クロスタイプ）ケーブルを使って サーバー機
とヤマハAVアンプ を接続した場合にご利用になれる便利な
機能について説明します。

クライアント機でラジオを聴く ☞ MCX-1000取扱説明書190ページ
☞ MCX-A10取扱説明書62ページ

サーバー機とヤマハAVアンプをRS-232C（クロスタイ
プ）ケーブルで接続し、クライアント機からラジオを聴く方
法を説明します。

拡張機能、そ
の他

システム設定 ☞ MCX-1000取扱説明書179ページ
☞ MCX-A10取扱説明書72ページ

キーボード設定や画面表示などMusicCAST 各種設定やそ
の他の機能を設定します。

故障かな？と思ったら ☞ MCX-1000取扱説明書205ページ
☞ MCX-A10取扱説明書79ページ

MusicCASTご使用中のトラブル時にご覧ください。

用語解説 ☞ MCX-1000取扱説明書212ページ
☞ MCX-A10取扱説明書82ページ

マニュアル内で使われている用語について解説します。
MCX-1000取扱説明書 13



はじめに
マニュアル内の表記
マニュアル内でよく使われる表記について説明します。
それぞれの意味についてご理解いただき、本書をご活用ください。

用語

アイコン

MCX-A10取扱説明書、MCX-1000取扱説明書の巻末に用語解説を掲載しています。そちらもご覧ください。

サーバー機 デジタルオーディオサーバーMCX-1000のことです。

クライアント機 デジタルオーディオターミナルMCX-A10のことです。

～キー リモコン上のボタンを表します。

～ボタン 本体上のボタンを表します。

☞ 詳しい説明がある参照先を示しています。

サーバー機のリモコンにあるキーを使って操作することを表します。

クライアント機のリモコンにあるキーを使って操作することを表します。

サーバー機のフロントパネルにあるボタンを使って操作することを表します。

クライアント機のフロントパネルにあるボタンを使って操作することを表します。
14 MCX-1000取扱説明書



はじめに
各部の名称

フロントパネル

1 STANDBY / ON ボタン
サーバー機のスタンバイ／オンを切り替えます。
STANDBY/ON ボタンを約2秒間押すと、すべてのクライア
ント機はスリープモードになり、サーバー機はスタンバイモー
ドになります。

2 ディスクトレイ
CDを入れます。

3 PLAY INFO.ボタン
再生情報画面を表示します。

4 MENU ボタン
メニュー画面を表示します。

5 TOP MENUボタン
トップメニュー画面を表示します。

6 ENCODINGランプ
録音した曲がPCMフォーマットからMP3フォーマットに変換
されているときに点灯します。

7 LAN STANDBYランプ
サーバー機がLANスタンバイ時に点灯します(☞20ページ)。

8 TIMERランプ
サーバー機のタイマー機能作動時に点灯します。

9 CLIENT STATUS ランプ
クライアント機がサーバー機に接続され曲の再生ができるとき
に点灯します。
ランプ1、2、3、4はクライアント1、2、3、4がサーバー
機と接続しているときに点灯します。
ランプ5はクライアント5、6、7がサーバー機と接続してい
るときに点灯します。
クライアント機の電源がオフまたはスタンバイに切り替わって
しばらくすると消灯します。

0 ディスプレイ
サーバー機のメニューを表示します。

A フロントパネルカバー
カバー上部を手前に引いて開きます。

B PAGEd/uボタン
メニューページを上下にスクロールします。

C コントローラー
コントローラーは、u/j/d/iボタンと中央のSELECTボタ
ンで構成されています。
u/j/d/iボタンでメニューや項目を選択し、中央部の
SELECTボタンを押し込んで操作を決定します。

D SUB MENUボタン
サブメニュー画面を表示します。

E BACKボタン
メニューの1つ上のレベルに戻ります。

F CD AUTO STORE ボタン
CDの自動録音をするときに使用します（☞ MusicCASTク
イックマニュアル18ページ）。

G h（再生）ボタン
選択された曲を再生します。

H s（停止）ボタン
曲の再生を停止します。

I （ディスクトレイ開閉）ボタン
ディスクトレイを開閉します。

1 2 9

I H G F E D C B A

3 45 67 08
MCX-1000取扱説明書 15



はじめに
J ANALOG REC LEVEL ツマミ
外部機器から録音しているときの録音レベルを調節します
(アナログ録音時のみ）。

K LEVEL ツマミ
ヘッドホンの音量を調節します。

L PHONES ジャック
サーバー機にヘッドホンを接続します。

M PS/2 KEYBOARD 接続端子
サーバー機にPS/2キーボードを接続します。

M L K J
16 MCX-1000取扱説明書



はじめに
リアパネル

1 VIDEO 接続端子
S VIDEO IN 接続端子
お手持ちのビデオ機器のSビデオ出力端子から市販のSビデオ
ケーブルを使ってサーバー機に映像信号を入力します。
S VIDEO OUT接続端子
サーバー機から市販のSビデオピンケーブルを使って、お手持
ちのテレビ/モニターのSビデオ入力端子に映像信号を出力し
ます。
VIDEO IN接続端子
お手持ちのビデオ機器のビデオ出力端子から付属のビデオピン
ケーブルを使ってサーバー機に映像信号を入力します。
VIDEO OUT 接続端子
サーバー機から市販のビデオピンケーブルを使って、お手持ち
のテレビ/モニターのビデオ入力端子に映像信号を出力します。

A
サーバー機で映像は録画できません。S VIDEO IN と VIDEO IN 接続端
子からのビデオ信号はそれぞれS VIDEO OUT端子 と VIDEO OUT 端
子に直結されているためサーバー機では処理されません。

2 ネットワーク端子
LAN（ストレート）ケーブルを使ってネットワーク接続をしま
す。
LINK ランプ
サーバー機がネットワークに接続されているときに点灯しま
す。
ACTIVE ランプ
サーバー機がネットワーク上でデータを送受信しているときに
点滅します。

3 無線 ネットワーク アンテナ

4 RS-232C端子
クロスタイプの RS-232Cケーブルを使って サーバー機とヤ
マハAVアンプを接続します。サーバー機とヤマハAVアンプ
の機能を連携させて使用できます。

5 AUDIO 接続端子
OPTICAL IN 端子※
お手持ちのオーディオ機器のオプティカル出力端子から市販ま
たは付属の光ファイバーケーブルを使って、デジタル音声信号
を入力します。
OPTICAL OUT 端子※
サーバー機から市販または付属の光ファイバーケーブルを使っ
て、お手持ちのオーディオ機器のオプティカル入力端子にデジ
タル音声信号を出力します。
※ サーバー機に付属する光ファイバーケーブルは１本のみです。
２本以上ご使用になる場合は市販の光ファイバーケーブルをご購入
ください。

COAXIAL IN 端子
お手持ちのオーディオ機器のコアキシャル出力端子から市販の
デジタル同軸ケーブルを使って、デジタル音声信号を入力しま
す。
COAXIAL OUT端子
サーバー機から市販のデジタル同軸ケーブルを使って、お手持
ちのオーディオ機器のコアキシャル入力端子にデジタル音声信
号を出力します。
ANALOG IN 端子※１

お手持ちのオーディオ機器のアナログ出力端子から市販または
付属のステレオピンケーブルを使って音声信号を入力します。
ANALOG OUT端子※１

サーバー機から市販または付属のステレオピンケーブルを使っ
て、お手持ちのオーディオ機器のアナログ入力端子に音声信号
を出力します。
※１サーバー機に付属するステレオピンケーブルは１本のみです。
２本以上ご使用になる場合は市販のステレオピンケーブルをご購入
ください。

6 ファン

7 HDDスロット

8 電源コード

1 2 3 4 5 6

7 8
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はじめに
リモコン 1 STANDBY / ON キー
サーバー機のスタンバイ／オンを切り替えます。
STANDBY / ON ボタンを約2秒間押すと、すべてのクライ
アント機はスリープになり、サーバー機はスタンバイになりま
す。

2 TIMER キー
タイマー機能のオン/オフを切り替えます。

3 赤外線発光部
赤外線信号を発信します。リモコンご使用時は赤外線発光部を
サーバー機のリモコン受光部へ向けます。

4 OPEN / CLOSEキー
ディスクトレイを開閉します。

5 ライブラリーキー
アーティスト画面、アルバム画面、ジャンル画面、曲画面、プ
レイリスト画面、 曲統計画面、ブックマーク画面、CD画面、
外部入力画面を表示します。

6 ショートカットキー
レコーディング画面、AVアンプ画面、クライアント画面を表
示します。

7 REPEAT キー
リピート再生モードを切り替えます。

8 RANDOM キー
ランダムのオン/オフを切り替えます。

9 TIME キー
Play Info.バーの時間表示モードを切り替えます。

0 e PAUSEキー
再生中の曲を一時停止します。もう１度押すと一時停止を解除
します。

A b (スキップ戻し)キー、a (スキップ送り)キー
再生中のグループ内の前の曲、または次の曲へスキップしま
す。

B wキー、f キー
再生中の曲を巻き戻し早送りします。

C s STOPキー
再生中の曲を停止します。

D hPLAY キー
選択した曲を再生します。

E MENU キー
メニュー画面を表示します。

F PLAY INFO. キー
再生情報画面を表示します。

G GROUP  キー、GROUP  キー
前の再生グループ／次の再生グループを選択します。

H TOP MENU キー
トップメニュー画面を表示します。

I BOOKMARK ON/OFF キー
ブックマークのオン/オフをします。

7

G

0

H
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D

6

5

1 2 3 4

M
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はじめに
J BACK キー
メニューの1つ上のレベルに戻ります。

K PAGEuキー、PAGEdキー
メニューページを上、または下にスクロールします。表示され
ているメニューが１画面に収まらないときに使用します。

L u/j/d/iキー
画面上のカーソルを上/左/下/右に動かします。

M SELECT キー
操作を決定します。

N SUB MENU キー
サブメニューを表示します。

O BROADCAST キー
現行のサーバー機では機能しません。
今後バージョンアップにより機能が割りあてられる予定です。

P FUNC1 / VOL  キー、FUNC2 / VOL  キー
FUNC1/2（ファンクションキー1/2）機能は現行のサーバー
機では機能しません。
今後、バージョンアップにより対応する予定です。 
現状はRS-232Cケーブル（クロスケーブル）で接続されたヤ
マハAVアンプに対する音量調整として機能します。

Q FUNC3 / MUTE キー
FUNC3(ファンクションキー3）機能は現行のサーバー機では
機能しません。
今後、バージョンアップにより対応する予定です。
現状はRS-232Cケーブル（クロスケーブル）で接続されたヤ
マハAVアンプに対するミュートとして機能します。
MCX-1000取扱説明書 19



はじめに
サーバー機の電源モード
サーバー機にはパワーオン、スリープ、LANスタンバイ(☞195ページ)、IRスタンバイの４つの電源モードがあります。サーバー機は
すべてのモードにおいて電力を消費しますが、通常、パワーオンの状態よりもスタンバイのほうが消費電力は少なくて済みます。
下図は各モード時のサーバー機の状態および各モードを切り替えるための操作を示しています。

A
･ スリープのときにコンセントからサーバー機の電源プラグを外さないでください。 サーバー機の電源プラグを外す前に STANDBY / ON キーを2秒以上押
して、IRスタンバイにしてください。
･ システム設定メニューのスタンバイ設定画面で、スタンバイの種類（IRスタンバイまたはLANスタンバイ）が選択できます。
20 MCX-1000取扱説明書



はじめに
本書での操作説明について
本書内の手順説明個所では、多くの操作で何度も繰り返し用いられる操作を省略して表記して
います。

■ 省略操作手順の表記例

[トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [アーティスト]を選択しアーティ
スト画面を表示します。

■ 実際の操作手順

1 リモコンのTOP MENUキーを押しトップメニュー画面を表示します。

2 トップメニュー画面からu/dキーでライブラリーを選択しSELECT
キーを押します。
ライブラリー画面が表示されます。

3 ライブラリー画面からu/dキーでアーティストを選択しSELECTキー
を押します。
アーティスト画面が表示されます。

1

2

3
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はじめに
サーバー機のオンスクリーン画面
サーバー機にはさまざまな機能や設定があります。テレビ／モニターに表示されたオンスク
リーン画面でメニューや機能の設定を確認し操作を行います。

■ トップメニュー

1 メニュー名

2 選択項目

3 カーソル

■ 曲名表示画面

1 トップメニューからどのようなメニューを選択し、現在の画面が表示されているかを表して
います。例えば、この画面は ライブラリー→ アーティスト→ アルバムを選択し
て表示した画面です。

2 メニュー名

3 矢印アイコン
矢印の方向にカーソルを移動できます。

4 選択項目
2のメニュー名に含まれる項目が表示されます。
リモコンやボタンでカーソルをスクロールして次の項目を表示できます。

5 Play Info.バー
曲名またはグループ名、再生時間を表示します。

6 グループタイム
再生グループの合計再生時間を表示します。

1
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2
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はじめに
7 曲のフォーマット
曲のデータフォーマットを表示します。

8 時間
表示されている曲やアルバムの時間を表示します。

9 スクロールバー
スクロール位置を表示します。

0 ステレオレベルメーター
再生している曲の出力レベルを表示します。

A 再生モードアイコン
選択している再生モードを表示します(☞41ページ)。
MCX-1000取扱説明書 23



サーバー機に録音する
サーバー機やクライアント機で曲の再生を楽しむためには、まずお手持ちのCDなどをサー
バー機のハードディスクに録音する必要があります。
ここでは、曲をサーバー機に録音する方法を説明します。サーバー機に録音した曲は、
Gracenote CDDBから取り込まれた曲名、アルバム名、アーティスト名、ジャンル名などの
情報といっしょに保存されます。

サーバー機のハードディスクに保存した曲のイメージ
24 MCX-1000取扱説明書
A
サーバー機で使用できるCDは、市販
の音楽CD、音楽用CD-R/CD-RWで
す。データ用CD-R/CD-RWは使用で
きません(☞208ページ)。

CDから読み込まれる情報の種類に
は、曲名、アルバム名、アーティスト
名、ジャンル名があり、読み込まれた
情報は曲のデータと一緒にサーバー機
に保存されます。

読み込まれる情報



サーバー機に録音する
CDの全曲を録音する
CDの全曲をサーバー機のハードディスクに録音します。

1 [トップメニュー] ➔ [レコーディング]➔ [CDからの録音]を選択しCDか
らの録音画面を表示します。

2 OPEN/CLOSEキーを押してディスクトレイを開きCDを入れます。
ディスクトレイの溝にあわせ、レーベル面を上にしてCDを置きます。

3 OPEN/CLOSEキーを押してディスクトレイを閉じます。
サーバー機にCDを入れると、内蔵のGracenote CDDBデータベースからCDの情報を
読み込みます。情報の読み込みが完了すると、CDの情報が表示されます。
A
CD録音／外部入力録音／CD作成
の動作は同時にできません。
サーバー機に録音できるアルバム数
は最大10048個、曲数は最大
65000曲です。ただしハードディ
スクの空き容量により減少する場合
があります。

リモコンのRECORDINGキーを押す
と、ワンタッチでレコーディング画面
を表示できます。

画面内に表示しきれない場合はu/d
キーまたはPAGEu/PAGEdキーで
画面をスクロールし表示します。

音楽認識技術と音楽関連データは
Gracenoteによって提供されてい
ます。
GracenoteおよびCDDBは
Gracenoteの登録商標です。
“Gracenote”、“CDDB”、
“Powered by Gracenote”ロゴお
よびロゴ表記はGracenoteの商標で
す。

Gracenote CDDBとは、オーディオ
CDの曲名、アーティスト名、アルバ
ム名、ジャンル名の情報が保存された
音楽データベースです。
MusicCASTではサーバー機にこの
データベースを内蔵し、サーバー機に
入れたオーディオCDの情報を検索
し、画面に表示します。またインター
ネットに接続し、Gracenote CDDB
サービスのサイトにアクセスすれば、
最新のアルバム情報も検索できます。
インターネットのGracenote CDDB
データベースサービスの提供は予告無
く中断させていただく場合があります
のでご了承ください。

一枚のCDに対して複数の曲情報が検
索された場合は、曲情報の選択待ち状
態になり録音は開始されません。この
場合、正しい情報を選択してください
(☞63ページ)。

ショートカットキーについて

画面表示について

Gracenote CDDB

Gracenote CDDBとは？

複数の曲情報が検索された場合
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サーバー機に録音する
■ 録音するCDの情報を確認する
録音したいオーディオCDを入れると、サーバー機は自動的にGracenote CDDBにアクセス
して情報が検索されるとCDの曲名、アルバム名、アーティスト名、ジャンル名を画面に表示
します。

1 アーティスト名
アーティスト名が表示されます。

2 アルバム名
アルバム名が表示されます。

3 ジャンル名
ジャンル名が表示されます。

4 曲名
曲名を表示します。

5 チェックボックス
チェックマークがついている曲がサーバー機に録音されます。
初期設定ではアルバムの全曲にチェックがついています。
必要に応じてチェックを外し録音する曲を選択します。

6 サブメニュー
録音操作およびCDの情報確認に関する以下のメニューが表示されます。

メニュー名 説　　明

録音開始 録音が開始されます。

全トラック解除 アルバム内のすべての曲のチェックマークが外れ、全曲
が録音対象外となります。

全トラック選択 アルバム内のすべての曲にチェックマークをつけ、全曲
が録音対象となります。

CDDB情報 Gracenote CDDBから検索されたCDの情報を確認
できます。特定のオーディオCDに対して複数の曲情
報が検索された場合などに、このメニューで情報を再表
示し情報を編集します。

CD TEXT情報 オーディオCDにCD TEXT の情報があれば、このメ
ニューで確認できます。

CD情報消去 現在画面で表示している曲名、アルバム名、アーティス
ト名、ジャンル名の情報を消去します。情報消去後は、
それぞれ｢トラック｣、｢不明アルバム｣、｢不明アーティ
スト｣、｢不明ジャンル｣と表示されます。

1

5 6

4

2
3
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オーディオCDには、曲名、アーティ
スト名、アルバム名などの情報がテキ
ストデータとして記録されているもの
があり、この情報をCD TEXTといい
ます。
この情報をご利用になる場合は、サブ
メニューの｢CD TEXT情報｣を選択
し、手動でCD TEXTの読み出しを
行ってください。CD TEXTが存在す
る場合、画面にこれらの情報が読み出
され表示されます。
ただしCD TEXT情報には、複製（つ
まり記録）が禁止されているものがあ
り、その場合、読み出されたテキスト
情報をサーバー機に保存できません。

レコーディング画面を表示しなくても
CD自動録音機能を使って録音できま
す（☞MusicCASTクイックマニュ
アル18ページ）。

オーディオCD以外のCDや最新の
CDは内蔵のCDDBから情報を読み
込むことができません。情報のない
曲、アルバム、アーティスト、ジャン
ルはそれぞれ「トラック」「不明アル
バム」「不明アーティスト」「不明ジャ
ンル」で録音されます。

録音した曲は最初PCM フォーマッ
トで録音されますが、その後 自動
的にMP3 フォーマットに変換され
ます。
初期設定では、PCMとMP3の両
フォーマットをハードディスクに録
音するようになっています
（MP3だけ保存する設定☞187
ページ）。

PCMフォーマットは、CDと同じ音
質ですが、データ量が多くハードディ
スクのスペースを多く使用します。
サーバー機で音楽を楽しむ場合やお好
みのCDを作成したい場合にPCM
フォーマットが用いられます。また、
クライアント機（任意の1台のみ）に
対してPCMフォーマットで曲を配信
できます(☞193ページ)。

MP3フォーマットは、圧縮データの
ためデータ量が少なくPCMフォー
マットに比べ、より多くの曲（最大約
10倍）をハードディスクに保存でき
ます。
またクライアント機へは通常MP3
フォーマットで曲を配信します。

CD TEXTとは？

CD自動録音

情報が検索されない場合

曲のフォーマットについて

PCMフォーマットとは

MP3フォーマットとは



サーバー機に録音する
4 u/j/d/iキーで「録音開始」を選択しSELECTキーを押します。
録音が開始され、以下の画面が表示されます。

録音が終了すると録音完了画面が表示されます。

5 OPEN/CLOSEキーを押してディスクトレイを開きます。
CDを取り出します。

6 OPEN/CLOSEキーを押してディスクトレイを閉じます。

プログレスバー
A
録音中にSELECTキーを押すと録
音が停止します。録音中に誤って押
すことのないようご注意ください。
録音中にスタンバイにしないでくだ
さい。正しく録音できなかったり、
ハードディスク上のデータが破損す
る原因となります。
録音中は衝撃や振動を本機に加えな
いでください。ハードディスクの故
障の原因となります。

SELECTキーを押すと、録音を中止
できます。

録音中は、録音の進行状況を表すバー
が画面の下に表示されます。

｢録音したアルバムのページを開く｣
を選択すると、録音した内容を確認
できます。
｢別のCDを録音する｣を選択する
と、自動的にディスクトレイを開
き、続けて別のCDを録音できま
す。

録音を中止したい場合

プログレスバー表示

録音完了後の操作
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サーバー機に録音する
CD から曲を選択し録音する
CDの中からお好きな曲だけを選択して録音します。

1 [トップメニュー] ➔ [レコーディング] ➔ [CDからの録音]を選択しCD
からの録音画面を表示します。

2 OPEN/CLOSEキーを押してディスクトレイを開きCDを入れます。
ディスクトレイの溝にあわせ、レーベル面を上にしてCDを置きます。

3 OPEN/CLOSEキーを押してディスクトレイを閉じます。
CDの情報が読み込まれ、情報がテレビ/モニターに表示されます。
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A
CD録音／外部入力録音／CD作成
の動作は同時にできません。
サーバー機に録音できるアルバム数
は最大10048個、曲数は最大
65000曲です。ただしハードディ
スクの空き容量により減少する場合
があります。

CD自動録音☞MusicCASTクイッ
クマニュアル18ページ

リモコンのRECORDINGキーを押す
と、ワンタッチでレコーディング画面
を表示できます。

画面内に表示しきれない場合はu/d
キーまたはPAGEu/PAGEdキーで
画面をスクロールし表示します。

オーディオCD以外のCDや最新の
CDは内蔵のCDDBから情報を読み
込むことができません。情報のない
曲、アルバム、アーティスト、ジャン
ルはそれぞれ「トラック」「不明アー
ティスト」「不明ジャンル」「不明アル
バム」で録音されます。
内蔵のGracenote CDDBデータ
ベースからCDの情報が見つからな
かった場合
･ 情報を手動で入力する
(☞60ページ)。
･ Gracenote CDDBサービスのイン
ターネットサイトに接続する
(☞185ページ)。
･ CD TEXTの情報を利用する
(☞26ページ)。

CDの全曲を自動録音する場合

ショートカットキーについて

画面表示について

情報が検索されない場合



サーバー機に録音する
4 u/j/d/iキーで録音したい曲を選択します。
録音したい曲のチェックボックスにチェックが入っていることを確認します。
初期設定ではすべての曲のチェックボックスが選択（チェック）されています。u/j/
d/iキーでチェックボックスを選択してSELECTキーを押し、チェックボックスの
チェックを外すとその曲は録音されません。

5  u/j/d/iキーで「録音開始」を選択し SELECT キーを押します。
録音が開始され、以下の画面が表示されます。

録音が終了すると録音完了画面が表示されます。

プログレスバー
録音した曲は最初PCM フォーマッ
トで保存されますが、その後 自動
的にMP3 フォーマットに変換され
ます。
初期設定では、PCMとMP3の両
フォーマットをサーバー機に保存す
るようになっています
（☞187ページ）。

PCMフォーマットは、CDと同じ音
質ですが、データ量が多くハードディ
スクのスペースを多く使用します。
サーバー機で音楽を楽しむ場合やお好
みのCDを作成したい場合にPCM
フォーマットが用いられます。また、
クライアント機（任意の1台のみ）に
対してPCMフォーマットで曲を配信
できます(☞193ページ)。

MP3フォーマットは、圧縮データの
ためデータ量が少なくPCMフォー
マットに比べ、より多くの曲（最大約
10倍）をハードディスクに保存でき
ます。
またクライアント機へは通常MP3
フォーマットで曲を配信します。

A
録音中にSELECT キーを押すと録
音が中止します。録音中に誤って押
すことのないようご注意ください。
録音中にスタンバイにしないでくだ
さい。正しく録音できなかったり、
ハードディスク上のデータが破損す
る原因となります。
録音中は衝撃や振動を本機に加えな
いでください。ハードディスクが故
障する原因となります。

SELECTキーを押すと、録音を中止
できます。

録音中は、録音の進行状況を表すバー
が画面の下に表示されます。

｢録音したアルバムのページを開く｣
を選択すると、録音した内容を確認
できます。
｢別のCDを録音する｣を選択する
と、自動的にディスクトレイを開
き、続けて別のCDを録音できま
す。

曲のフォーマットについて

PCMフォーマットとは

MP3フォーマットとは

録音を中止したい場合

プログレスバー表示

録音完了後の操作
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サーバー機に録音する
6 OPEN/CLOSEキーを押してディスクトレイを開きます。
CDを取り出します。

7 OPEN/CLOSEキーを押してディスクトレイを閉じます。
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サーバー機に録音する
外部機器からサーバー機に録音する
MDプレーヤーやレコードプレーヤーなどの外部機器からサーバー機に録音する方法を説明し
ます。
曲間を自動検出してトラックマークをつけたり、外部プレーヤーの再生と同期して録音すると
いった録音モードを選択することもできます。

接続の確認
外部機器とサーバー機を接続します。

■ デジタル接続の場合
オプティカル、コアキシャルといったデジタル出力端子がある機器とサーバー機を接続します。
オプティカル出力端子の場合は、光ファイバーケーブル（付属品または市販品）を使用します。
コアキシャル端子の場合は、同軸ピンケーブル（市販品）を使用します。

■ アナログ接続の場合
ステレオピンタイプの出力端子がある機器とサーバー機を接続します。
ステレオピンケーブル（付属品または市販品）を使用します。
A
ケーブルの接続は、サーバー機、外部
機器の電源プラブをコンセントから抜
いた状態で行ってください。
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サーバー機に録音する
録音する
外部機器からサーバー機に録音します。

1 [トップメニュー] ➔ [レコーディング]を選択しレコーディング画面を表
示します。

2 u/dキーで「外部入力からの録音」を選択しSELECTキーを押します。
以下の画面が表示されます。

3 表示内容を確認しSELECTキーを押します。
外部入力からの録音画面が表示されます。
サーバー機で再生している場合は再生が中断されます。

4 u/j/d/iキーで入力を選択しSELECTキーを押します。

接続端子 設定手順

OPTICAL IN 端子 「光デジタル入力」を選択しSELECTキーを押します。

COAXIAL IN 端子 「同軸デジタル入力」を選択しSELECTキーを押します。

ANALOG IN 端子 「アナログ入力」を選択しSELECTキーを押します。
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A
CD録音／外部入力録音／CD作成
の動作は同時にできません。
サーバー機の録音できる1つの曲の
録音時間は最長99分59秒です。
サーバー機に録音できるアルバム数
は最大10048個、曲数は最大
65000曲です。ただしハードディ
スクの空き容量により減少する場合
があります。

A
外部機器から録音した曲は、
Gracenote CDDBやCD TEXTか
ら曲名、アルバム名、アーティスト
名、ジャンル名といった情報を取り
込むことができません。
録音した日時と録音時間の情報のみ
が保存されますので、録音終了後に
曲名、アルバム名、アーティスト
名、ジャンル名といった情報を手動
で入力し、曲をライブラリーへ登録
する必要があります(☞116ペー
ジ)。
外部機器から録音した曲は、そのま
まではMP3フォーマットに変換さ
れません。曲に情報を入力し、
PCMフォーマットの曲をライブラ
リーに登録してください。ライブラ
リーに登録された曲は自動的に
MP3データへ変換されます
(☞116ページ)。

リモコンのRECORDINGキーを押す
と、ワンタッチでレコーディング画面
を表示できます。

BACKキーを押すと元の画面に戻り
ます。

ショートカットキーについて

操作を中止する場合



サーバー機に録音する
5 u/j/d/iキーで録音方式を選択しSELECTキーを押します。

6 u/j/d/iキーで録音レベルを設定します。

7 u/j/d/iキーで「録音開始」を選択し、SELECTキーを押します。
録音が始まります。
外部機器からの録音中は、画面左下に録音アイコンが表示されます。

8 録音したい外部機器を再生します。

9 録音を終了するには、u/j/d/iキーで「録音停止」を選択しSELECT
キーを押します。

録音モード 説　　明

マニュアルモード 録音開始、停止、トラックマークなどすべての録音操作を手動
で行います。

フルオートシンクロ ソース側の全曲を自動で録音します。外部機器の再生を開始す
ると、サーバー機も連動して録音を開始します。曲間を検出し
て自動でトラックマークがつきます。
無音の状態が約15秒続くと自動的に録音は終了します。

トラックシンクロ 録音開始、停止を手動で行います。
曲間を検出して自動トラックマークがつきます。

録音アイコン
A
「フルオートシンクロ」で録音する場
合、「録音開始」を選択しSELECT
キーを押した後に、外部機器を再生し
てください。

一般のオーディオCDはトラックマー
クで各トラックを区分しています。
サーバー機への録音時、選択する録音
形態によっては、このトラックマーク
を認識しない場合があります。
このような場合は、録音中に「トラッ
クマーク」を選択しSELECTキーを
押し、トラックマークを付与します。
SELECTキーを押すタイミングでト
ラックマークが付与されます。

A
録音レベルのピーク時にレベルメー
ターが0dBを超えないように調節し
ます。

入力する音源によってレベル調節の方
法は異なります(☞34ページ)。

A
録音中にSELECT キーを押すと録
音が中止します。録音中に誤って押
すことのないようご注意ください。
録音中にスタンバイにしないでくだ
さい。正しく録音できなかったり、
ハードディスク上のデータが破損す
る原因となります。
録音中は衝撃や振動を本機に加えな
いでください。ハードディスクが故
障する原因となります。

トラックマークの付与について

録音レベルの調整
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サーバー機に録音する
録音レベルを調節する
音源をお好みで適切なレベルに調節してサーバー機に録音します。
録音方法ごとに下記の手順にしたがって録音レベルを調節してください。

■ デジタル録音する場合
コアキシャル端子またはオプティカル端子で録音する場合はデジタル録音となります。デジタ
ル入力ソースの録音レベルは、初期設定で0dB（デジタルソースの規準レベル）に設定されて
います。

1 ｢入力｣から｢光デジタル入力｣もしくは｢同軸デジタル入力｣を選択し
SELECTキーを押します。

2 録音するソースの一番大きい音の（ピークレベル）部分を再生します。

3 ソースの再生中にu/j/d/iキーで「録音レベル」を選択しj/iキーで録
音レベルを調節します。
－12dBから+12dBの範囲で、0.4dBステップで調節できます。

■ アナログ録音する場合
ステレオピン端子で録音する場合はアナログ録音となります。
アナログ録音時のレベル調節はフロントパネルのANALOG REC LEVELツマミで行います。

1 ｢入力｣から｢アナログ入力｣を選択しSELECTキーを押します。

レベルメーター
34 MCX-1000取扱説明書
デジタル録音においては、特に意図し
た場合を除いて録音レベルの調節は必
要ありません。

A
録音レベルのピーク時にレベルメー
ターが0dBを超えないように調節し
ます。

デジタル録音時のレベル調整



サーバー機に録音する
2 録音するソースの一番大きい音の（ピークレベル）部分を再生します。

3 サーバー機のフロントパネルのANALOG REC LEVELツマミで録音レ
ベルを調節します。

ANALOG REC LEVEL ツマミ
A
録音レベルのピーク時にレベルメー
ターが0dBを超えないように調節し
ます。
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再生する
サーバー機に録音した曲は、アーティスト、アルバム、ジャンル、全曲、プレイリスト、曲統
計、ブックマークというグループに分類され管理されています。お好みのグループから選曲し、
再生できます。

選曲する
1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] を選択しライブラリー画面を表示
します。

2 u/dキーでお好みの選曲方法を選択しSELECTキーを押します。

■ ライブラリーキーで選曲する
リモコンのライブラリーキーでお好みのグループをワンタッチで表示することもできます。

1 アーティスト名から選曲します(☞42ページ)。

2 アルバム名から選曲します(☞44ページ)。

3 ジャンル名から選曲します(☞45ページ)。

4 曲名から選曲します(☞46ページ)。

5 お好みの曲のリスト（プレイリスト）から選曲します(☞46ページ)。

6 曲統計の中から選曲します(☞48ページ)。

7 ブックマークリストから選曲します(☞49ページ)。

8 お手持ちのCDを再生します(☞51ページ)。

9 サーバー機に接続した外部機器から再生します(☞53ページ)。

1
2

3
4

5
6

7
8

9

1 2 3 4

9 5 6 7 8
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サーバー機単独で曲を再生する場合
は、ヘッドホンをご使用になるかサー
バー機にアンプとスピーカーを接続す
る必要があります（☞セットアップ
ガイド）。

再生する前に



再生する
ライブラリー曲情報を表示する
アーティスト、アルバム、ジャンル、曲などの情報を確認します。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ]を選択しライブラリー画面を表示
します。

2 ライブラリー画面から｢アーティスト｣や｢全曲｣など情報を表示させたい
項目を選択します。

3 iキーを押します。
選択した項目の詳細情報が表示されます。

4 jキーまたはBACKキーを押します。
元の画面に戻ります。
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再生する
基本的なリモコン操作

■ 再生を開始するには
PLAYキーを押します。

■ 再生を停止するには
STOPキーを押します。

■ 一時停止するには
PAUSEキーを押します。

■ 再生中のグループをスキップするには
再生中にGROUP SKIP＋ とGROUP SKIP－ を押すとグループをスキップします。

例えば、再生グループが「アルバム」のときに次のアルバムにスキップするには再生中に
GROUP SKIP＋ を押します。同様に、前のアルバムにスキップするにはGROUP SKIP－ を
押します。

■ 別の曲にスキップするには
再生中にaキーを押すと次の曲に、bキーを1回押すと再生中の曲の頭に、2回押すと
前の曲の頭にスキップします。

■ 早送り、巻き戻しをするには
再生/一時停止中に早送りをするにはfキー、巻き戻しをするにはwキーを押します。

■ メニュー画面を表示するには
MENUキーを押します。

■ 再生情報画面を表示するには
PLAYINFO．キーを押します。
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グループとは再生する単位のことで
す。例えば、アルバムを選択して再生
すれば、再生するグループは「アルバ
ム」になり、ジャンルを選択すれば
「ジャンル」になるといった具合にグ
ループ単位の再生はそのグループ内の
すべての曲を対象にしています。再生
グループは再生情報画面に表示されま
す(☞39ページ)。

グループ単位の再生



再生する
再生情報画面について
曲を再生すると再生情報画面が表示されます。再生情報画面は、再生中の曲の情報を表示しま
す。再生情報画面には2つの種類があり、見たい情報の内容に応じてj/iキーで左右の2種類
を選択できます。

再生情報画面左（曲タイトル表示画面）
曲名、アルバム名、アーティスト名、ジャンル名などの情報を表示します。またリピート再生
(☞55ページ)やランダム再生(☞56ページ)の設定もここで表示します。

再生情報画面右（リスト表示画面）
サーバー機で再生中のグループのすべての曲を表示します。曲を選択する方法によってこの画
面の内容が異なります。

1 グループ名
アーティスト、アルバム、ジャンル、全曲、プレイリスト、曲統計、ブックマークなどの再
生グループを表示します。

2 グループタイム
再生グループの合計再生時間を表示します。

3 曲名
♪はその曲が現在再生中であることを表します。

4 タイム
曲の長さを表示します。

5 ブックマーク
ブックマークに登録されている曲の左側にしおりのアイコンが表示されます。

1
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MENUキーまたはBACKキーを押す
と1つ前の画面に戻ります。PLAY 
INFO.キーを押すと、曲の再生中でな
くても再生情報画面を表示できます。

再生情報画面
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再生する
6 曲のフォーマット
再生中の曲のデータフォーマットを表示します。PCMかMP3のどちらかを表示します。

7 アーティスト
再生中の曲のアーティストを表示します。

8 アルバム
再生中の曲のアルバムを表示します。

9 ジャンル
再生中の曲のジャンルを表示します。

0 プレイスタイル：リピート設定(☞55ページ)

A プレイスタイル：ランダム設定(☞56ページ)

B プレイスタイル：グループ設定(☞58ページ)

C 時間表示
再生情報画面の時間表示には、曲の時間表示モード（時間表示の文字が白く表示）とグルー
プの時間表示モード（時間表示の文字が青く表示）の2種類があります。各モードでこの2
種類の表示が選択でき、TIMEキーを押すたびに4種類の時間表示を切り替えることができ
ます。

D ステレオレベルメーター
再生している曲の出力レベルを表示します。

項　　目 説　　明

PCM PCMとMP3フォーマット両方の曲があることを表します。

MP3 サーバー機のハードディスクにMP3フォーマットの曲しかないことを
表します。

項　　目 説　　明

オール 選択しているグループ内の全曲を繰り返し再生します。

シングル 現在選択している曲を繰り返し再生します。

オフ リピート設定がオフになります。

項　　目 説　　明

オン 選択しているグループ内の曲を順不同に再生します。

オフ ランダム設定がオフになります。

項　　目 説　　明

オール 選択したグループの再生終了後、続けて次のグループを再生します。

シングル 選択したグループの再生終了後、再生が停止します。

モード 説　　明

曲の時間表示
再生中の曲の再生経過時間を表示します。

再生中の曲の残り時間を表示します。

グループの時間表示

再生中のグループの再生経過時間を表示します。
99分を越える場合は表示されません。

再生中のグループの残り時間を表示します。
残り時間が99分を越える場合は表示されません。
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再生情報画面のサブメニューからプレ
イスタイルの設定ができます。サブメ
ニューは、サーバー機のリモコンの
SUB MENUキーを押すと表示されま
す。

リモコンのTIMEキーを押して時間表
示を切り替えることができます。

プレイスタイルの設定

TIMEキーについて



再生する
E 再生モードアイコン

再生情報画面のサブメニュー

1 再生情報画面でSUB MENUキーを押します。
再生情報画面のサブメニューが表示されます。

2 u/j/d/iキーでお好みの項目を選択しSELECTキーを押します。
再生情報画面のサブメニューで4つの再生機能が設定できます。

アイコン 説　明

アイコンなし 現在選択しているグループ内の全曲を順番に
再生します。

シングルリピートアイコン 現在選択している曲を繰り返し再生します。

オールリピートアイコン 選択しているグループ内の全曲を繰り返し再
生します。

ランダムアイコン 選択しているグループ内の曲を順不同に再生
します。

ランダムリピートアイコン 選択しているグループ内の全曲を順不同に繰
り返し再生します。

サブメニュー 説　　明

再生関連 サーバー機の再生をコントロールします。

プレイスタイル関連 プレイスタイルの設定をします。

時間表示関連 再生情報画面の時間表示を変更します。

その他 再生中の曲にブックマークをつけたり、解除したり、その曲が収
録されているアルバムを表示します。

サブメニュー
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再生する
3 j/iキーで を選択しSELECTキーを押します。
サブメニューを終了します。

アーティストから再生する
1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ]を選択しライブラリー画面を表示
します。

2 u/dキーで「アーティスト」を選択しSELECTキーを押します。
サーバー機に保存されているすべてのアーティストが表示されます。

3 u/dキーでお好みのアーティストを選択しSELECTキーを押します。
選択したアーティストのすべてのアルバムが表示されます。
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SUB MENUキーを押してサブメ
ニューを終了することもできます。

リモコンのARTISTSキーを押すとワ
ンタッチでアーティスト画面を表示で
きます。

1つの画面に項目が表示しきれない場
合はPAGEu/PAGEdキーまたはu/
dキーで画面をスクロールし表示しま
す。

お好みのアーティストを選択した状態
でPLAYキーを押すと、そのアー
ティストのすべての曲が再生されま
す。この場合、再生される曲順はその
アーティストのアルバムの曲順とは関
係なく曲名の数字、アルファベット、
ひらがな、カタカナ、漢字の順で再生
されます。

サブメニューを終了する

ライブラリーキーについて

画面表示について

アーティスト単位で再生する場
合



再生する
4 u/dキーでお好みのアルバムを選択しSELECTキーを押します。
選択したアルバムのすべての曲が表示されます。

5 u/dキーでお好みの曲を選択しSELECTキーを押します。
選択した曲から再生が始まります。
お好みのアルバムを選択した状態で
PLAYキーを押すと、そのアルバムの
すべての曲が再生されます。この場
合、アルバムの1曲目から順番に再生
されます。

再生が始まると再生情報画面が表示さ
れます(☞39ページ)。

アルバム単位で再生する場合

再生が始まると
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再生する
アルバムから再生する
1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ]を選択しライブラリー画面を表示
します。

2 u/dキーで「アルバム」を選択しSELECTキーを押します。
サーバー機に保存されているすべてのアルバムが表示されます｡

3 u/dキーでお好みのアルバムを選択しSELECTキーを押します。
選択したアルバムのすべての曲が表示されます。

4 u/dキーでお好みの曲を選択しSELECTキーを押します。
選択した曲から再生が始まります。
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リモコンのALBUMSキーを押すとワ
ンタッチでアルバム画面を表示できま
す。　

1つの画面に項目が表示しきれない場
合はPAGEu/PAGEdキーまたは
u/dキーで画面をスクロールし表示
します。

お好みのアルバムを選択した状態で
PLAYキーを押すと、そのアルバムの
すべての曲が再生されます。この場
合、アルバムの1曲目から順番に再生
されます。

再生が始まると再生情報画面が表示さ
れます(☞39ページ)。

ライブラリーキーについて

画面表示について

アルバム単位で再生する場合

再生が始まると



再生する
ジャンルから再生する
1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ]を選択しライブラリー画面を表示
します。

2 u/dキーで「ジャンル」を選択しSELECTキーを押します。
サーバー機に保存されているすべてのジャンルが表示されます｡

3 u/dでお好みのジャンルを選択しSELECTキーを押します。
選択したジャンルのすべてのアルバムが表示されます。

4 u/dキーでアルバムを選択しSELECTキーを押します。
選択したアルバムのすべての曲が表示されます。

5 u/dキーでお好みの曲を選択しSELECTキーを押します。
選択した曲から再生が始まります。
リモコンのGENRESキーを押すとワ
ンタッチでジャンル画面を表示できま
す。

1つの画面に項目が表示しきれない場
合はPAGEu/PAGEdキーまたは
u/dキーで画面をスクロールし表示
します。

お好みのジャンルを選択した状態で
PLAYキーを押すと、そのジャンルの
すべての曲が再生されます。この場
合、再生される曲順はそのジャンルに
登録されたアルバムの曲順とは関係な
く曲名の数字、アルファベット、ひら
がな、カタカナ、漢字の順で再生され
ます。

お好みのアルバムを選択した状態で
PLAYキーを押すと、そのアルバムの
すべての曲が再生されます。この場
合、アルバムの1曲目から順番に再生
されます。

再生が始まると再生情報画面が表示さ
れます(☞39ページ)。

ライブラリーキーについて

画面表示について

ジャンル単位で再生する場合

アルバム単位で再生する場合

再生が始まると
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再生する
すべての曲の中から再生する
1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ]を選択しライブラリー画面を表示
します。

2 u/dキーで「全曲」を選択しSELECTキーを押します。
サーバー機に保存されているすべての曲が数字、アルファベット、ひらがな、カタカナ、
漢字の順で表示されます。

3 u/dキーでお好みの曲を選択しSELECTキーを押します。
選択した曲から最後の曲まで再生されます。

お好みの曲のリスト（プレイリスト）から再生する
1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ]を選択しライブラリー画面を表示
します。

2 u/dキーで「プレイリスト」を選択しSELECTキーを押します。
プレイリスト画面にコレクション名が表示されます。
46 MCX-1000取扱説明書
リモコンのALL SONGSキーを押す
とワンタッチで曲画面を表示できま
す。

1つの画面に項目が表示しきれない場
合はPAGEu/PAGEdキーまたは
u/dキーで画面をスクロールし表示
します。

再生が始まると再生情報画面が表示さ
れます(☞39ページ)。

プレイリストを再生するには、あらか
じめお好みで作成したプレイリストが
サーバー機に登録されている必要があ
ります(☞88ページ)。

リモコンのPLAYLISTSキーを押す
とワンタッチでプレイリスト画面を表
示できます。

1つの画面に項目が表示しきれない場
合はPAGEu/PAGEdキーまたは
u/dキーで画面をスクロールし表示
します。

ライブラリーキーについて

画面表示について

再生が始まると

プレイリストの再生について

ライブラリーキーについて

画面表示について



再生する
3 u/dキーでお好みのプレイリストが含まれているコレクション名を選
択しSELECTキーを押します。
選択したコレクションに属するプレイリストが表示されます。

4 u/dキーでお好みのリンクを選択しSELECTキーを押します。
選択したプレイリストのすべてのリンクが表示されます。

5 u/dキーでお好みの曲を選択しSELECTキーを押します。
選択した曲から再生が始まります。
お好みのプレイリストを選択した状態
で、PLAYキーを押すと、そのプレイ
リストに登録されているリンクの最初
から再生が始まります。

再生が始まると再生情報画面が表示さ
れます(☞39ページ)。

プレイリスト単位で再生する場
合

再生が始まると
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再生する
曲統計画面から再生する
1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ]を選択しライブラリー画面を表示
します。

2 u/dキーで「曲統計」を選択しSELECTキーを押します。
曲統計画面が表示されます。

3 u/dキーでお好みの統計を選択しSELECTキーを押します。
曲統計の種類には下記の3種類があります。

4 u/dキーでお好みの曲またはアルバムを選択しSELECTキーを押しま
す。
選択した曲またはアルバムから再生が始まります。

曲統計の種類 説　　明

再生回数順 再生された回数の多い順に曲が表示されます。

最近再生した曲 最近再生した順に曲が表示されます。

最近録音したアルバム 最近サーバー機に録音した順にアルバムが表示されます。
48 MCX-1000取扱説明書
リモコンのSONG STATISTICS
キーを押すとワンタッチで曲統計画面
を表示できます。

1つの画面に項目が表示しきれない場
合はPAGEu/PAGEdキーまたは
u/dキーで画面をスクロールし表示
します。

」

最近再生した曲順に再生が始まります
（最大100曲）。

再生が始まると再生情報画面が表示さ
れます(☞39ページ)。

ライブラリーキーについて

画面表示について

再生回数順について

再生が始まると



再生する
ブックマークリストから再生する
1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ]を選択しライブラリー画面を表示
します。

2 u/dキーで「ブックマーク」を選択しSELECTキーを押します。
ブックマーク画面が表示されます。

3 u/dキーでお好みの曲を選択しSELECTキーを押します。
選択した曲から再生が始まります。

ソングリンクを使う
ブックマークがついている曲やプレイリストなどの曲を選択すると、その曲が含まれるアルバ
ム画面を表示できます。

1 ブックマーク、曲統計、全曲、プレイリストなどから画面に曲目を表示
します。
ブックマークのつけ方☞109ページ

リモコンのBOOKMARKSキーを押
すとワンタッチでブックマーク画面を
表示できます。

1つの画面に項目が表示しきれない場
合はPAGEu/PAGEdキーまたは
u/dキーで画面をスクロールし表示
します。

再生が始まると再生情報画面が表示さ
れます(☞39ページ)。

ブックマークをつけるには？

ライブラリーキーについて

画面表示について

再生が始まると
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再生する
2 u/dキーで曲を選択しSUB MENUキーを押します。

3 u/dキーで｢リンクを開く｣を選択しSELECTキーを押します。
選択した曲のアルバム画面が表示されます。
50 MCX-1000取扱説明書



再生する
CDを再生する
サーバー機を通常のCDプレーヤーとしてもお使いいただけます。

1 OPEN/CLOSEキーを押してディスクトレイを開きCDを入れます。
ディスクトレイの溝にあわせ、レーベル面を上にしてCDを置きます。

2 OPEN/CLOSEキーを押してディスクトレイを閉じます。

3 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ]を選択しライブラリー画面を表示
します。

4 u/dキーで「CD」を選択しSELECTキーを押します。
CDの読み込みが完了するとCDの情報が表示されます。

5 u/dキーでお好みの曲を選択しSELECTキーを押します。
再生情報画面が表示され、選択した曲から再生が始まります。
リモコンのCDキーを押すとワンタッ
チでCD画面を表示できます。

オーディオCD以外のCDや最新の
CDは内蔵のCDDBから情報が読み
込むことができません。情報のない
曲、アルバム、アーティスト、ジャン
ルはそれぞれ「トラック」「不明アル
バム」「不明アーティスト」「不明ジャ
ンル」と表示されます。
内蔵のGracenoteCDDBデータベー
スからCDの情報が見つからなかった
場合
･ Gracenote CDDBサービスのイン
ターネットサイトに接続する
(☞185ページ)。
･ CD TEXTの情報を利用する
(☞26ページ)。

一枚のCDに対して複数の曲情報が検
索された場合は、正しい情報を選択し
てください(☞63ページ)。

PLAY INFO.キーを押すとワンタッ
チで再生情報画面を表示できます。

1つの画面に項目が表示しきれない場
合はPAGEu/PAGEdキーまたは
u/dキーで画面をスクロールし表示
します。

ライブラリーキーについて

情報が表示されない場合

複数の曲情報が表示された場合

PLAY INFO. キーについて

画面表示について
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再生する
MP3 CDを再生する
サーバー機を使ってMP3フォーマットの曲が入っているCDを聴くことができます。

1 OPEN/CLOSEキーを押してディスクトレイを開きMP3 CDを入れま
す。
ディスクトレイの溝にあわせ、レーベル面を上にしてMP3 CDを置きます。

2 OPEN/CLOSEキーを押してディスクトレイを閉じます。

3 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ]を選択しライブラリー画面を表示
します。

4 u/dキーで「CD」を選択しSELECTキーを押します。
CDの読み込みが完了するとMP3 CD画面が表示されます。「MP3 CD」に録音されてい
るすべての曲名またはフォルダ名が表示されます。

5 u/dキーでお好みのフォルダを選択しSELECTキーを押します。
フォルダ内のすべての曲が表示されます。

6 u/dキーでお好みの曲名を選択しSELECTキーを押します。
選択した曲から順番にフォルダ内のすべての曲を再生が始まります。
52 MCX-1000取扱説明書
ISO9660 level1および2マルチ
セッションJoliet/Romeoフォー
マットで作成されたディスクである
ことが条件です（ただしpacketラ
イトには非対応です）。
最大フォルダ階層は8です。
最大ファイル数は300で拡張子は
｢.MP3｣もしくは｢.mp3｣です。
MPEG1 Layer3全圧縮ビットレー
ト対応です。
VBRは時刻情報/ビットレート情報
が正しく表示されない事がありま
す。
ID3タグver 1.1準拠しています。

A
MP3 CDからサーバー機へは録音で
きません。

MP3 CDはGracenote CDDBから
曲名、アルバム名、アーティスト名、
ジャンル名などの情報を検索できませ
ん。

リモコンのCDキーを押すとワンタッ
チでCD画面を表示できます。

BACKキーを押すとひとつ前の画面
に戻ります。

｢ルート｣を選択した状態でPLAY
キーを押すと、MP3CD内のすべて
の曲が再生できます。

｢グループの時間表示｣を選択すると時
間表示されません。

再生可能なMP3 CDについて

MP3 CDについて

ライブラリーキーについて

BACKキーについて

PLAYキーについて

時間表示について



再生する
サーバー機に接続した外部機器の音声を聴く
サーバー機に接続した外部機器からの音声を聴くことができます。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ]を選択しライブラリー画面を表示
します。

2 u/dキーで「外部入力」を選択しSELECTキーを押します。
以下の画面が表示されます。

3 u/dキーで「外部入力の再生」を選択しSELECTキーを押します。
入力端子を選択する画面が表示されます。

4 u/dキーで入力名を選択しSELECTキーを押します。

5 外部機器の再生を開始します。
サーバー機から曲を聴くことができます。

入力名 説　　明

光デジタル入力 サーバー機のOPTICAL IN 端子に接続している機器からの音声信号
を入力できます。

同軸デジタル入力 サーバー機のCOAXIAL IN 端子に接続している機器からの音声信号
を入力できます。

アナログ入力 サーバー機のANALOG IN 端子に接続している機器からの音声信号
を入力できます。
外部機器を再生する前に外部機器が
サーバー機と正しく接続されているか
確認してください(☞31ページ)。

リモコンのEXT. INPUTキーを押す
とワンタッチで外部入力画面を表示で
きます。

外部機器の操作についての詳細は機器
に付属の取扱説明書をご覧ください。

再生する前に

ライブラリーキーについて

外部機器の操作について
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再生する
外部機器から録音した曲を聴く
外部機器からサーバー機に録音した曲を聴くことができます。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ]を選択しライブラリー画面を表示
します。

2 u/dキーで「外部入力」を選択しSELECTキーを押します。
以下の画面が表示されます。

3 u/dキーで「外部入力からの録音曲」を選択しSELECTキーを押しま
す。
録音された曲が表示されます。

4 u/dキーでお好みの曲名を選択しSELECTキーを押します。
選択した曲の再生が始まります。
54 MCX-1000取扱説明書
リモコンのEXT. INPUTキーを押す
とワンタッチで外部入力画面を表示で
きます。

再生が始まると再生情報画面が表示さ
れます(☞39ページ)。

A
外部機器から録音した曲は、
Gracenote CDDBやCD TEXTから
曲名、アルバム名、アーティスト名、
ジャンル名などの情報を取り込むこと
ができません。録音終了後にこれらの
情報を手動で入力する必要があります
(☞116ページ)。
外部機器から録音した曲は、サーバー
機の音楽ライブラリーに登録すると
PCMフォーマットからMP3フォー
マットへ自動的に変換されます。

ライブラリーキーについて

再生が始まると



再生する
いろいろな再生のしかた

リピート再生を設定する
現在再生中の曲または選択しているグループを繰り返し再生します。

1 PLAY INFO.キーを押し再生情報画面を表示します。

2 SUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

3 u/j/d/iキーで｢リピート｣を選択します。
以下の画面が表示されます。

4 SELECTキーで｢オフ｣、｢シングル｣または｢オール｣を選択します。
設定が切り替わります。

項　　目 説　　明

オフ リピート再生が無効になります。

シングル 現在再生している曲を繰り返し再生します。

オール 選択しているグループを繰り返し再生します。
REPEATキーを押すとワンタッチで
リピート再生モードを切り替えること
ができます。

REPEATキーについて
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再生する
ランダム再生を設定する
現在選択しているグループの曲を順不同に再生します。

1 PLAY INFO.キーを押し再生情報画面を表示します。

2 SUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

リピートシングル

リピートシングル
アイコン

リピートモード表示

リピートオール

リピートオール
アイコン

リピートモード表示
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再生する
3 u/j/d/iキーで｢ランダム｣を選択します。
以下の画面が表示されます。

4 SELECTキーで｢オフ｣、または｢オン｣を選択します。
設定が切り替わります。

項　　目 説　　明

オフ ランダム再生が無効になります。

オン ランダム再生が有効になります。

ランダムオン

ランダムアイコン

ランダムモード表示
RANDOMキーを押すとワンタッチで
ランダム再生モードを切り替えること
ができます。

RANDOMキーについて
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再生する
グループの再生方法を設定する
再生しているグループの再生を継続するか、そのグループだけ再生したら停止するかを設定し
ます。

1 PLAY INFO.キーを押し再生情報画面を表示します。

2 SUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

3 u/j/d/iキーで｢グループ｣を選択します。
以下の画面が表示されます。
58 MCX-1000取扱説明書
グループとは再生する単位のことで
す。例えば、アルバムを選択して再生
すれば、再生するグループは「アルバ
ム」になり、ジャンルを選択すれば
「ジャンル」になるといった具合にグ
ループ単位の再生はそのグループ内の
すべての曲を対象にしています。再生
グループは再生情報画面に表示されま
す(☞39ページ)。

ここで設定した、グループ設定はリ
ピート再生、ランダム再生にも影響し
ます。
リピート再生について(☞55ページ)
ランダム再生について(☞56ページ)

グループ単位の再生

グループの再生方法



再生する
4 SELECTキーで｢シングル｣、または｢オール｣を選択します。
設定が切り替わります。

項　　目 説　　明

シングル 選択したグループの再生終了後、再生が停止します。

オール 選択したグループの再生終了後、続けて次のグループを再生します。

グループシングル

グループモード表示

グループオール

グループモード表示
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編集する
ライブラリーを編集する
録音した曲は、サーバー機のライブラリーで曲名、アルバム名、アーティスト名、ジャンル名
などのグループごとに管理され、各グループのサブメニューから再生、プレイリスト追加機能、
タイトルの編集、削除、新規作成などの操作を選択できます。
ここでは、これらのグループ情報をお好みで編集したり新規で作成したりする方法を説明します。

アーティストの編集(☞64ページ)

アルバムの編集(☞70ページ)

ジャンルの編集(☞77ページ)

曲の編集(☞83ページ)

サブメニュー項目 内　　容 参照

プレイリスト登録 選択したアーティストをプレイリストに加えます。 65

タイトル編集 選択したアーティストのアーティスト名を変更します。 66

削除 選択したアーティストを削除します。 67

新規作成 アーティストを新規作成します。 67

移動 選択したアルバムを他のアーティストに移動します。 68

サブメニュー項目 内　　容 参照

プレイリスト登録 選択したアルバムをプレイリストに加えます。 71

タイトル編集 選択したアルバムのアルバム名を変更します。 72

削除 選択したアルバムを削除します。 73

ブックマークON 選択したアルバムの全曲にブックマークをつけます。 73

新規作成 アルバムを新規作成します。 74

移動 選択した曲の順番を変更したり、他のアルバムに移動し
たりします。

75

サブメニュー項目 内　　容 参照

プレイリスト登録 選択したジャンルをプレイリストに追加します。 78

タイトル編集 選択したジャンルのジャンル名を変更します。 79

削除 選択したジャンルとそれに含まれるアルバムを削除します。 80

新規作成 ジャンルを新規作成します。 81

移動 選択したアルバムを他のジャンルに移動します。 82

サブメニュー項目 内　　容 参照

プレイリスト登録 選択した曲をプレイリストに追加します。 84

タイトル編集 選択した曲の曲名を変更します。 86

削除 選択した曲を削除します。 87

ブックマーク
ON(OFF)

選択した曲にブックマークをつけます（解除します）。 109
60 MCX-1000取扱説明書



編集する
プレイリストの編集(☞88ページ)

プレイリストリンクの編集(☞100ページ)

ブックマークの編集(☞109ページ)

外部録音した曲の編集(☞114ページ)

サブメニュー項目 内　　容 参照

リンク追加 選択したグループや曲をプレイリストに追加します。 91

タイトル編集 選択したプレイリスト名を変更します。 94

削除 選択したプレイリストを削除します。 95

移動 選択したプレイリストを他のコレクションに移動します。 96

コピー 選択したプレイリストを他のコレクションにコピーしま
す。

97

新規作成 プレイリストを新規作成します。 98

サブメニュー項目 内　　容 参照

リンク追加 選択したグループや曲をプレイリストリンクに追加しま
す。

100

削除 選択したリンクを削除します。 104

移動 選択したリンクを他のコレクションに移動します。 105

コピー 選択したリンクを他のコレクションにコピーします。 107

サブメニュー項目 内　　容 参照

削除 選択したブックマークを削除します。 110

プレイリスト化 ブックマークリストをプレイリストに変換します。 113

サブメニュー項目 内　　容 参照

タイトル編集 選択した外部録音された曲の曲名を変更します。 115

移動 選択した外部録音された曲をライブラリーに登録します。 116

削除 選択した外部録音された曲を削除します。 117
コレクション画面からコレクションの
タイトル変更ができます(☞89ペー
ジ)。

再生情報画面でブックマークをつけ
る☞109ページ
ライブラリー画面でブックマークを
つける☞110ページ

コレクションのタイトル編集

ブックマークのつけ方
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編集する
表示されるアルバムの情報
｢CDからの録音｣画面(☞25ページ)でサーバー機にCDを入れると、サーバー機は
Gracenote CDDB®のデータベースからそのCDの曲名、アルバム名、アーティスト名、ジャ
ンル名を読み込み、画面に情報を表示します。

■ サーバー機の内蔵Gracenote CDDBデータベースにCDのデータが見つ
かった場合
サーバー機のデータベースから曲名、アルバム名、アーティスト名、ジャンル名が読み込ま
れ画面に表示されます。

■ サーバー機が関連データを検索できない場合
録音時、内蔵Gracenote CDDBデータベースでCDの情報が検索できない場合は、画面に
情報が表示されません。

内蔵のGracenote CDDBデータベースからCDの情報が見つからなかった場合は、
Gracenote CDDBサービスのインターネットサイトに接続する(☞185ページ)かCD TEXT
の情報を確認(☞26ページ)してみてください。それでも情報が検索できない場合は、録音終
了後に必要な情報を手動で登録する必要があります。

内　　容 参照

曲名の登録 116

アルバム名の登録 74

アーティスト名の登録 67

ジャンル名の登録 81
62 MCX-1000取扱説明書
Gracenote CDDBとは、オーディオ
CDの曲名、アーティスト名、アルバ
ム名、ジャンル名の情報が保存された
音楽データベースです。
MusicCASTではサーバー機にこの
データベースを内蔵し、サーバー機に
入れたオーディオCDの情報を検索
し、画面に表示します。またインター
ネットに接続し、Gracenote CDDB
サービスのサイトにアクセスすれば、
最新のアルバム情報も検索できます。
インターネットのGracenote CDDB
データベースサービスの提供は予告無
く中断させていただく場合があります
のでご了承ください。

オーディオCDには、曲名、アーティ
スト名、アルバム名などの情報がテキ
ストデータとして記録されているもの
があり、この情報をCD TEXTといい
ます。
この情報をご利用になる場合は、サブ
メニューの｢CD TEXT情報｣を選択
し、手動でCD TEXTの読み出しを
行ってください。CD TEXTが存在す
る場合、画面にこれらの情報が読み出
され表示されます。
ただしCD TEXT情報には、複製（つ
まり記録）が禁止されているものがあ
り、その場合、読み出されたテキスト
情報をサーバー機に保存できません。

Gracenote CDDBとは？

CD TEXTとは？



編集する
■ CDの情報が複数検索された場合
1つのCDに対してGracenote CDDBから複数の曲情報が検索された場合は、u/dキーで
正しい情報を選択しSELECTキーを押します。

この操作を中止したい場合は、u/j/d/iキーで「キャンセル」を選択しSELECTキーを押
します。
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編集する
アーティストを編集する
アーティストの新規作成、アーティスト名の変更や削除などの編集を行います。

■ アーティスト編集用の画面（サブメニュー）を表示する
アーティスト編集用の画面を表示し、アーティストの情報を編集します。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] を選択しライブラリー画面を表示
します。

2 u/dキーで「アーティスト」を選択しSELECTキーを押します。
アーティスト画面が表示されます。

3 u/dキーで編集したいアーティストを選択しSUB MENUキーを押し
ます。
サブメニューが表示されます。

1 選択したアーティストを再生します(☞42ページ)。

2 選択したアーティストをプレイリストに追加します(☞65ページ)。

3 選択したアーティストのアーティスト名を変更します(☞66ページ)。

4 選択したアーティストを削除します(☞67ページ)。

5 新しいアーティストを作成します(☞67ページ)。

4 u/dキーでメニューを選択しSELECTキーを押します。

2
3
4

1

5

64 MCX-1000取扱説明書
リモコンのARTISTSキーを押すとワ
ンタッチでアーティスト画面を表示で
きます。

A
アーティストの再生中でもそのアー
ティストを移動したり削除したりで
きます。この場合、再生が停止した
り再生されるアルバムが変更された
りする可能性があります。
クライアント機へ曲を配信している
途中にアーティストの削除を行う
と、クライアント機側の再生が停止
または次のアーティストが再生され
ます。

お好みのアーティストを選択した状態
でPLAYキーを押すと、そのアー
ティストのすべての曲が再生されま
す。この場合、再生される曲順はその
アーティストのアルバムの曲順とは関
係なく曲名の数字、アルファベット、
ひらがな、カタカナ、漢字の順で再生
されます。

ライブラリーキーについて

アーティスト単位で再生する場
合



編集する
アーティストをプレイリストに登録する
任意のアーティストをプレイリストに登録します。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [アーティスト]を選択しアー
ティスト画面を表示します。

2 u/dキーでプレイリストに登録したいアーティストを選択しSUB 
MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

3 u/dキーで「プレイリスト登録」を選択しSELECTキーを押します。
以下の画面が表示されます。

4 u/j/d/iキーでアーティストを登録したいコレクションを選択し
SELECTキーを押します。
選択したアーティストに含まれるすべ
ての曲がプレイリストに登録されま
す。

プレイリストにアーティストを
登録する場合
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編集する
5 u/j/d/iキーでアーティストを登録したいプレイリストを選択します。

6 u/j/d/iキーで「追加」を選択しSELECTキーを押します。
選択したアーティストがプレイリストに登録されます。

アーティスト名を変更する
ライブラリーに登録したアーティスト名を変更します。
Gracenote CDDBやCD TEXTからアーティスト名などの情報を入手できないときや、外部
機器から録音したときなどに便利です。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [アーティスト] を選択しアー
ティスト画面を表示します。

2 u/dキーで編集したいアーティストを選択しSUB MENUキーを押し
ます。
サブメニューが表示されます。

3 u/dキーで「タイトル編集」を選択しSELECTキーを押します。
文字入力画面が表示されます。

4 u/j/d/iキーで文字を選択しアーティスト名を入力します。

5 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
アーティスト画面に戻ります。
66 MCX-1000取扱説明書
PS/2キーボードでも文字入力がで
きます(☞121ページ)。
文字入力の方法☞118ページ

「キャンセル」を選択しSELECTキー
を押す、またはBACKキー押すと入
力した文字は登録されずに元の画面に
戻ります。

文字入力について

操作を中止する場合



編集する
アーティストを削除する
ライブラリーに登録したアーティストを削除します。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [アーティスト] を選択しアー
ティスト画面を表示します。

2 u/dキーで削除したいアーティストを選択しSUB MENUキーを押し
ます。
サブメニューが表示されます。

3 u/dキーで「削除」を選択しSELECTキーを押します。
以下の画面が表示されます。

4 u/dキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
選択したアーティストおよびアーティスト内のすべての曲がデータベースから削除され、
サブメニューに戻ります。

新しくアーティストを登録する
ライブラリーにアーティストを新規に登録します。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [アーティスト] を選択しアー
ティスト画面を表示します。

2 SUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。
PCMフォーマットのファイルだけ削
除する場合はu/dキーで「PCMの
み削除」を選択し、SELECTキーを
押します。

「閉じる」を選択しSELECTキーを押
す、またはBACKキー押すと元の画
面に戻ります。

PCMのみ削除する場合

操作を中止する場合
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編集する
3 u/dキーで「新規作成」を選択しSELECTキーを押します。
文字入力画面が表示されます。

4 u/j/d/iキーで文字を選択しアーティスト名を入力します。

5 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
アーティスト画面に戻ります。

アルバムが属するアーティストを変更する
任意のアルバムを他のアーティストに移動します。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [アーティスト] を選択しアー
ティスト画面を表示します。

2 u/dキーで編集したいアーティストを選択しSELECTキーを押します。
選択したアーティストのアルバムが表示されます。
68 MCX-1000取扱説明書
PS/2キーボードでも文字入力がで
きます(☞121ページ)。
文字入力の方法☞118ページ

「キャンセル」を選択しSELECTキー
を押す、またはBACKキー押すと入
力した文字は登録されずに元の画面に
戻ります。

文字入力について

操作を中止する場合



編集する
3 u/dキーで移動したいアルバムを選択しSUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

4 u/dキーで「移動」を選択しSELECTキーを押します。
以下の画面が表示されます。

5 u/j/d/iキーでアルバムの移動先のアーティストを選択します。

6 u/j/d/iキーで｢移動｣を選択しSELECTキーを押します。
選択したアーティストにアルバムが移動されます。
A
移動のサブメニューから新しいアー
ティストを作成できます。u/dキー
で「新規アーティスト」を選択、
SELECTキーを押し、新しいアー
ティスト名を入力します。「OK」を
選択し、SELECTキーを押します。
新しいアーティストが選択リストに表
示されます。
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編集する
アルバムを編集する
アルバムの新規作成、アルバム名の変更や削除などの編集を行います。

■ アルバム編集用の画面（サブメニュー）を表示する
アルバム編集用の画面を表示し、アルバムに関する情報を編集します。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] を選択しライブラリー画面を表示
します。

2 u/dキーで「アルバム」を選択しSELECTキーを押します。
アルバム画面が表示されます。

3 u/dキーで編集したいアルバムを選択しSUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

1 選択したアルバムを再生します。

2 選択したアルバムをプレイリストに追加します(☞71ページ)。

3 選択したアルバムのアルバム名を変更します(☞72ページ)。

4 選択したアルバムを削除します(☞73ページ)。

5 選択したアルバムにブックマークをつけます(☞73ページ)。

6 新しいアルバムを作成します(☞74ページ)。

4 u/dキーでメニューを選択しSELECTキーを押します。

2
3
4

1

5
6

70 MCX-1000取扱説明書
リモコンのALBUMSキーを押すとワ
ンタッチでアルバム画面を表示できま
す。

A
アルバムの再生中でもそのアルバム
を移動したり削除したりできます。
この場合、再生が停止したり再生さ
れるアルバムが変更されたりする可
能性があります。
クライアント機へ曲を配信している
途中にアルバムの削除を行うと、ク
ライアント機側の再生が停止または
次のアルバムが再生されます。

お好みのアルバムを選択した状態で
PLAYキーを押すと、そのアルバムの
すべての曲が再生されます。この場
合、アルバムの1曲目から順番に再生
されます。

ライブラリーキーについて

アルバム単位で再生する場合



編集する
アルバムをプレイリストに登録する
任意のアルバムをプレイリストに登録します。

1 [トップメニュー] ➔ [ライブラリー] ➔ [アルバム]を選択しアルバム画
面を表示します。

2 u/dキーでプレイリストに登録したいアルバムを選択しSUB MENU
キーを押します。
サブメニューが表示されます。

3 u/dキーで「プレイリスト登録」を選択しSELECTキーを押します。
以下の画面が表示されます。

4 u/j/d/iキーでアルバムを登録したいコレクションを選択しSELECT
キーを押します。
選択したアルバムに含まれるすべての
曲がプレイリストに登録されます。

プレイリストにアルバムを登録
する場合
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編集する
5 u/j/d/iキーでアルバムを登録したいプレイリストを選択します。

6 u/j/d/iキーで「追加」を選択しSELECTキーを押します。
選択したアルバムがプレイリストに登録されます。

アルバム名を変更する
ライブラリーに登録したアルバム名を変更します。
Gracenote CDDBやCD TEXTからアルバム名などの情報を入手できないときや、外部機器
から録音をしたときなどに便利です。

1 [トップメニュー] ➔ [ライブラリー] ➔ [アルバム] を選択しアルバム画
面を表示します。

2 u/dキーで編集したいアルバムを選択しSUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

3 u/dキーで「タイトル編集」を選択しSELECTキーを押します。
文字入力画面が表示されます。

4 u/j/d/iキーで文字を選択しアルバム名を入力します。

5 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
アルバム画面に戻ります。
72 MCX-1000取扱説明書
PS/2キーボードでも文字入力がで
きます(☞121ページ)。
文字入力の方法☞118ページ

「キャンセル」を選択しSELECTキー
を押す、またはBACKキー押すと入
力した文字は登録されずに元の画面に
戻ります。

文字入力について

操作を中止する場合



編集する
アルバムを削除する
ライブラリーに登録したアルバムを削除します。

1 [トップメニュー] ➔ [ライブラリー] ➔ [アルバム] を選択しアルバム画
面を表示します。

2 u/dキーで編集したいアルバムを選択しSUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

3 u/dキーで「削除」を選択しSELECTキーを押します。
以下の画面が表示されます。

4 u/dキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
選択したアルバムおよびアルバム内のすべての曲がデータベースから削除され、サブメ
ニューに戻ります。

アルバム全曲にブックマークをつける

1 [トップメニュー] ➔ [ライブラリー] ➔ [アルバム] を選択しアルバム画
面を表示します。

2 u/dキーで編集したいアルバムを選択しSUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

3 u/dキーで「ブックマークON」を選択しSELECTキーを押します。
選択したアルバムの全曲にブックマークがつきます。
PCMフォーマットのファイルだけ削
除する場合はu/dキーで「PCMの
み削除」を選択し、SELECTキーを
押します。

「閉じる」を選択しSELECTキーを押
す、またはBACKキーを押すと元の
画面に戻ります。

ブックマークを解除するにはアルバ
ム内の曲を1曲ずつ選択し、
BOOKMARK ON/OFFキーまたは
サブメニューから｢ブックマーク
OFF｣を選択します。
ライブラリーの曲リスト画面でブッ
クマークの有無を確認できます。

PCMのみ削除する場合

操作を中止する場合

ブックマークについて
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編集する
新しくアルバムを登録する
ライブラリーにアルバムを新規に作成します。

1 [トップメニュー] ➔ [ライブラリー] ➔ [アルバム] を選択しアルバム画
面を表示します。

2 SUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

3 u/dキーで「新規作成」を選択しSELECTキーを押します。
文字入力画面が表示されます。

4 u/j/d/iキーで文字を選択しアルバム名を入力します。

5 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
入力したアルバム名が登録されます。
74 MCX-1000取扱説明書
PS/2キーボードでも文字入力がで
きます(☞121ページ)。
文字入力の方法☞118ページ

「キャンセル」を選択しSELECTキー
を押す、またはBACKキー押すと入
力した文字は登録されずに元の画面に
戻ります。

文字入力について

操作を中止する場合



編集する
曲が属するアルバムを変更する
曲を他のアルバムに移動します。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [アルバム]を選択しアルバム画
面を表示します。

2 u/dキーで移動したい曲が登録されているアルバムを選択しSELECT
キーを押します。
選択したジャンルのアルバムが表示されます。

3 u/dキーで移動したい曲を選択しSUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

4 u/dキーで「移動」を選択しSELECTキーを押します。
移動用のサブメニューが表示されます。

5 u/j/d/iキーで｢戻る｣を選択しSELECTキーを押します。
｢アーティスト｣または｢ジャンル｣か
らでも、曲が属するアルバムを変更
できます。
移動先に同じアルバムを指定して曲
の並び順を変更することもできま
す。

A
移動のサブメニューから新しいアー
ティストを作成できます。u/dキー
で「新規アーティスト」を選択、
SELECTキーを押し、新しいアーティ
スト名を入力します。「OK」を選択し、
SELECTキーを押します。新しいアー
ティストが選択リストに表示されま
す。

曲の移動について
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編集する
6 u/j/d/iキーで曲の移動先のアルバムを選択しSELECTキーを押しま
す。

7 u/j/d/iキーで曲を移動したい場所にカーソルを合わせます。

8 u/j/d/iキーで｢移動｣を選択しSELECTキーを押します。
選択した曲が移動します。
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編集する
ジャンルを編集する
ジャンルの新規作成、ジャンル名の変更や削除などの編集を行います。

■ ジャンル編集用の画面（サブメニュー）を表示する
ジャンル編集用の画面を表示し、アーティストの詳細情報を編集します。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ]を選択しライブラリー画面を表示
します。

2 u/dキーで「ジャンル」を選択しSELECTキーを押します。
ジャンル画面が表示されます。

3 u/dキーで編集したいジャンルを選択しSUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

1 選択したジャンルを再生します(☞45ページ)。

2 選択したジャンルをプレイリストに追加します。

3 選択したジャンルのジャンル名を変更します(☞79ページ)。

4 選択したジャンルを削除します(☞80ページ)。

5 新しいジャンルを作成します(☞81ページ)。

4 u/dキーでメニューを選択しSELECTキーを押します。

2
3
4

1

5

リモコンのGENRESキーを押すとワ
ンタッチでジャンル画面を表示できま
す。

A
ジャンルの再生中でもそのジャンル
を移動したり削除したりできます。
この場合、再生が停止したり再生さ
れる曲が変更されたりする可能性が
あります。
クライアント機へ曲を配信している
途中にジャンルの削除を行うと、ク
ライアント機の再生が停止または次
のジャンルが再生されます。

お好みのジャンルを選択した状態で
PLAYキーを押すと、そのジャンルの
すべての曲が再生されます。この場
合、再生される曲順はそのジャンルに
登録されたアルバムの曲順とは関係な
く曲名の数字、アルファベット、ひら
がな、カタカナ、漢字の順で再生され
ます。

ライブラリーキーについて

ジャンル単位で再生する場合
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編集する
ジャンルをプレイリストに登録する
任意のジャンルをプレイリストに登録します。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [シャンル]を選択しジャンル画
面を表示します。

2 u/dキーでプレイリストに登録したいジャンルを選択しSUB MENU
キーを押します。
サブメニューが表示されます。

3 u/dキーで「プレイリスト登録」を選択しSELECTキーを押します。
以下の画面が表示されます。

4 u/j/d/iキーでジャンルを登録したいコレクションを選択しSELECT
キーを押します。
78 MCX-1000取扱説明書
選択したジャンルに含まれるすべての
曲がプレイリストに登録されます。

プレイリストにジャンルを登録
する場合



編集する
5 u/j/d/iキーでジャンルを登録したいプレイリストを選択します。

6 u/j/d/iキーで「追加」を選択しSELECTキーを押します。
選択したジャンルがプレイリストに登録されます。

ジャンル名を変更する
ライブラリーに登録したジャンル名を変更します。
Gracenote CDDBやCD TEXTからジャンル名などの情報を入手できないときや、外部機器
から録音したときなどに便利です。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [ジャンル]を選択しジャンル画
面を表示します。

2 u/dキーで編集したいジャンルを選択しSUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

3 u/dキーで「タイトル編集」を選択しSELECTキーを押します。
文字入力画面が表示されます。

4 u/j/d/iキーで文字を選択しジャンル名を入力します。

5 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
ジャンル画面に戻ります。
PS/2キーボードでも文字入力がで
きます(☞121ページ)。
文字入力の方法☞118ページ

「キャンセル」を選択しSELECTキー
を押す、またはBACKキー押すと入
力した文字は登録されずに元の画面に
戻ります。

文字入力について

操作を中止する場合
MCX-1000取扱説明書 79



編集する
ジャンルを削除する
ライブラリーに登録したジャンルを削除します。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [ジャンル]を選択しジャンル画
面を表示します。

2 u/dキーで削除したいジャンルを選択しSUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

3 u/dキーで「削除」を選択しSELECTキーを押します。
以下の画面が表示されます。

4 u/dキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
選択したジャンルおよびジャンル内のすべての曲がデータベースから削除され、サブメ
ニューに戻ります。
80 MCX-1000取扱説明書
PCMフォーマットのファイルだけ削
除する場合はu/dキーで「PCMの
み削除」を選択し、SELECTキーを
押します。

「閉じる」を選択しSELECTキーを押
す、またはBACKキーを押すと元の
画面に戻ります。

PCMのみ削除する場合

操作を中止する場合



編集する
新しいジャンルを登録する
ライブラリーにジャンルを新規に登録します。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [ジャンル]を選択しジャンル画
面を表示します。

2 SUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

3 u/dキーで「新規作成」を選択しSELECTキーを押します。
文字入力画面が表示されます。

4 u/j/d/iキーで文字を選択しジャンル名を入力します。

5 ジャンル名を入力し終わったらu/j/d/iキーで「OK」を選択し
SELECTキーを押します。
PS/2キーボードでも文字入力がで
きます(☞121ページ)。
文字入力の方法☞118ページ

「キャンセル」を選択しSELECTキー
を押す、またはBACKキー押すと入
力した文字は登録されずに元の画面に
戻ります。

文字入力について

操作を中止する場合
MCX-1000取扱説明書 81



編集する
アルバムが属するジャンルを変更する
任意のアルバムを他のジャンルに移動します。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [ジャンル]を選択しジャンル画
面を表示します。

2 u/dキーで移動したいアルバムが登録されているジャンルを選択し
SELECTキーを押します。
選択したジャンルのアルバムが表示されます。

3 u/dキーで移動したいアルバムを選択しSUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

4 u/dキーで「移動」を選択しSELECTキーを押します。
以下の画面が表示されます。
82 MCX-1000取扱説明書
A
移動のサブメニューから新しいジャン
ルを作成できます。u/dキーで「新
規ジャンル」を選択、SELECTキーを
押し、新しいジャンル名を入力します。
「OK」を選択し、SELECTキーを押し
ます。新しいジャンルが選択リストに
表示されます。



編集する
5 u/dキーでアルバムを移動したいジャンルを選択します。

6 u/j/d/iキーで｢移動｣を選択しSELECTキーを押します。
選択したジャンルにアルバムが移動されます。

曲を編集する
ライブラリーに登録した曲のタイトル変更や削除ができます。

■ 曲編集用の画面（サブメニュー）を表示する

1 曲編集用の画面を表示し、曲の詳細情報を編集します。
曲画面の表示方法はライブラリーによって異なります。

アーティストから選択する場合
［トップメニュー］➔［ライブラリー］➔［アーティスト］➔［アルバム］で編集したい曲
が属するアルバムを選択しSELECTキーを押します。

アルバムから選択する場合
［トップメニュー］➔［ライブラリー］➔［アルバム］で編集したい曲が属するアルバム
を選択しSELECTキーを押します。

ジャンルから選択する場合
［トップメニュー］➔［ライブラリー］➔［ジャンル］➔［アルバム］で編集したい曲が属
するアルバムを選択しSELECTキーを押します。

全曲から選択する場合
［トップメニュー］➔［ライブラリー］➔［全曲］で編集したい曲を選択します。
リモコンで選択したいグループのライ
ブラリーキーを押すと、ワンタッチで
各グループの画面を表示できます。

ライブラリーキーについて
MCX-1000取扱説明書 83



編集する
2 u/dキーで編集したい曲を選択しSUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

1 選択した曲を再生します(☞46ページ)。

2 選択した曲をプレイリストに追加します(☞84ページ)。

3 選択した曲の曲名を変更します(☞86ページ)。

4 選択した曲を削除します(☞87ページ)。

5 選曲した曲を移動します(☞75ページ)。

6 ブックマークのオン／オフを行います。

3 u/dキーでメニューを選択しSELECTキーを押します。

曲をプレイリストに登録する
任意の曲をプレイリストに登録します。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [全曲]を選択し曲画面を表示し
ます。

2 u/dキーでプレイリストに登録したい曲を選択しSUB MENUキーを
押します。
サブメニューが表示されます。

2
3
4

1

5
6

＊この画面は、手順1でアーティストから曲画面を表示した場合のものです。
84 MCX-1000取扱説明書
A
曲の再生中でもその曲を移動したり削
除したりできます。この場合、再生が
停止したり再生される曲が変更された
りする可能性があります。



編集する
3 u/dキーで「プレイリスト登録」を選択しSELECTキーを押します。
以下の画面が表示されます。

4 u/j/d/iキーで曲を登録したいコレクションを選択しSELECTキーを
押します。

5 u/j/d/iキーで曲を登録したいプレイリストを選択します。

6 u/j/d/iキーで「追加」を選択しSELECTキーを押します。
選択した曲がプレイリストに登録されます。
MCX-1000取扱説明書 85



編集する
曲名を変更する
ライブラリーに登録した曲名を変更します。
Gracenote CDDBやCD TEXTから曲名などの情報を入手できないときや、外部機器から録
音をしたときなどに便利です。

1 [トップメニュー] ➔ [ライブラリー]  ➔ [全曲]を選択し曲画面を表示し
ます。

2 u/dキーで編集したい曲を選択しSUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

3 u/dキーで「タイトル編集」を選択しSELECTキーを押します。
文字入力画面が表示されます。

4 u/j/d/iキーで文字を選択し曲名を入力します。

5 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
曲画面に戻ります。
86 MCX-1000取扱説明書
PS/2キーボードでも文字入力がで
きます(☞121ページ)。
文字入力の方法☞118ページ

「キャンセル」を選択しSELECTキー
を押す、またはBACKキー押すと入
力した文字は登録されずに元の画面に
戻ります。

文字入力について

操作を中止する場合



編集する
曲を削除する
ライブラリーから曲を削除します。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [全曲]を選択し曲画面を表示し
ます。

2 u/dキーで削除したい曲を選択しSUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

3 u/dキーで「削除」を選択しSELECTキーを押します。
以下の画面が表示されます。

4 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
選択した曲が削除されます。
PCMフォーマットのファイルだけ削
除する場合はu/dキーで「PCMの
み削除」を選択し、SELECTキーを
押します。

「閉じる」を選択しSELECTキーを押
す、またはBACKキー押すと元の画
面に戻ります。

PCMのみ削除する場合

操作を中止する場合
MCX-1000取扱説明書 87



編集する
プレイリストを編集する
お好みに応じて曲名、アルバム名、ジャンル名、アーティスト名などからリスト（プレイリス
ト）を作成し、ライブラリーに登録できます。サーバー機に録音した曲をお好みの順番で再生
したり、アルバム編集したりするときに便利です。

■ プレイリスト編集用の画面（サブメニュー）を表示する
プレイリスト編集用の画面を表示し、プレイリストに関する情報を編集します。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ]を選択しライブラリー画面を表示
します。

2 u/dキーで「プレイリスト」を選択しSELECTキーを押します。
コレクション名が表示されます。

3 u/dキーでコレクションを選択しSELECTキーを押します。
プレイリスト名が表示されます。
88 MCX-1000取扱説明書
プレイリストはコレクションと呼ばれ
るグループに分類され管理されます。

プレイリストは最大1007個まで登
録できます。各プレイリストには、
曲、アルバム、ジャンル、など最大
999リンクまで登録できます。

リモコンのPLAYLISTキーを押すと
ワンタッチでプレイリスト画面を表示
します。

コレクションについて

プレイリストについて

ライブラリーキーについて



編集する
4 u/dキーで編集したいプレイリストを選択しSUB MENUキーを押し
ます。
サブメニューが表示されます。

1 選択したプレイリストを再生します(☞46ページ)。

2 選択したリンクをプレイリストに追加します(☞91ページ)。

3 選択したプレイリストのプレイリスト名を変更します(☞94ページ)。

4 選択したプレイリストを削除します(☞95ページ)。

5 選択したプレイリストを移動します(☞96ページ)。

6 選択したプレイリストをコピーします(☞97ページ)。

7 プレイリストを新規作成します(☞98ページ)。

5 u/dキーでメニューを選択してSELECTキーを押します。

コレクション名を変更する

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [プレイリスト]を選択し編集し
たいコレクションを選択します。

2 SUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

2
3
4

1

5

6
7

選択したコレクションにプレイリスト
がない場合は、サブメニューに新規作
成が表示されます。

お好みのプレイリストを選択した状態
で、PLAYキーを押すと、そのプレイ
リストに登録されているリンクの最初
から再生が始まります。

コレクションにプレイリストが
登録されていない場合

プレイリスト単位で再生する場
合

MCX-1000取扱説明書 89



編集する
3 u/dキーで「タイトル編集」を選択しSELECTキーを押します。
文字入力画面が表示されます。

4 u/j/d/iキーで文字を選択しプレイリスト名を入力します。

5 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
コレクションのリスト画面に戻ります。
90 MCX-1000取扱説明書
PS/2キーボードでも文字入力がで
きます(☞121ページ)。
文字入力の方法☞118ページ

「キャンセル」を選択しSELECTキー
を押す、またはBACKキーを押すと
入力した文字は登録されずに元の画面
に戻ります。

文字入力について

操作を中止する場合



編集する
プレイリストにリンクを追加する

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [プレイリスト]を選択しライブ
ラリー画面を表示します。

2 u/dキーでコレクションを選択しSELECTキーを押します。
プレイリスト名が表示されます。

3 u/dキーでリンクを追加したいプレイリストを選択しSUB MENU
キーを押します。
サブメニューが表示されます。

4 u/dキーで「リンク追加」を選択しSELECTキーを押します。
ライブラリーメニューが表示されます。
選択したプレイリストに曲がない場合
は、サブメニューに「リンク追加」し
か表示されません。SELECTキーを
押して、手順5へ進んでください。

プレイリストにリンクが登録さ
れていない場合
MCX-1000取扱説明書 91



編集する
5 プレイリストに加えたい曲を選択します。
選択した順にリンク追加に曲が追加されます。

■ アーティスト名から選択する場合
アーティストを選択したいとき
選択したいアーティスト→「追加」を選択しSELECTキーを押します。指定したアー
ティストの曲すべてがプレイリストに追加されます。
アーティスト内のアルバムを追加したいとき
選択したいアーティスト→選択したいアルバム→「追加」を選択しSELECTキーを押
します。指定したアルバムの曲すべてがプレイリストに追加されます。
曲を選択したいとき
選択したいアーティスト→選択したいアルバム→選択したい曲→「追加」を選択し
SELECTキーを押します。指定した曲がプレイリストに追加されます。

■ アルバム名から選択する場合
アルバムを追加したいとき
選択したいアルバム→「追加」を選択しSELECTキーを押します。指定したアルバム
の曲すべてがプレイリストに追加されます。
曲を選択したいとき
選択したいアルバム→選択したい曲→「追加」を選択しSELECTキーを押します。指
定した曲がプレイリストに追加されます。

■ ジャンルから選択する場合
ジャンルを選択したいとき
選択したいジャンル→「追加」を選択しSELECTキーを押します。指定したジャンル
の曲すべてがプレイリストに追加されます。
ジャンル内のアルバムを追加したいとき
選択したいジャンル→選択したいアルバム→「追加」を選択しSELECTキーを押しま
す。指定したアルバムの曲すべてがプレイリストに追加されます。
曲を選択したいとき
選択したいジャンル→選択したいアルバム→選択したい曲→「追加」を選択し
SELECTキーを押します。指定した曲がプレイリストに追加されます。

■ 全曲から選択する場合
選択したい曲→「追加」を選択しSELECTキーを押します。指定した曲がプレイリス
トに追加されます。

■ プレイリストから選択する場合
他のプレイリストの全リンクを選択したいとき
選択したいコレクション→選択したいプレイリスト→「追加」を選択しSELECTキー
を押します。指定した他のプレイリストの全リンクがプレイリストに追加されます。
曲を選択したいとき
選択したいコレクション→選択したいプレイリスト→選択したい曲→「追加」を選択
しSELECTキーを押します。指定した曲がプレイリストに追加されます。

■ 曲統計から選択する場合
アルバムを追加したいとき
選択したい曲統計→選択したい最近録音したアルバム→選択したいアルバム→「追加」
を選択しSELECTキーを押します。指定したアルバムの曲すべてがプレイリストに追
加されます。
曲を選択したいとき
選択したい曲統計→選択したい最近録音したアルバム→選択したいアルバム→選択し
たい曲→「追加」を選択しSELECTキーを押します。
選択したい曲統計→選択したい再生回数順または選択したい最近再生した曲→選択し
たい曲→「追加」を選択しSELECTキーを押します。指定した曲がプレイリストに追
加されます。
92 MCX-1000取扱説明書
プレイリストに登録した順番に曲が再
生されます。

プレイリストの演奏順序



編集する
■ ブックマークから選択する場合
選択したい曲→「追加」を選択しSELECTキーを押します。指定した曲がプレイリス
トに追加されます。

6 手順5の操作を繰り返してプレイリストを作成します。

■ 選び方の例（アーティスト名から曲を選択する場合）

1 リンク追加画面からu/dキーで「アーティスト」を選択しSELECT
キーを押します。
アーティスト名のリストが表示されます。

2 u/dキーでお好みのアーティストを選択しSELECTキーを押します。
アーティストのアルバム名のリストが表示されます。

3 u/dキーでお好みのアルバムを選択しSELECTキーを押します。
選択したアルバムの曲名のリストが表示されます。
お好みのアルバムを選択してから
「追加」を選択しSELECTキーを押
すと、アルバムのすべての曲がプレ
イリストに追加されます。
「閉じる」を選択しSELECTキーを
押すと、プレイリスト画面に戻りま
す。
「戻る」を選択しSELECTキーを押
すと、ひとつ前の画面に戻ります。

ライブラリーメニュー画面の操
作

MCX-1000取扱説明書 93



編集する
4 u/dキーでお好みの曲を選択してから「追加」を選択しSELECTキー
を押します。
選択した曲がプレイリストに追加されます。

プレイリスト名を変更する

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [プレイリスト]を選択しコレク
ション画面を表示します。

2 u/dキーで編集したいプレイリストが登録されているコレクションを
選択しSELECTキーを押します。
プレイリスト画面が表示されます。

3 u/dキーで編集したいプレイリストを選択しSUB MENUキーを押し
ます。
サブメニューが表示されます。

4 u/dキーで「タイトル編集」を選択しSELECTキーを押します。
文字入力画面が表示されます。

5 u/j/d/iキーで文字を選択しプレイリスト名を入力します。

6 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
プレイリスト画面に戻ります。
94 MCX-1000取扱説明書
PS/2キーボードでも文字入力がで
きます(☞121ページ)。
文字入力の方法☞118ページ

「キャンセル」を選択しSELECTキー
を押す、またはBACKキーを押すと
入力した文字は登録されずに元の画面
に戻ります。

文字入力について

操作を中止する場合



編集する
プレイリストを削除する

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [プレイリスト]を選択しコレク
ション画面を表示します。

2 u/dキーでコレクションを選択しSELECTキーを押します。
プレイリスト画面が表示されます。

3 u/dキーで削除したいプレイリストを選択しSUB MENUキーを押し
ます。
サブメニューが表示されます。

4 u/dキーで「削除」を選択しSELECTキーを押します。
削除用のサブメニューが表示されます。

5 u/dキーで「OK」を選択しSLECTキーを押します。
プレイリストが削除されます。

6 u/dキーで｢閉じる｣を選択しSELECTキーを押します。
サブメニューが閉じます。
「閉じる」を選択しSELECTキーを
押すとプレイリストは削除されずに
プレイリスト画面に戻ります。
プレイリストからリンクを削除して
も、サーバー機のハードディスクか
らその含まれていた曲やアルバムな
どは削除されません。

プレイリスト画面の操作
MCX-1000取扱説明書 95



編集する
プレイリストを別のコレクションに移動する

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [プレイリスト]を選択しコレク
ション画面を表示します。

2 u/dキーで移動したいプレイリストが登録されているコレクションを
選択しSELECTキーを押します。
プレイリスト画面が表示されます。

3 u/dキーで移動したいプレイリストを選択しSUB MENUキーを押し
ます。
サブメニューが表示されます。

4 u/dキーで「移動」を選択しSELECTキーを押します。
移動用サブメニューが表示されます。

5 u/dキーでプレイリストを移動したいコレクションを選択します。

6 u/j/d/iキーで｢移動」を選択しSELECTキーを押します。
プレイリストが移動します。
96 MCX-1000取扱説明書
「戻る」を選択しSELECTキーを押
すと、移動先の階層を1つ上げるこ
とができます。
「閉じる」を選択すると、項目を移
動せずにプレイリストに戻ります。

移動するプレイリストに再生中のリン
クがあると再生は停止します。

移動の操作

リンクの移動



編集する
プレイリストを別のコレクションにコピーする

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [プレイリスト]を選択しライブ
ラリー画面を表示します。

2 u/dキーでコレクションを選択しSELECTキーを押します。
プレイリスト名が表示されます。

3 u/dキーで、コピーしたいプレイリストを選択しSUB MENUキーを
押します。
サブメニューが表示されます。

4 u/dキーで「コピー」を選択しSELECTキーを押します。
プレイリストコレクションが表示されます。

5 u/dキーでコピー先のコレクションを選択します。

6 u/j/d/iキーで｢コピー｣を選択しSELECTキーを押します。
選択したコレクションにプレイリストがコピーされます。
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編集する
プレイリストを作成する

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [プレイリスト]を選択しプレイ
リスト画面を表示します。

2 u/dキーでコレクションを選択しSELECTキーを押します。
プレイリスト名が表示されます。

3 SUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

4 u/j/d/iキーで「新規作成」を選択しSELECTキーを押します。
文字入力画面が表示されます。
98 MCX-1000取扱説明書
選択したコレクションにプレイリスト
がない場合は、サブメニューに新規作
成が表示されます。
SELECTキーを押して手順4に進ん
でください。

コレクションにプレイリストが
登録されていない場合



編集する
5 u/j/d/iキーで文字を選択しプレイリスト名を入力します。

6 プレイリスト名を入力し終わったらu/j/d/iキーで「OK」を選択し
SELECTキーを押します。
新規作成したプレイリストが表示されます。
PS/2キーボードでも文字入力がで
きます(☞121ページ)。
文字入力の方法☞118ページ

「キャンセル」を選択しSELECTキー
を押す、またはBACKキーを押すと入
力した文字は登録されずに元の画面に
戻ります。

文字入力について

操作を中止する場合
MCX-1000取扱説明書 99



編集する
プレイリストリンクにリンクを追加する
プレイリスト内の任意の場所を指定しリンクを追加します。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [プレイリスト]を選択しライブ
ラリー画面を表示します。

2 u/dキーでコレクションを選択しSELECTキーを押します。
プレイリスト名が表示されます。

3 u/dキーでリンクを追加したいプレイリストを選択しSELECTキーを
押します。
以下の画面が表示されます。

4 リンクを追加したい場所にカーソルを移動しSUB MENUキーを押しま
す。
サブメニューが表示されます。
100 MCX-1000取扱説明書
選択したプレイリストに曲がない場合
は、サブメニューに「リンク追加」し
か表示されません。SELECTキーを
押して、手順5へ進んでください。

プレイリストにリンクが登録さ
れていない場合



編集する
5 u/dキーで「リンク追加」を選択しSELECTキーを押します。
ライブラリーメニューが表示されます。

6 プレイリストに加えたい曲を選択します。
選択した順にリンク追加に曲が追加されます。

■ アーティスト名から選択する場合
アーティストを選択したいとき
選択したいアーティスト→「追加」を選択しSELECTキーを押します。指定したアー
ティストの曲すべてがプレイリストに追加されます。
アーティスト内のアルバムを追加したいとき
選択したいアーティスト→選択したいアルバム→「追加」を選択しSELECTキーを押
します。指定したアルバムの曲すべてがプレイリストに追加されます。
曲を選択したいとき
選択したいアーティスト→選択したいアルバム→選択したい曲→「追加」を選択し
SELECTキーを押します。指定した曲がプレイリストに追加されます。

■ アルバム名から選択する場合
アルバムを追加したいとき
選択したいアルバム→「追加」を選択しSELECTキーを押します。指定したアルバム
の曲すべてがプレイリストに追加されます。
曲を選択したいとき
選択したいアルバム→選択したい曲→「追加」を選択しSELECTキーを押します。指
定した曲がプレイリストに追加されます。

■ ジャンルから選択する場合
ジャンルを選択したいとき
選択したいジャンル→「追加」を選択しSELECTキーを押します。指定したジャンル
の曲すべてがプレイリストに追加されます。
ジャンル内のアルバムを追加したいとき
選択したいジャンル→選択したいアルバム→「追加」を選択しSELECTキーを押しま
す。指定したアルバムの曲すべてがプレイリストに追加されます。
曲を選択したいとき
選択したいジャンル→選択したいアルバム→選択したい曲→「追加」を選択し
SELECTキーを押します。指定した曲がプレイリストに追加されます。

■ 全曲から選択する場合
選択したい曲→「追加」を選択しSELECTキーを押します。指定した曲がプレイリス
トに追加されます。
プレイリストに登録した順番に曲が再
生されます。

プレイリストの演奏順序
MCX-1000取扱説明書 101



編集する
■ プレイリストから選択する場合
他のプレイリストの全リンクを選択したいとき
選択したいコレクション→選択したいプレイリスト→「追加」を選択しSELECTキー
を押します。指定した他のプレイリストの全リンクがプレイリストに追加されます。
曲を選択したいとき
選択したいコレクション→選択したいプレイリスト→選択したい曲→「追加」を選択
しSELECTキーを押します。指定した曲がプレイリストに追加されます。

■ 曲統計から選択する場合
アルバムを追加したいとき
選択したい曲統計→選択したい最近録音したアルバム→選択したいアルバム→「追加」
を選択しSELECTキーを押します。指定したアルバムの曲すべてがプレイリストに追
加されます。
曲を選択したいとき
選択したい曲統計→選択したい最近録音したアルバム→選択したいアルバム→選択し
たい曲→「追加」を選択しSELECTキーを押します。
選択したい曲統計→選択したい再生回数順または選択したい最近再生した曲→選択し
たい曲→「追加」を選択しSELECTキーを押します。指定した曲がプレイリストに追
加されます。

■ ブックマークから選択する場合
選択したい曲→「追加」を選択しSELECTキーを押します。指定した曲がプレイリス
トに追加されます。

7 手順6の操作を繰り返してプレイリストを作成します。

■ 選び方の例（アーティスト名から曲を選択する場合）

1 リンク追加画面からu/dキーで「アーティスト」を選択しSELECT
キーを押します。
アーティスト名のリストが表示されます。
102 MCX-1000取扱説明書



編集する
2 u/dキーでお好みのアーティストを選択しSELECTキーを押します。
アーティストのアルバム名のリストが表示されます。

3 u/dキーでお好みのアルバムを選択しSELECTキーを押します。
選択したアルバムの曲名のリストが表示されます。

4 u/dキーでお好みの曲を選択してから「追加」を選択しSELECTキー
を押します。
選択した曲がプレイリストに追加されます。
お好みのアルバムを選択してから
「追加」を選択しSELECTキーを押
すと、アルバムのすべての曲がプレ
イリストに追加されます。
「閉じる」を選択しSELECTキーを
押すと、プレイリスト画面に戻りま
す。
「戻る」を選択しSELECTキーを押
すと、ひとつ前の画面に戻ります。

ライブラリーメニュー画面の操
作
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編集する
プレイリストからリンクを削除する

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [プレイリスト]を選択しコレク
ション画面を表示します。

2 u/dキーでコレクションを選択しSELECTキーを押します。
プレイリスト画面が表示されます。

3 u/dキーでプレイリストを選択しSELECTキーを押します。
プレイリストリンク画面が表示されます。

4 u/dキーで削除するリンクを選択しSUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。
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編集する
5 u/dキーで「削除」を選択しSELECTキーを押します。
削除用のサブメニューが表示されます。

6 u/dキーで「OK」を選択しSLECTキーを押します。
プレイリストが削除されます。

リンクが属するプレイリストを変更する

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [プレイリスト]を選択しコレク
ション画面を表示します。

2 u/dキーでコレクションを選択しSELECTキーを押します。
プレイリスト画面が表示されます。

3 u/dキーで目的のリンクがあるプレイリストを選択しSELECTキーを
押します。

4 u/dキーで目的のリンクを選択しSUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。
「閉じる」を選択しSELECTキーを
押すとプレイリストは削除されずに
プレイリスト画面に戻ります。
プレイリストからリンクを削除して
も、サーバー機のハードディスクか
らその含まれていた曲やアルバムな
どは削除されません。

削除用メニューで｢全て削除｣を選択し
SELECTキーを押した後、｢OK｣を選
択しSELECTキーを押すと選択した
プレイリスト内のリンクはすべて削除
されます。

プレイリスト画面の操作

すべてのリンクを削除する場合
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編集する
5 u/dキーで「移動」を選択しSELECTキーを押します。
移動用サブメニューが表示されます。

6 u/dキーでリンクを移動したいプレイリストが属するコレクションを
選択します。

7 u/dキーで移動先のプレイリストを選択しリンクを挿入したい場所に
カーソルを合わせます。

8 u/j/d/iキーで「移動」を選択しSELECTキーを押します。
リンクが移動します。
106 MCX-1000取扱説明書
「戻る」を選択しSELECTキーを押
すと、移動先の階層を1つ上げるこ
とができます。
「閉じる」を選択すると、項目を移
動せずにプレイリストに戻ります。

移動するプレイリストに再生中のリ
ンクがあると再生は停止します。
移動先に同じプレイリストを指定し
てリンクの並び順を変更することも
できます。

移動の操作

リンクの移動



編集する
リンクを別のプレイリストにコピーする

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [プレイリスト]を選択しライブ
ラリー画面を表示します。

2 u/dキーでコレクションを選択しSELECTキーを押します。
プレイリスト名が表示されます。

3 u/dキーでプレイリストを選択しSELECTキーを押します。
以下の画面が表示されます。

4 u/dキーでコピーしたいリンクを選択しSUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。
選択したプレイリストに曲がない場合
は、サブメニューに「リンク追加」し
か表示されません。SELECTキーを
押して、手順5へ進んでください。

プレイリストにリンクが登録さ
れていない場合
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編集する
5 u/dキーで「コピー」を選択しSELECTキーを押します。
プレイリストコレクションが表示されます。

6 u/dキーでコピー先のコレクションを選択しSELECTキーを押します。

7 u/dキーでコピー先のプレイリストを選択します。

8 u/j/d/iキーで｢コピー｣を選択しSELECTキーを押します。
選択したプレイリストにリンクがコピーされます。
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編集する
ブックマークを編集する
曲やアルバムにブックマークをつけておき、あとからブックマークをつけた曲だけ聴くことが
できます。
ブックマークをつけると再生情報画面の曲名の横や曲名が表示されるすべてのライブラリー画
面にしおりのアイコンが表示されます。

再生情報画面でブックマークをつける

1 ブックマークをつけたい曲を再生します。
再生情報画面が表示されます。

2 お好みの曲の再生中にBOOKMARK ON/OFFキーを押します。
選択した曲にブックマークがつきます。

再生情報画面のサブメニューからブックマークをつけることもできます。

サブメニュー
ブックマーク画面では、しおりのアイ
コンは表示されません。

再生情報画面は曲を選択したり、再生
中にPLAY INFO.キーを押すと表示
されます。

ブックマークを解除する場合は、その
曲を選択した状態でBOOKMARK 
ON/OFFキーを押します(☞110
ページ)。

しおりのアイコン

再生情報画面

ブックマークの解除
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編集する
ライブラリー画面でブックマークをつける

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] を選択しライブラリー画面を表示
します。

2 u/dキーでお好みの曲／アルバムを選択しBOOKMARK ON/OFF
キーを押します。
選択した曲／アルバムにブックマークがつきます。

ブックマークを解除するには

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] を選択しライブラリー画面を表示
します。

2 u/dキーで｢ブックマーク｣を選択しSELECTキーを押します。
ブックマーク画面が表示されます。

3 u/dキーでブックマークを解除したい曲を選択しSUB MENUキーを
押します。
サブメニューが表示されます。
110 MCX-1000取扱説明書
お好みのアルバムを選択した状態で
BOOKMARK ON/OFFキーを押す
と、そのアルバムに含まれるすべて
の曲にブックマークがつきます。
アルバム単位でブックマークを解除
することはできません。アルバムに
つけたブックマークを解除したい場
合は、アルバム内の曲単位で解除し
てください。

アルバムを対象にしたブック
マーク



編集する
4 u/dキーで「削除」を選択しSELECTキーを押します。
削除用サブメニューが表示されます。

5 u/dキーで｢OK｣を選択しSELECTキーを押します。
選択した曲のブックマークが解除されます。

6 u/dキーで｢閉じる｣を選択しSELECTキーを押します。
サブメニューが閉じます。

すべてのブックマークを一度に解除する

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] を選択しライブラリー画面を表示
します。

2 u/dキーで｢ブックマーク｣を選択しSELECTキーを押します。
ブックマーク画面が表示されます。

3 SUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。
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編集する
4 u/dキーで「削除」を選択しSELECTキーを押します。
削除用サブメニューが表示されます。

5 u/dキーとSELECTキーで｢全て削除｣のチェックボックスにチェック
マークを入れます。

6 u/dキーで｢OK｣を選択しSELECTキーを押します。
すべてのブックマークが解除されます。

7 u/dキーで｢閉じる｣を選択しSELECTキーを押します。
サブメニューが閉じます。
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編集する
すべてのブックマークをプレイリストに登録する

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] を選択しライブラリー画面を表示
します。

2 u/dキーで｢ブックマーク｣を選択しSELECTキーを押します。
ブックマーク画面が表示されます。

3 SUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

4 u/dキーで「プレイリスト化」を選択しSELECTキーを押します。
以下の画面が表示されます。

5 u/j/d/iキーで登録したいコレクションを選択します。

6 u/j/d/iキーで｢保存｣を選択しSELECTキーを押します。
ブックマークが選択したコレクションにプレイリストとして保存されます。
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編集する
外部機器から録音した曲を編集する
外部機器からサーバー機に曲を録音した場合は、Gracenote CDDBやCD TEXTからその曲
の情報を読み込むことはできません。
ここで説明する手順に従って手動で情報を登録してください。

■ 曲編集用の画面（サブメニュー）を表示する
曲編集用の画面を表示し曲の詳細を編集します。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ]を選択しライブラリー画面を表示
します。

2 u/dキーで「外部入力」を選択しSELECTキーを押します。
外部入力画面が表示されます。

3 u/dキーで「外部入力からの録音曲」を選択しSELECTキーを押しま
す。
外部入力からの録音曲画面が表示されます。
114 MCX-1000取扱説明書
A
録音中にSELECT キーを押すと録
音が中止します。録音中に誤って押
すことのないようご注意ください。
録音中にスタンバイにしないでくだ
さい。正しく録音できなかったり、
ハードディスク上のデータが破損す
る原因となります。
録音中は衝撃や振動を本機に加えな
いでください。ハードディスクが故
障する原因となります。

リモコンのEXT. INPUTSキーを押す
とワンタッチで外部入力画面を表示で
きます。

ライブラリーキーについて



編集する
4 u/dキーで編集したい曲を選択しSUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

曲名を変更する
外部機器からサーバー機に録音した曲の情報を変更します。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [外部入力]を選択し外部入力画
面を表示します。

2 u/dキーで｢外部入力からの録音曲｣を選択しSELECTキーを押します。

3 u/dキーで編集したい曲を選択しSUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

4 u/dキーで「タイトル編集」を選択しSELECTキーを押します。
文字入力画面が表示されます。

5 u/j/d/iキーで文字を選択し曲名を入力します。

6 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
曲リスト画面に戻ります。
サーバー機は外部機器から録音した音
楽データに対して曲名などの情報を自
動で認識しませんが、録音した日時や
録音時間などの情報は保存されていま
す。この情報を使って個々の曲を区別
し、曲名などの情報を変更できます。

PS/2キーボードでも文字入力がで
きます(☞121ページ)。
文字入力の方法☞118ページ

「キャンセル」を選択しSELECTキー
を押す、またはBACKキー押すと入
力した文字は登録されずに元の画面に
戻ります。

曲名の変更

文字入力について

操作を中止する場合
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編集する
外部機器から録音した曲をライブラリーへ登録する

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [外部入力]を選択し外部入力画
面を表示します。

2 u/dキーで｢外部入力からの録音曲｣を選択しSELECTキーを押します。

3 u/dキーで編集したい曲を選択しSUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

4 u/dキーで「移動」を選択しSELECTキーを押します。
以下の画面が表示されます。

5 u/j/d/iキーで移動させたい項目を選択します。
移動が完了しサブメニューが閉じます。
116 MCX-1000取扱説明書
外部機器から録音された曲は、PCM
フォーマットでサーバ機に保存されま
すが、ここに説明された手順にした
がって曲をライブラリーへ登録する
と、曲のデータは自動的にMP3
フォーマットへ変換され、結果クライ
アント機での再生が可能になります。

アーティストを選択して移動する
と、アーティスト名とアルバム名が
登録されます。
アルバムを選択して移動すると、ア
ルバム名が登録されます。
ジャンルを選択して移動すると、
ジャンル名をアルバム名が登録され
ます。

A
4秒以下の曲はライブラリーに登録で
きません。1曲の最短時間は4秒で
す。

ライブラリーへの曲の登録

移動について



編集する
曲を削除する
外部機器からサーバー機に録音した曲を削除します。

1 [トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] ➔ [外部入力]を選択し外部入力画
面を表示します。

2 u/dキーで｢外部入力からの録音曲｣を選択しSELECTキーを押します。

3 u/dキーで削除したい曲を選択しSUB MENUキーを押します。
サブメニューが表示されます。

4 u/dキーで「削除」を選択しSELECTキーを押します。
以下の画面が表示されます。

5 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
選択した曲が削除されソングリスト画面に戻ります。
A
「全て削除」を選択しSELECTキーを
押すと、サーバー機に外部入力から録
音されたすべての曲が削除されます。

｢閉じる｣を選択しSELECTキーを押
す、またはBACKキー押すと元の画
面に戻ります。

操作を中止する場合
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編集する
画面のキーボードで文字を入力する
曲名、アルバム名、アーティスト名、ジャンル名などの情報を編集する場合に、文字入力画面
から文字を入力します。
入力できる文字は、日本語とアルファベットです。
文字入力画面で日本語入力か直接入力（アルファベット入力）を切り替えて入力します。

文字入力画面操作一覧

日本語入力する

1 文字入力画面を表示します。

2 u/j/d/iキーで「日本語入力」を選択しSELECTキーを押します。

コマンド 説　明

← カーソルが1つ前に移動します。

bksp カーソルの1つ前の文字を削除します。

A⇔ a 大文字と小文字、記号を切り替えます。

スペース 空白を挿入します。

del カーソルの1つ後ろの文字を削除します。

clear 入力した文字をすべて削除します。

→ カーソルが1つ後ろに移動します。

OK 入力された文字を保存し元の画面に戻ります。

キャンセル 入力された文字を保存しないで元の画面に戻ります。
118 MCX-1000取扱説明書
｢←｣｢→｣を選択し修正する文字まで
カーソルを移動させ、修正内容に合わ
せた操作をします。

「キャンセル」を選択しSELECTキー
を押す、またはBACKキーを押すと
入力した文字は登録されずに元の画面
に戻ります。

編集したい項目のサブメニューから
｢タイトル編集｣か｢新規作成｣を選択す
ると文字入力画面は表示されます。

入力した文字を修正する場合

操作を中止する場合

文字入力画面の表示方法



編集する
3 u/j/d/iキーで文字を選択しSELECTキーを押します。
変換候補リストが表示されます。

4 u/j/d/iキーで「↓」または「↑」を選択し、目的の文字が見つかる
までSELECTキーを押します。

5 u/j/d/iキーで「選択」を選択しSELECTキーを押します。
入力された文字が確定されます。

6 引き続き入力するときは、手順3から5を繰り返し行います。

7 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
文字入力を終了します。
u/j/d/iキーで文字（アルファベッ
ト）を選択しSELECTキーを押して、
ローマ字による漢字の読みを入力しま
す。

目的の漢字が表示されなかった場合は
1文字づつ変換してみてください。そ
れでも変換されない場合は、区点コー
ドによる日本語入力をご利用くださ
い。

区点コードを使って、記号や漢字を入
力することもできます。日本語入力画
面で区点コード（4桁の数字）をその
まま入力してください。
区点コード一覧表☞216ページ

読みを入力し該当する記号に変換する
こともできます。
記号の読み変換一覧表☞214ページ

を選択し、SELECTキーを押す
と直接入力画面に戻ります。

「キャンセル」を選択しSELECTキー
を押す、またはBACKキー押すと入
力した文字は登録されずに元の画面に
戻ります。

日本語入力

漢字変換がうまくいかない場合

区点コードによる日本語入力

記号の読みによる入力

日本語入力を終了する場合

操作を中止する場合
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編集する
直接入力する（アルファベット入力）

1 文字入力画面を表示します。

2 u/j/d/iキーで文字を選択しSELECTキーを押します。

3 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
文字入力を終了します。
120 MCX-1000取扱説明書
編集したい項目のサブメニューから
｢タイトル編集｣か｢新規作成｣を選択す
ると文字入力画面が表示されます。

「キャンセル」を選択しSELECTキー
を押す、またはBACKキー押すと入
力した文字は登録されずに元の画面に
戻ります。

文字入力画面の表示方法

操作を中止する場合



編集する
サーバー機でPS/2キーボードを使う
サーバー機に市販のPS/2キーボードを接続すると情報の入力、編集のほかサーバー機の基本的
な操作を行うこともできます。

サーバー機にPS/2キーボードを接続する

1 電源オンの状態からSTANDBY/ONキーを約2秒間押します。
サーバー機がIRスタンバイになります。

2 サーバー機の電源プラグをコンセントから抜きます。

3 サーバー機のフロントパネルドアを開きます。

4 サーバー機のフロントパネルにあるPS/2KEYBOARD端子にPS/2
キーボードを接続します。

5 サーバー機の電源プラグをコンセントに差し込みます。

6 STANDBY/ONキーを押し、サーバー機の電源を入れます。
A
PS/2キーボードの接続は、サー
バー機の電源プラグをコンセントか
ら抜いた状態で行ってください。
サーバー機の電源プラグをコンセン
トから抜いて1分以上経過すると
サーバー機内の時計がリセットされ
ます。改めて時間をセットする必要
があります(☞182ページ)。
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編集する
ファンクションキーについて
リモコンやフロントパネル上の操作をPS/2キーボードで代用できます。
サーバー機はPS/2キーボードに以下の機能を割り当てています。

PS/2キーボード サーバー機のリモコン

Esc リモコンのBACKキーと同じ操作ができます。

Back Space カーソルの１つ前の文字を削除します（リモコンでは該当するキーは
ありません）。

Enter リモコンのSELECTキーと同じ操作ができます。

F1 リモコンのTOP MENUキーと同じ操作ができます。

F2 リモコンのMENUキーと同じ操作ができます。

F3 リモコンのPLAY INFO.キーと同じ操作ができます。

F4 リモコンのSUB MENUキーと同じ操作ができます。

F5 リモコンのh PLAYキーと同じ操作ができます。

F6 リモコンのe PAUSEキーと同じ操作ができます。

F7 リモコンのs STOPキーと同じ操作ができます。

F8 リモコンのRANDOMキーと同じ操作ができます。

F9 タイトル編集画面を表示します（リモコンでは該当するキーはありま
せん）。

F10 タイトル編集時に入力したタイトルをすべて削除します（リモコンで
は該当するキーはありません）。

Delete カーソルの１つ後ろの文字を削除します（リモコンでは該当するキー
はありません）。

Page up リモコンのPAGE uキーと同じ操作ができます。

Page down リモコンのPAGE dキーと同じ操作ができます。

← ↑ ↓ → リモコンのu/j/d/iキーと同じ操作ができます。
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CDを作成する
サーバー機に録音した曲からお好みの曲を選択してオリジナルのCDを作ることができます。
またお手持ちのCDをそのままCD-R/CD-RWに録音することもできます。

サーバー機に録音した曲の中から選択して録音する
お好みの曲を選択しCD-R/CD-RWに録音できます。

1 OPEN/CLOSEキーを押してディスクトレイを開き録音可能な音楽用
CD-R/CD-RWを入れます。
ディスクトレイの溝にあわせ、レーベル面を上に向けてCD-R/CD-RWを置きます。

2 OPEN/CLOSEキーを押してディスクトレイを閉じます。

3 [トップメニュー] ➔ [レコーディング]を選択しレコーディング画面を表
示します。
お使いになるCDプレーヤーによって
はサーバー機で作成したCD-R/CD-
RWを再生できないことがあります
（詳しくは、CDプレーヤーの取扱説
明書をご覧ください）。

A
CD-R/CD-RWに録音できるのは
PCMフォーマットの曲データのみ
です。
録音済みのCD-Rには録音できませ
ん。また録音済みのCD-RWに録音
する場合には、イニシャライズをし
て全曲を消去してから録音してくだ
さい(☞133ページ)。

録音するには必ず音楽用のCD-R/
CD-RWをお使いください。録音す
るのにデータ用CD-R/CD-RWはお
使いいただけません(☞208ペー
ジ)。
録音をする前に、CD-R/CD-RWの
データ記録面に傷やほこり、指紋な
どの汚れが付いていないか確認して
ください。
ほこりなどがついている場合は、や
わらかい布で拭きとってください。
サーバー機にCD-R/CD-RWを入れ
ると、サーバー機内部でCD-Rまた
はCD-RWの種類や容量などを読み
取ります。読み取り完了までにしば
らくかかります。

リモコンのRECORDINGキーを押す
とワンタッチでレコーディング画面を
表示します。

CDプレーヤーでの再生

CD-R/CD-RW

ショートカットキーについて
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CDを作成する
4 u/dキーで「CDR/RWの作成」を選択しSELECTキーを押します。
CDR/RWの作成画面が表示されます。

5 u/j/d/iキーで「録音設定」を選択しSELECTキーを押します。
必要に応じて録音の音質、タイプ、速度、レベルを設定します(☞132ページ)。

6 u/dキーで「ライブラリーから作成」を選択しSELECTキーを押しま
す。
録音する曲のリスト画面が表示されます。

7 u/j/d/iキーで「曲の追加」を選択しSELECTキーを押します。
ライブラリーメニュー画面が表示されます。
124 MCX-1000取扱説明書
2度目のデジタル録音する場合、
｢ ｣アイコンが録音する曲の横に
表示されます。この場合デジタルムー
ブのルールに従い録音後、サーバー機
のハードディスクからその曲が削除さ
れます(☞210ページ)。アナログ録
音を選択すればハードディスクから曲
が消去されることはありません。

デジタルムーブ



CDを作成する
8 各グループから録音したい曲を選択します。
選択した順に曲が録音曲リストに追加されます。
「アーティスト」から曲を検索して選ぶ場合
お好みのアーティストを選択してから、曲を選択します。
「アルバム」から曲を検索して選ぶ場合
お好みのアルバムを選択してから、曲を選択します。
「ジャンル」を検索して選ぶ場合
お好みのジャンルを選択してから、曲を選択します。
「全曲」から曲を検索して選ぶ場合
お好みの曲を選択します。
「プレイリスト」から曲を検索して選ぶ場合
お好みのプレイリストを選択してから曲を選択します。
「曲統計」から曲を検索して選ぶ場合
お好みの分類を選択してから、曲を選択します。
「ブックマーク」から曲を検索して選ぶ場合
お好みの曲を選択します。

■ アーティスト名から曲を選択する場合
1. 上記の手順８でu/j/d/iキーで「アーティスト」を選択しSELECTキーを押します。
アーティスト名のリストが表示されます。

2. u/j/d/iキーでお好みのアーティストを選択しSELECTキーを押します。
選択したアーティストのアルバム名のリストが表示されます。

アイコン 説　明

選択している画面のグループを1つ上のグループに戻すときに選択します。

選択した曲を録音リストの中に加えるときに選択します。

選択メニューを終了するときに選択します。
カーソルが「アーティスト」などの選
択オプションにあるときにSELECT 
キーを押すと、選択メニューのもう一
つ下のレベルに移動します。例えば、
カーソルが「アーティスト」にあると
きにSELECT キーを押すと、選択し
ているアーティストにリンクされてい
る全アルバムが表示され、希望のアル
バムを選択できます。

お好みのアーティストを選択し、｢追
加｣を押しSELECTキーを押します。
アーティストに含まれるすべての曲が
選択できます。

お好みのアルバムを選択し、｢追加｣を
押しSELECTキーを押します。
アルバムに含まれるすべての曲が選択
できます。

選択メニューについて

アーティストを選択する場合

アルバムを選択する場合
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CDを作成する
3. u/j/d/iキーでお好みのアルバムを選択しSELECTキーを押します。
選択したアルバムの曲名のリストが表示されます。

4. u/j/d/iキーでお好みの曲を選択しSELECTキーを押します。
選択した曲が録音曲リストに追加されます。

曲の選択が終了したら、u/j/d/iキーで「終了」を選択して終了してください。

9 u/j/d/iキーで「録音開始」を選択しSELECTキーを押します。
録音が始まり画面には進行状況が表示されます。

プログレスバー
126 MCX-1000取扱説明書
録音する曲の順番を変えたり
(☞127ページ)、選択した曲をキャ
ンセルする(☞128ページ)こともで
きます。

A
サーバー機は録音する曲のリストの
一曲目のアーティストとタイトルを
録音するCDのアーティストとタイ
トルとして登録します。2曲目以降
は曲タイトルだけ登録します。曲情
報はCD TEXTとして登録されま
す。
1枚のCDに保存できるCD TEXT
のデータ量と曲数の関係は以下のと
おりです。

１枚のCDに保存できるデータ量を
超えると、録音する曲のリストで録
音できない曲が灰色の文字で表示さ
れます。

録音中は、録音の進行状況を表すバー
が画面の下に表示されます。

録音する曲のリスト

タイトルの長さ 曲数
256文字 約10曲
128文字 約20曲
64文字 約40曲
32文字 約80曲

プログレスバー表示



CDを作成する
録音が完了すると自動的にCD-R/CD-RWのファイナライズが開始されます。
ファイナライズが終了すると、録音が完了します。

10 OPEN/CLOSEキーを押しディスクトレイを開きCD-R/CD-RWを取り
出します。

曲順を変更する

1 録音する曲のリストを表示させます。

2 u/j/d/iキーで順番を変えたい曲を選択します。

3 u/j/d/iキーで「曲の移動」を選択します。
ファイナライズとは、録音が完了した
CD-R/CD-RWを一般のCDプレー
ヤーやCD-RW対応のプレーヤーで再
生できるようにする最終処理です。
ファイナライズされたCD-R/CD-RW
に追加で録音できません。CD-RWは
イニシャライズ(☞133ページ)を行
うと、再度録音できます。

録音する曲のリストを表示する
☞123ページ

ファイナライズ

録音する曲のリスト
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CDを作成する
4 u/j/d/iキーでお好みの位置に移動させSELECTキーを押します。

録音曲リストから曲を消去する

1 録音する曲のリストを表示させます。

2 u/j/d/iキーで消去したい曲を選択します。

3 u/j/d/iキーで「曲の消去」を選択しSELECTキーを押します。
選択した曲名が赤字に変わります。

4 u/dキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
選択した曲が消去され、次の曲が赤字に変わります。続けて曲を消去する場合は「OK」
を選択します。
サブメニューを閉じて元の画面に戻るには「閉じる」を選択します。
128 MCX-1000取扱説明書
録音する曲のリストを表示する
☞123ページ

削除用メニューで｢全て削除｣を選択し
SELECTキーを押した後、｢OK｣を選
択しSELECTキーを押すと録音曲リ
スト内の曲はすべて削除されます。

録音する曲のリスト

全曲を消去する場合



CDを作成する
CDをCD-R/CD-RWに録音する（CDをコピー
する）
お手持ちのCDからサーバー機を中継してそのままCD-R/CD-RWに録音できます。

1 [トップメニュー ] ➔ [レコーディング] ➔ [CDR/RWの作成]を選択し
CDR/RWの作成画面を表示します。

2 u/j/d/iキーで「録音設定」を選択しSELECTキーを押します。
必要に応じて録音の音質を設定します(☞132ページ)。

3 u/dキーで「CDの複製」を選択しSELECTキーを押します。
CDの複製画面が表示されます。

4 OPEN/CLOSEキーを押してディスクトレイを開きコピーしたいCDを
入れます。
ディスクトレイの溝にあわせ、レーベル面を上に向けてCDを置きます。
CDをCD-Rに録音する場合は、必要
に応じてオーディオマスターのON/
OFFが設定できます(☞132ページ)。

リモコンのRECORDINGキーを押す
とワンタッチでレコーディング画面を
表示します。

録音設定について

ショートカットキーについて
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CDを作成する
5 OPEN/CLOSEキーを押してディスクトレイを閉じます。
以下の画面が表示されます。

6 u/dキーで「録音開始」を選択しSELECTキーを押します。
CDからハードディスクへの録音が開始されます。
ハードディスクへのイメージ作成が完了すると以下の画面が表示されます。

7 OPEN/CLOSEキーを押しCDを取り出してから録音したい音楽用CD-
R/CD-RWを入れます。
ディスクトレイの溝にあわせ、レーベル面を上に向けてCD-R/CD-RWを置きます。
130 MCX-1000取扱説明書
V

お使いになるCDプレーヤーによって
はサーバー機で作成したCD-R/CD-
RWを再生できないことがあります
（詳しくは、CDプレーヤーの取扱説
明書をご覧ください）。

A
すでに曲が録音されているCD-R/
CD-RWへの追加録音はできません。
録音済みのCD-RWはイニシャライズ
(☞133ページ)を行ってから録音を
始めてください。

録音するには必ず音楽用のCD-R/
CD-RWをお使いください。録音す
るのにデータ用CD-R/CD-RWはお
使いいただけません(☞208ペー
ジ)。
録音をする前に、CD-R/CD-RWの
データ記録面に傷やほこり、指紋な
どの汚れが付いていないか確認して
ください。
ほこりなどがついている場合は、や
わらかい布で拭きとってください。
サーバー機にCD-R/CD-RWを入れ
ると、サーバー機内部でCD-Rまた
はCD-RWの種類や容量などを読み
取ります。読み取り完了までにしば
らくかかります。
SCMS（Serial Copy 
Management System）により、
デジタルコピーが禁止されている
CDはコピーできません。

CDプレーヤーでの再生

CD-R/CD-RW



CDを作成する
8 OPEN/CLOSEキーを押してディスクトレイを閉じます。
自動的にCD-R/CD-RWへの録音が開始されます。
録音中は以下の画面が表示されます。

録音が完了すると自動的にCD-R/CD-RWのファイナライズが開始されます。
ファイナライズが終了すると、録音が完了します。

プログレスバー

録音中は、録音の進行状況を表すバー
が画面の下に表示されます。

ファイナライズとは、録音が完了した
CD-R/CD-RWを一般のCDプレー
ヤーやCD-RW対応のプレーヤーで再
生できるようにする最終処理です。
ファイナライズされたCD-R/CD-RW
に追加で録音できません。CD-RWは
イニシャライズ(☞133ページ)を行
うと、再度録音できます。

録音するCDに、コピー可能なCD 
TEXTがある場合、録音時に自動的に
CD TEXTをコピーします。

プログレスバー表示

ファイナライズ

CD TEXTについて
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CDを作成する
録音の設定をする
1 [トップメニュー] ➔ [レコーディング] ➔ [CDR/RWの作成] ➔ [録音設
定]を選択し録音設定画面を表示します。

2 録音するときの音質や録音速度などを設定します。

1 高音質で録音する
「オーディオマスター」のチェックボックスにチェックを入れると、Advanced Audio 
Master Quality Recording機能がオンになります。この機能を使用すると、高音質のCD
を作成できます。

2 録音のタイプを選ぶ

3 録音速度を設定する

4 録音のオートレベルの設定をする
「音量レベル自動調整」のチェックボックスにチェックを入れると、オートレベル機能がオ
ンになり曲の録音レベルが自動調節されます。
元の音量にするには、｢音量レベル自動調整｣のチェックボックスからチェックを外してくだ
さい。オートレベルの設定をすると録音速度は1倍速となります。

3 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
設定が完了し元の画面に戻ります。

項　　目 説　　明

デジタル デジタル録音します。

アナログ アナログ録音します（1倍速のみ）。

項　　目 説　　明

1倍速 1倍速で録音します。

最適速度 状況に応じて一番速い書きこみ速度で録音します。

1

2

3

4

132 MCX-1000取扱説明書
「キャンセル」を選択すると設定は反
映されずに元の画面に戻ります。

A
Advanced Audio Master 
Quality Recording機能は新品の
音楽用CD-Rへの録音時のみ使用で
きます。
Advanced Audio Master 
Quality Recording機能は音の品
位が高まりますが、CD-Rに録音で
きる音楽の最大量は低減します。
Advanced Audio Master 
Quality Recording機能を使って
の録音可能時間は74分のCD-Rで
63分、79分のCD-Rで68分にな
ります。

A
デジタル録音を選択した場合
デジタル録音のルールとシステム
(☞210ページ)に基づいてデジタル
コピーできない場合はデジタルムーブ
が採用され、サーバー機のハードディ
スクから曲のデータは削除されます。

音量レベル自動調整とは曲ごとの録音
レベルを調整し、再生時の音量を均一
にするための機能です。

操作を中止する場合

音量レベル自動調整機能



CDを作成する
CD-RWを消去する（イニシャライズ）
CD-RWは一度録音した曲を消去し、再録音できます。一度録音した曲を消去することをイニ
シャライズと呼びます。

1 イニシャライズをしたいCD-RWを入れます。
ディスクトレイの溝にあわせ、レーベル面を上に向けてCD-RWを置きます。

2 [トップメニュー ] ➔ [レコーディング] ➔ [CDR/RWの作成]を選択し
CDR/RWの作成画面を表示します。

3 u/dキーで｢ライブラリーからの作成｣を選択しSELECTキーを押しま
す。
以下の画面が表示されます。
MCX-1000取扱説明書 133



CDを作成する
4 u/dキーで｢高速消去｣、または｢標準消去｣を選択しSELECTキーを押
します。

項　　目 説　　明

高速消去 管理領域のみイニシャライズします。短時間でイニシャライズが
行えます。

標準消去 ディスク全面を完全にイニシャライズします。
134 MCX-1000取扱説明書
高速消去でのイニシャライズに問題が
あった場合は、標準消去でCD-RWを
イニシャライズしてください。

標準消去



ヤマハAVアンプと接続して使用する
RS-232Cクロスケーブルを使ってサーバー機とヤマハAVアンプを接続すると、アンプの音
量調整、入力切り替え、DSPプログラムの変更、ラジオチューナーなどの設定をサーバー機側
からコントロールできます。

1 [トップメニュー] ➔ [AVアンプ] を選択しAVアンプ画面を表示します。

2 AVアンプ画面からj/iキーで変更したいパラメーターを選択します。

3 u/dキーで各パラメーターを選択しSELECTキーを押します。
パラメーターが設定されます。

パラメーター 説　　明

Standby/ON ヤマハAVアンプのスタンバイ /オンを切り替えます。

音量 ヤマハAVアンプの音量調整をします。

入力 入力ソースを選択します。

DSPプログラム ヤマハAVアンプ出力で使用したいDSPプログラムを
選択します。

プリセット ヤマハAVアンプのプリセットを選択します。

RS-232C

RS-232C

RS-232Cケーブル（クロスタイプ）

ヤマハAVアンプ
サーバー機
A
サーバー機と組み合わせてご利用にな
れるヤマハAVアンプはオンスクリー
ン画面で確認できます(☞203ペー
ジ)。

表示内容は接続したヤマハAVアンプ
の種類によって異なります。

サーバー機のオン／スタンバイと連
動してヤマハAVアンプをオン／ス
タンバイできます(☞189ページ)。
アンプのサーバー機用入力チャンネ
ルを、サーバー機で設定できます
(☞189ページ)。
サーバー機から、ジャンルごとにヤ
マハAVアンプのDSPプログラム
を設定できます(☞136ページ)。

A
ヤマハAVアンプの６Ch Inputのパ
ラメーターをオフに設定してくださ
い。

AVアンプ画面

ヤマハAVアンプと接続した場
合
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ヤマハAVアンプと接続して使用する
ジャンルのエフェクトを自動設定する
ヤマハAVアンプのDSPプログラムをジャンルごとに自動的に変更するように設定できます。
これにより、ジャンルごとに最適な設定を選択することができます。

DSPプログラムを自動設定するには
DSPプログラムの設定を変更するには、サーバー機およびヤマハAVアンプが以下の条件を満
たしている必要があります。

サーバー機
1.「TOP MENU」➔「システム設定」➔「AVアンプ」➔「操作設定」の｢再生するジャンル
に合わせてDSPプログラムを変更する｣のチェックボックスにチェックしている(☞189
ページ)。

2.「TOP MENU」➔「システム設定」➔「AVアンプ」➔「オーディオ接続設定」のパラメー
ターが正しく設定されていること(☞189ページ)。

ヤマハAVアンプ
1. ヤマハAVアンプがRS-232Cケーブル（クロスタイプ）でサーバー機に接続されているこ
と

2. ヤマハAVアンプの電源が入っていること
3. ヤマハAVアンプの入力が、サーバー機の「TOP MENU」➔「システム設定」➔「AVアン
プ」➔「オーディオ接続設定」画面で指定した設定になっていること

DSPプログラムの設定は以下の手順で行ってください。

1 [トップメニュー] ➔ [ライブラリー] ➔ [ジャンル] を選択しジャンル画
面を表示します。

2 u/dキーでDSPプログラムを登録したいジャンルを選択しSUB 
MENUキーを押します。

3 ヤマハAVアンプでジャンルに登録したいDSPプログラムを設定しま
す。
136 MCX-1000取扱説明書
DSPプログラムの設定方法について
は各ヤマハAVアンプの取扱説明書を
ご覧ください。

DSPプログラムの設定



ヤマハAVアンプと接続して使用する
4 u/dキーで「 PROGRAM保存」を選択しSELECT キーを押し
ます。
指定したジャンルのプロパティー画面が表示されます。
ジャンルに割り当てたDSPプログラ
ムはプロパティー画面で確認できま
す。プロパティー画面の表示方法は
[トップメニュー ] ➔ [ライブラリー ] 
➔ [ジャンル]を選択しジャンル画面で
iキーを押します。

サーバー機で自動レベル調整を行うよ
うに設定したり、各ジャンルのDSP
プログラムを変更するように設定して
いると、再生中の曲と曲の間は無音状
態になります。

ジャンルプロパティー画面の表
示

曲間の無音状態
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クライアント機を管理する
サーバー機に接続されているクライアント機をリモートコントロールできます。これにより、
複数のクライアント機を同時に操作したり、各クライアント機で再生中の曲など確認できます。

クライアント機の状態を確認する
サーバー機に接続されているクライアント機の現在の状態を確認できます。

1 [トップメニュー] ➔ [クライアント再生]を選択しクライアント再生画面
を表示します。

表示されるアイコンについて

表示位置 アイコン 説　明

1 クライアント機はロックされていて、クライアント機のフロント
パネルおよびリモコンから操作できません。

2

クライアント機がサーバー機に有線ネットワーク接続されている
が、クライアント機は現在スタンバイ状態です。

クライアント機がサーバー機に有線ネットワーク接続されていて、
クライアント機は電源がオンまたはスリープ状態です。

クライアント機がサーバー機に無線ネットワーク接続されている
が、クライアント機は現在スタンバイ状態、または電波が届かな
い状態です。

クライアント機がサーバー機に無線ネットワーク接続されていて、
クライアント機は電源がオンまたはスリープ状態です。

1 2
138 MCX-1000取扱説明書
A
サーバー機とクライアント機が正しく
接続されていないとクライアント機の
状態は確認できません(☞158ペー
ジ)。

リモコンのCLIENT PLAYBACK
キーを押すとワンタッチでクライアン
ト再生画面を表示します。

ネットワークの設定がされているすべ
てのクライアント機が表示されます。
クライアント機がスリープになるとク
ライアントメニューの表示が灰色に切
り替わります。

ショートカットキーについて

クライアント機の表示



クライアント機を管理する
2 クライアント再生画面からu/dキーで状態を知りたいクライアント機
を選択しi キーを押します。
選択したクライアント機の再生状態が表示されます。
jキーを押してクライアント再生画面
に戻り、他のクライアントを選択して
ください。

他のクライアントを表示するに
は
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クライアント機を管理する
クライアント機を再生する
サーバー機の操作でクライアント機を再生することができます。
ここではサーバー機で曲を選択してから再生する方法を説明します。

1 [トップメニュー] ➔ [クライアント再生]を選択しクライアント再生画面
を表示します。

2 u/dキーで曲を再生させたいクライアント機を選択しSELECT キーを
押します。
ライブラリー画面が表示されます。

3 ライブラリー画面から再生したい曲を選択します。

4 SELECTキーを押します。
選択された曲がクライアント機で再生されます。
140 MCX-1000取扱説明書
リモコンのCLIENT PLAYBACK
キーを押すとワンタッチでクライアン
ト再生画面を表示します。

ライブラリー画面からの再生操作は
サーバー機の場合と同じです
(☞36ページ)。

ショートカットキーについて

クライアントの再生方法



クライアント機を管理する
クライアント機の再生を停止する
サーバー機の操作でクライアント機の再生を停止する方法を説明します。

1 [トップメニュー] ➔ [クライアント再生]を選択しクライアント再生画面
を表示します。

2 u/dキーで停止させたいクライアント機を選択しSUB MENU キーを
押します。
サブメニューが表示されます。

3 u/dキーで「停止」を選択しSELECTキーを押します。
選択したクライアント機の再生が停止します。
リモコンのCLIENT PLAYBACK
キーを押すとワンタッチでクライアン
ト再生画面を表示します。

ショートカットキーについて
MCX-1000取扱説明書 141



クライアント機を管理する
クライアント機をロックする
指定したクライアント機のフロントパネルやリモコンを操作できないように（ロック）設定し
ます。

1 [トップメニュー] ➔ [クライアント再生]を選択しクライアント再生画面
を表示します。

2 u/dキーでロックしたいクライアント機を選択します。

3 SUB MENU キーを押します。
サブメニューが表示されます。
142 MCX-1000取扱説明書
A
クライアント機をロックすると、クラ
イアント機で音量調整（VOLUME +, 
VOLUME－）、再生停止（STOP）、
消音（MUTE）以外の操作はできな
くなります。

リモコンのCLIENT PLAYBACK
キーを押すとワンタッチでクライアン
ト再生画面を表示します。

ショートカットキーについて



クライアント機を管理する
4 u/dキーで「ロック：ON/OFF」を選択しSELECT キーを押します。
選択されたクライアント機がロックされます。

すべてのクライアント機を再生／停止する
クライアント再生画面に表示されているすべてのクライアント機を再生／停止できます。

1 [トップメニュー] ➔ [クライアント再生]を選択しクライアント再生画面
を表示します。

2 SUB MENU キーを押します。
サブメニューが表示されます。
ロックを解除するときはもう一度
｢ロック：ON/OFF｣を選択し
SELECTキーを押します。

リモコンのCLIENT PLAYBACK
キーを押すとワンタッチでクライアン
ト再生画面を表示します。

ロックを解除する

ショートカットキーについて
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クライアント機を管理する
3 u/dキーで「全クライアント：再生」、または「全クライアント：停
止」を選択しSELECT キーを押します。

クライアント機をスリープにする
サーバー機の操作でクライアント機をスリープにしたり、スリープを解除したりできます。

1 [トップメニュー] ➔ [クライアント再生]を選択しクライアント再生画面
を表示します。

2 u/dキーでスリープにしたいクライアント機を選択しSUB MENU 
キーを押します。
サブメニューが表示されます。

3 u/dキーで「スリープ/ON」を選択しSELECT キーを押します。
選択したクライアント機がスリープに切り替わります。

サブメニュー 説　　明

全クライアント：再生 クライアントメニューで表示されている曲をすべてのク
ライアント機で同時に再生できます。画面上の曲名が
｢ー ーー ーー ー｣となっているクライアント機は再生さ
れません。

全クライアント：停止 すべてのクライアント機の再生を同時に停止できます。
144 MCX-1000取扱説明書
リモコンのCLIENT PLAYBACK
キーを押すとワンタッチでクライアン
ト再生画面を表示します。

スリープを解除するには[スリープ/
ON]を選択しSELECTキーを押しま
す。

ショートカットキーについて

スリープを解除する



クライアント機を管理する
クライアント名を編集する
クライアント再生画面に表示されるクライアント名を編集する方法を説明します。
クライアント機の設置場所にあわせた名前にするときに便利です。

1 [トップメニュー] ➔ [クライアント再生]を選択しクライアント再生画面
を表示します。

2 u/dキーで編集したいクライアント機を選択しSUB MENU キーを押
します。
サブメニューが表示されます。

3 u/dキーで「名称編集」を選択しSELECT キーを押します。
文字入力画面が表示されます。
リモコンのCLIENT PLAYBACK
キーを押すとワンタッチでクライアン
ト再生画面を表示します。

ショートカットキーについて
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クライアント機を管理する
4 新しい名前を入力します。

5 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECT キーを押して名前を確定し
ます。
文字入力画面が終了します。
146 MCX-1000取扱説明書
PS/2キーボードでも文字入力がで
きます(☞121ページ)。
文字入力の方法について
☞118ページ

「キャンセル」を選択しSELECTキー
を押す、またはBACKキーを押すと
入力した文字は登録されずに元の画面
に戻ります。

文字入力について

操作を中止する場合



タイマーを使って再生や録音をする
タイマーを設定することで、設定した時刻にサーバー機やクライアント機の再生を開始／終了
したり、設定した時刻にサーバー機の録音を開始したりできます。

サーバー機のタイマー機能

設定した時刻に再生を開始する（サーバー機）

1 [トップメニュー] ➔ [タイマー設定]を選択しタイマー設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「サーバー・タイマー設定」を選択し SELECT キーを押
します。
サーバー・タイマー設定画面が表示されます。

3 u/dキーで「再生タイマー」を選択し SELECT キーを押します。
再生タイマー画面が表示されます。
タイマー機能を有効にするには
☞153ページ

タイマー機能について
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タイマーを使って再生や録音をする
4 u/j/d/iキーで「再生タイマーを使用する」を選択し SELECT キー
を押します。
チェックボックスにチェックされます。

5 u/j/d/iキーで「開始」の時刻を選択します。
再生を開始したい時刻を設定します。

6 u/j/d/iキーで「終了」の時刻を選択します。
 再生を終了したい時刻を設定します。
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タイマーを使って再生や録音をする
7 u/j/d/iキーを使って「再生内容」を選択しiキーを押します。
再生内容のライブラリーメニューが表示されます。

8 各グループから再生したい曲を選択します。
「アーティスト」から曲を検索して選ぶ場合
お好みのアーティストを選択してから、曲を選択します。
「アルバム」から曲を検索して選ぶ場合
お好みのアルバムを選択してから、曲を選択します。
「ジャンル」を検索して選ぶ場合
お好みのジャンルを選択してから、曲を選択します。
「全曲」から曲を検索して選ぶ場合
お好みの曲を選択します。
「プレイリスト」から曲を検索して選ぶ場合
お好みのプレイリストを選択してから曲を選択します。
「曲統計」から曲を検索して選ぶ場合
お好みの分類を選択してから、曲を選択します。
「ブックマーク」から曲を検索して選ぶ場合
お好みの曲を選択します。

選択メニューに表示されるアイコンについて

アイコン 説　　明

選択メニューのグループを１つ上のグループに戻す。

選択した曲を再生内容の中に加える。

選択メニューを閉じる。
お好みのアーティスト、ジャンル、ア
ルバムを再生グループとして選択する
こともできます。

カーソルが「アーティスト」などの選
択オプションにあるときにSELECT 
キーを押すと、選択メニューのもう一
つ下のレベルに移動します。例えば、
カーソルが「アーティスト」にあると
きにSELECT キーを押すと、選択し
ているアーティストにリンクされてい
る全アルバムが表示され、希望のアル
バムを選択できます。

「キャンセル」を選択すると、タイ
マー再生機能が設定されずに1つ前
の画面に戻ります。

グループごとの選択

選択メニューについて

操作を中止する場合
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タイマーを使って再生や録音をする
9 u/dキーで｢OK｣を選択し SELECT キーを押します。
タイマー再生が設定され、元の画面に戻ります。

タイマー設定を有効にするには、タイマー設定画面の｢ON｣チェックボックスにチェック
します(☞153ページ)。

設定した時刻に録音を開始する（サーバー機）

1 [トップメニュー] ➔ [タイマー設定]を選択しタイマー設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「サーバー・タイマー設定」を選択しSELECT キーを押し
ます。
サーバー・タイマー設定画面が表示されます。

3 u/dキーで「録音タイマー」を選択しSELECT キーを押します。
録音タイマー画面が表示されます。
150 MCX-1000取扱説明書
｢クリア｣を選択すると、設定した内
容は消去されます。

タイマー機能を有効にするには
☞153ページ

タイマー機能について



タイマーを使って再生や録音をする
4 u/j/d/iキーで「録音タイマーを使用する」を選択しSELECT キーを
押します。
チェックボックスにチェックされます。

5 u/j/d/iキーで「開始」の時刻を選択します。
録音を開始したい時刻を設定します。

6 u/j/d/iキーで「終了」の時刻を選択します。
録音を終了したい時刻を設定します。

7 u/j/d/iキーで「入力」を選択します。
u/d キーでソースの入力を選択します。

サブメニュー 説　　明

光デジタル入力 サーバー機のOPTICAL IN 端子に接続している機器を録音できます

同軸デジタル入力 サーバー機のCOAXIAL IN 端子に接続している機器を録音できます。

アナログ入力 サーバー機ANALOG IN 端子に接続している機器を録音できます。
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タイマーを使って再生や録音をする
■ シンクロ録音(☞33ページ)を行う場合は、j/iキーで「シンクロ録音」を
選択しSELECTキーを押します。
チェックボックスにチェックされます。

8 u/dキーで「OK」を選択しSELECT キーを押します。
タイマー録音が設定され、元の画面に戻ります。

タイマー設定を有効にするには、タイマー設定画面の｢ON｣チェックボックスにチェック
します(☞153ページ)。
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タイマー録音時に選択できるシンクロ
録音の種類は、トラックシンクロ録音
のみです。

「キャンセル」を選択すると、タイ
マー録音機能が設定されずにサー
バータイマー設定画面が表示されま
す。
｢クリア｣を選択すると、設定した内
容は消去されます。

シンクロ録音について

操作を中止する場合



タイマーを使って再生や録音をする
タイマー機能を有効にする（サーバー機）

1 [トップメニュー] ➔ [タイマー設定]を選択しタイマー設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「サーバー・タイマー設定」を選択しSELECT キーを押し
ます。
サーバー・タイマー設定画面が表示されます。

3 u/dキーで「ON」を選択しSELECT キーを押します。
チェックボックスにチェックされ画面右下にアイコンが表示されます。

タイマーアイコン
A
タイマー機能を有効にする前に、再生
タイマー (☞147ページ)や録音タイ
マー (☞150ページ)の設定をしてく
ださい。

リモコンのTIMERキーを押すとワン
タッチでタイマー機能のオン/オフを
切り替えることができます。

タイマー機能をオフするときはu/d
キーで「ON」を選択しSELECT
キーを押します（チェックボックスの
チェックが外れます）。

TIMERキーについて

タイマー機能をオフにする
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タイマーを使って再生や録音をする
クライアント機のタイマー機能

設定した時刻に再生を開始する（クライアント機）

1 [トップメニュー] ➔ [タイマー設定]を選択しタイマー設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「クライアント・タイマー設定」を選択しSELECT キーを
押します。
クライアント・タイマー設定画面が表示されます。

3 u/dキーでタイマー設定したいクライアント機を選択しSELECTキー
を押します。
クライアント機のタイマー設定画面が表示されます。

4 u/j/d/iキーで「開始」の時刻を選択します。
再生を開始したい時刻を設定します。
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タイマー機能を有効にするには
☞156ページ

タイマー機能について



タイマーを使って再生や録音をする
5 u/j/d/iキーで「終了」の時刻を選択します。
再生を開始したい時刻を設定します。

6 u/j/d/iキーで「再生内容」を選択しi キーを押します。
再生内容のライブラリーメニューが表示されます。

7 各グループから再生したい曲を選択します。
「アーティスト」から曲を検索して選ぶ場合
お好みのアーティストを選択してから、曲を選択します。
「アルバム」から曲を検索して選ぶ場合
お好みのアルバムを選択してから、曲を選択します。
「ジャンル」を検索して選ぶ場合
お好みのジャンルを選択してから、曲を選択します。
「全曲」から曲を検索して選ぶ場合
お好みの曲を選択します。
「プレイリスト」から曲を検索して選ぶ場合
お好みのプレイリストを選択してから曲を選択します。
「曲統計」から曲を検索して選ぶ場合
お好みの分類を選択してから、曲を選択します。
「ブックマーク」から曲を検索して選ぶ場合
お好みの曲を選択します。
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タイマーを使って再生や録音をする
選択メニューに表示されるアイコンについて

8 u/d キーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
タイマー再生が設定され、元の画面に戻ります。

タイマー設定を有効にするには、タイマー設定画面の｢ON｣チェックボックスにチェック
します(☞156ページ)。

タイマー機能を有効にする（クライアント機）

1 [トップメニュー] ➔ [タイマー設定]を選択しタイマー設定画面を表示し
ます。

2 u/d キーで「クライアント・タイマー設定」を選択しSELECT キー
を押します。
クライアント・タイマー設定画面が表示されます。

アイコン 説　　明

選択メニューのグループを１つ上のグループに戻すときに選択します。

選択した曲を再生内容の中に加えるときに選択します。

選択メニューを終了するときに選択します。
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お好みのアーティスト、ジャンル、ア
ルバムを再生グループとして選択する
こともできます。

カーソルが「アーティスト」などの選
択オプションにあるときにSELECT 
キーを押すと、選択メニューのもう一
つ下のレベルに移動します。例えば、
カーソルが「アーティスト」にあると
きにSELECT キーを押すと、選択し
ているアーティストにリンクされてい
る全アルバムが表示され、希望のアル
バムを選択できます。

「キャンセル」を選択すると、タイ
マー再生機能が設定されずに1つ前
の画面に戻ります。
｢クリア｣を選択すると、設定した内
容は消去されます。

A
タイマー機能を有効にする前に、再生
タイマーの設定をしてください
(☞154ページ)。

タイマー設定はクライアント機がオ
ンかスリープ状態で、ネットワーク
に正しく接続されている場合に有効
です。
タイマー設定はクライアント機の再
生やスリープ設定よりも優先されま
す。
設定した時間になるとタイマーが有
効になります。
「クライアント・タイマー設定」は、
「サーバー・タイマー設定」とは独
立しています。「クライアント・タ
イマー設定」はサーバー機で管理す
るので、クライアント機を起動する
必要はありません。

グループごとの選択

選択メニューについて

操作を中止する場合

クライアント機のタイマー設定



タイマーを使って再生や録音をする
3 u/d キーでタイマーを起動させたいクライアント名を選択し、i キー
でチェックボックスを選択しSELECT キーを押します。
チェックボックスにチェックされます。
 この設定を行っても、サーバー機の

TIMERインジケーターや画面表示に
は変化はありません。

この設定は、クライアント機がオンか
スリープ状態で、ネットワークに正し
く接続されている場合に有効です。

タイマー設定をオフにするときはu/
dキーで｢ON｣を選択しSELECT 
キーを押します（チェックボックスの
チェックが外れます）。

サーバー機の表示

クライアント機のタイマー設定

タイマー機能をオフにする
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ネットワーク(LAN)の設定をする
サーバー機とクライアント機の接続方法には、無線ネットワーク接続と有線ネットワーク接続
の2種類があります。
無線ネットワーク接続では最大5台、有線ネットワーク接続では最大7台のクライアント機が
接続できますが、サーバー機に同時に接続できるクライアント機の総数は7台までです。
例えば、無線ネットワーク接続を使って5台のクライアント機を接続したら、有線ネットワー
ク接続では残り2台のクライアント機が接続できます。
MusicCASTシステムをお使いになる前に、サーバー機とクライアント機を接続します。通
常、この接続をするにはネットワーク自動設定で設定できます(☞161ページ)。
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A
MusicCAST システムは同一サブ
ネット内でのみ動作します。サブネッ
トが違う場合、サーバー機とクライア
ント機の間で曲の送受信はできませ
ん。

MusicCASTシステムをインター
ネットに接続する場合はブロードバン
ドルーターをご使用ください。

インターネットに接続する場合



ネットワーク(LAN)の設定をする
無線ネットワーク接続
無線ネットワーク接続を使えばサーバー機とクライアント機をケーブルで接続することなく、
お好みの場所にクライアント機を設置できます。無線ネットワーク接続を使って最大5台のク
ライアント機を接続できます。無線ネットワーク接続での通信可能距離はサーバー機から半径
約30mです（障害物がない場合）。

30m以下※

サーバー機

クライアント機

※お使いになる環境によって通信可能距離は変わります。
A
厚い壁、鉄製のラックなどの障害物や
テレビ、電子レンジ、無線信号を発信
する携帯電話などの機器は、
MusicCASTシステムからの無線信
号を妨害する場合があります。このよ
うな場合、クライアント機の位置を変
えるか、有線ネットワーク接続にして
ください。
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ネットワーク(LAN)の設定をする
有線ネットワーク接続
有線ネットワーク接続は、ハブを経由してサーバー機とクライアント機をLANケーブルで接続
します。無線ネットワーク接続の通信可能距離（約30m）を越えてクライアント機を接続し
たい場合や無線ネットワークの信号が他の機器によって妨害される可能性がある場所にクライ
アント機を設置したいときなどにご利用ください。
有線ネットワーク接続を使って最大7台のクライアント機が接続できます。

サーバー機

クライアント機

LAN用ハブ
160 MCX-1000取扱説明書
LAN用ハブはネットワーク上の複数
の機器から信号を受信し、適切な目的
地に送信します。よって、同じネット
ワーク上の機器間でデータを送受信す
ることができます。

ハブの必要性



ネットワーク(LAN)の設定をする
ネットワークの自動設定
ネットワーク自動設定機能を使えば、簡単に素早くサーバー機とクライアント機を接続できま
す。

ネットワーク設定をする
ネットワーク自動設定をする前に以下の設定を行ってください。
●サーバー機の電源をオンにしてください。
●無線接続を利用する場合、クライアント機とサーバー機が無線信号を送受信できる距離に設
置してください。

●クライアント機の電源をオンにしてください。

既存のネットワークにMusicCASTシステムを導入する場合で、そのネットワークにDHCP
サーバーが存在しないときは、以下の設定を行ってください。
●サーバー機のIPアドレスを設定します(☞166ページ)。デフォルト設定は192.168.1.1で
す。

●サーバー機をDHCPサーバーとして設定します。デフォルト設定では、サーバー機がDHCP
サーバーとして設定されています(☞169ページ)。

●サーバー機が提供しているDHCPサービスの開始IPアドレスを設定します(☞169ページ)。
デフォルトの開始アドレスは192.168.1.2です。

サーバー機とクライアント機を自動で接続する
サーバー機および接続したいクライアント機の両方で、ネットワーク自動設定を行います。
ネットワーク自動設定は、以下の手順で行います。

■ サーバー機をネットワーク自動設定モードにする

1 サーバー機のフロントパネルのTOP MENUボタンを押します。
トップメニュー画面が表示されます。

以下の設定ではサーバー機およびクライアント機本体にあるボタンを使い操作します。
サーバー機がDHCPサーバーとして
設定されていない場合☞169ページ

A
初期設定では、サーバー機は
DHCPサーバーとして設定されて
いますのでクライアント機を接続し
ただけでネットワーク自動設定がで
きるようになっています。
ブロードバンドルーターを使って
サーバー機をインターネット、また
はネットワークに接続させたいとき
は、自動設定を行う前にサーバー機
をDHCPクライアントとして設定
してください(☞168ページ)。

ネットワーク上の機器に自動的にIP
アドレスを割りあてる機器です。

ネットワーク機器をオンにするたび
に、DHCPサーバー（DHCPサービ
スを提供しているネットワーク上の機
器）からIPアドレスを取得します。
DHCPサーバーからIPアドレスを取
得するためには、機器をDHCPクラ
イアントとして設定する必要がありま
す。

ネットワーク自動設定の操作は、サー
バー機とクライアント機を一箇所に集
めて行うことをお勧めします。

A
サーバー機およびクライアント機の誤
作動を避けるために、ネットワーク自
動設定の操作はリモコンを使わず本体
フロントパネル上のボタンから行って
ください。

サーバー機の設定について

DHCPサーバーとは？

DHCP クライアントとは？

ネットワーク自動設定にあたっ
て
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ネットワーク(LAN)の設定をする
2 u/j/d/iボタンで「システム設定」を選択しSELECTボタンを押しま
す。
システム設定画面が表示されます。

3 u/j/d/iボタンで「ネットワーク」を選択しSELECTボタンを押しま
す。
ネットワーク画面が表示されます。

4 u/j/d/iボタンで「自動設定」を選択しSELECTボタンを押します。
自動設定画面が表示されます。
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ネットワーク(LAN)の設定をする
5 画面の説明を確認したうえでOKならばSELECTボタンを押します。
サーバー機が自動設定モードに移行します。

■ クライアント機の設定（☞MCX-A10取扱説明書31ページ）
1. クライアント機のフロントパネルのu/j/d/iボタンを上下左右に動かし画面上の
｢Connecting...｣の表示を消します。

2. u/j/d/iボタンで「Setup」を選択しSELECTボタンを押します。
3. u/j/d/iボタンで「Network」を選択しSELECTボタンを押します。
4. u/j/d/iボタンで「AutoConfiguration」を選択しSELECTボタンを押します。
5. PLAY pボタンを押します。

ネットワーク自動設定が始まり、以下の画面が表示されます。

クライアント機 サーバー機
サーバーID

複数のサーバー機が検索された場合は接続するサーバー機を指定してください。
接続するサーバー機のサーバー IDは、サーバー機の自動設定画面（上図）の
｢サーバー ID：SV-xxxxx｣で確認できます。
サーバー機とクライアント機で行われ
ている再生はすべて自動的に停止しま
す。

A
クライアント機がサーバー機を検索す
る際の、アクセス制限時間は10分間
です。10分以内に操作が終了しない
場合、サーバー機は設定内容を登録せ
ずにネットワーク自動設定を終了しま
す。

A
自動設定モードになっているサーバー
機が複数存在している場合は、クライ
アント機の画面に複数のサーバー ID
が表示されます。

再生中にネットワーク自動設定
を行った場合
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ネットワーク(LAN)の設定をする
サーバー機がクライアント機を認識すると以下の画面が表示されます。

6 サーバー機のu/j/d/iボタンで｢OK｣を選択しSELECTボタンを押し
ます。
設定内容を保存し、ネットワーク自動設定を終了します。

クライアント機 サーバー機
認識されたクライアント ID

クライアント機

サーバー機
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ネットワーク設定したいクライアント
機が複数台ある場合は、各クライアン
ト機で手順１から５までの操作を繰り
返してください。

A
自動設定を行っても、以前に登録され
たクライアント機は削除されません。
ネットワーク上に存在するクライアン
ト機のIDは青色で表示されます。

サーバー機の場合
サーバー機の画面で｢キャンセル」を
選択してからSELECTボタンを押し
てください。
クライアント機の場合
s（STOP)ボタンを押してください。

クライアント機が複数ある場合

ネットワーク設定を中止する



ネットワーク(LAN)の設定をする
サーバー機ネットワークの上級者用設定
ここでは、上級者用設定で使われるサーバー機のネットワーク設定メニューの目的および機能
を説明します。

上級者用設定の設定項目

ネットワークの手動設定
ここではサーバー機とクライアント機のネットワーク設定を手動で行う方法を説明します。
ネットワーク自動設定が完了している場合、手動設定は必要ありません。

ネットワーク設定をするまえに
●無線ネットワーク接続する場合はクライアント機とサーバー機が無線信号を送受信できる距
離に設置してください。

●サーバー機の電源をオンにしてください。
●クライアント機の電源をオンにしてください。

■ サーバー機に設定する内容
･ クライアント登録：接続するクライアント機のクライアントIDを設定します(☞177ページ)。
･ IPアドレス：DHCPサーバーが設置されている場合は、「IPアドレス」を設定する必要はあ
りません。「IPアドレス」を設定する場合は、IPアドレスを間違えないようにしてください
(☞166ページ)。
･ 無線LAN：無線ネットワーク接続する場合は、ESS ID(☞170ページ)、チャンネル
(☞172ページ)、WEPキー (☞173ページ)を設定します。
･ DHCP：DHCPサーバーが設置されている場合は、「DHCP」の設定をオフにします
(☞169ページ)。

メニュー サブメニュー 説　明

IP アドレス DHCPサーバーから IP
アドレスを自動で取得す
る

DHCPサーバーから IPアドレスを取得しま
す (☞168ページ )。

IP アドレス
サブネットマスク
ゲートウェイ
プライマリーDNS
セカンダリーDNS

それぞれの値を設定します (☞166ページ )。

無線ネット
ワーク

ESS ID ESS ID を設定します (☞170ページ )。

チャンネル チャンネルを設定します (☞172ページ )。

WEPキー Wepキーを設定します (☞173ページ )。

DHCP MusicCASTの DHCP
サーバー機能を使用する

サーバー機をDHCPサーバーとして設定し
ます (☞169ページ )。

開始アドレス DHCPクライアントに割りあてる IPアドレ
スの開始アドレスを入力します (☞169ペー
ジ )。
IPアドレスは、MusicCASTシステ
ムにおいて個々の機器（サーバー機/
クライアント機）を識別するために必
要な番号です。
IPアドレスは「192.168.1.1」のよ
うに４つの数字を使って表されます。
またIPアドレスには、グローバルIP
アドレスとプライベートIPアドレス
の２種類があります(☞213ページ)。
MusicCASTシステムの各機器は、IP
アドレスによって識別され、IPアドレ
スが設定されていないとクライアント
機はお使いになれません。

A
MusicCASTシステムの曲の送受信
はローカルエリアネットワーク
(LAN)内で行います。
MusicCASTシステムは、同一サブ
ネット内でのみ作動します。
サブネットが違う場合、サーバー機と
クライアント機の間で曲の受送信はで
きません。

IP アドレスとは？
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ネットワーク(LAN)の設定をする
■ クライアント機に設定をする内容
･ Mode：有線ネットワーク接続する場合は、Autoに設定します。
･ Server ID：接続するサーバー機のサーバー IDを設定します(☞175ページ)。
･ DHCP：DHCPサーバーが設置されている場合は、「DHCP」をオンにします。
･ IP Address：DHCPサーバーが設置されている場合は、「IP Address」を設定する必要は
ありません。「IP Address」を設定する場合は、IPアドレスを間違えないようにしてくださ
い。
･ Subnet Mask：DHCPサーバーが設置されている場合は、「Subnet Mask」を設定する必
要はありません。「Subnet Mask」を設定する場合は、IPアドレスを間違えないようにして
ください。
･ ESS ID：無線ネットワーク接続する場合は、サーバー機に設定されたESS IDを設定しま
す。
･WEP key：無線ネットワーク接続する場合は、サーバー機に設定されたWEPキーを設定し
ます。

サーバー機のIPアドレスを設定する
IPアドレス画面では、サーバー機に個別のIPアドレスを設定したり、ネットワーク内の
DHCPサーバーからIPアドレスを取得する設定をしたりできます。また、サブネットマスクや
デフォルトゲートウェイ、DNSサーバーアドレスを設定することもできます。

サーバー機のIPアドレスを設定するには、以下の操作を行ってください。

1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「ネットワーク」を選択しSELECTキーを押します。
ネットワーク画面が表示されます。

3 u/dキーで「上級者用設定」を選択しSELECTキーを押します。
上級者用設定画面が表示されます。
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ネットワーク(LAN)の設定をする
4 u/dキーで「IPアドレス」を選択しSELECTキーを押します。
IPアドレス画面が表示されます。

5 u/j/d/iキーで「IPアドレス」の右側の数値にカーソルを合わせます。

6 u/dキーで適切な数値に変更し、次にj/iキーを使ってカーソルを他の
数値に合わせます。

7 ｢サブネットマスク｣、｢ゲートウェイ｣、｢プライマリーDNS｣、｢セカン
ダリーDNS｣も同様に適切な数値に変更します。

8 設定が終わったら、u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを
押します。
設定が保存され元の画面に戻ります。
A
IPアドレス画面の設定は、｢DHCP
サーバーからIPアドレスを自動で取
得する｣をオフにしてから行ってくだ
さい。

設定内容を反映させないで設定を終了
させたい場合は、「キャンセル」を選
択してからSELECTキーを押してく
ださい。

操作を中止する場合
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ネットワーク(LAN)の設定をする
サーバー機のIPアドレスを自動で取得する
サーバー機がDHCPサーバーからIPアドレスを取得するように設定できます。この場合、
サーバー機は、サブネットマスクやデフォルトゲートウェイ、DNSサーバーアドレスも自動的
に取得します。

1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「ネットワーク」を選択しSELECTキーを押します。
ネットワーク画面が表示されます。

3 u/dキーで「上級者用設定」を選択しSELECTキーを押します。
上級者用設定画面が表示されます。

4 u/dキーで「IPアドレス」を選択しSELECTキーを押します。
IPアドレス画面が表示されます。
168 MCX-1000取扱説明書
A
サーバー機をDHCPクライアントと
して使っている場合、お使いの
DHCPサーバーの設定によっては、
サーバー機がDHCPサーバーから取
得しているIPアドレスを短時間で設
定し直す必要があります。IPアドレ
スを設定するときは、すべてのクライ
アント機の動作は停止します。
詳細についてはDHCPサーバーの取
扱説明書のIPアドレス有効期限に関
する記述を参照してください。



ネットワーク(LAN)の設定をする
5 u/dキーで「DHCPサーバーからIPアドレスを自動で取得する」の
チェックボックスにカーソルをあわせて、SELECTキーを押します。
チェックボックス内にチェックマークが表示されます。

6 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
設定が保存され元の画面に戻ります。

サーバー機をDHCPサーバーとして設定する
サーバー機をDHCPサーバーにするときはDHCP画面で設定をします。DHCPサービス画面
を表示させるには、以下の操作を行ってください。

1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「ネットワーク」を選択しSELECTキーを押します。
ネットワーク画面が表示されます。

3 u/dキーで「上級者用設定」を選択しSELECTキーを押します。
上級者用設定画面が表示されます。
A
サーバー機がDHCPクライアントと
して作動するように設定されている場
合は、DHCPサーバーに関する設定
はできません(☞168ページ)。
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ネットワーク(LAN)の設定をする
4 u/dキーで「DHCP」を選択しSELECTキーを押します。
DHCP画面が表示されます。

5 u/dキーで「MusicCASTのDHCPサーバー機能を使用する」の
チェックボックスにカーソルをあわせてSELECTキーを押します。
チェックボックス内にチェックマークが表示されます。

6 設定が終わったらu/j/d/iキーで｢OK｣を選択しSELECTキーを押し
ます。
設定が保存され元の画面に戻ります。

無線ネットワーク画面
無線ネットワーク接続する場合は、ESS ID、チャンネル、WEPキーを手動で入力します。

■ ESS IDを設定する

1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「ネットワーク」を選択しSELECTキーを押します。
ネットワーク画面が表示されます。
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初期値以外のIPアドレスをご使用に
なる場合などに設定します。u/j/d/
iキーで数値を入力してください。

A
DHCPサービスの開始アドレスの設
定は以下の点に注意してください。
･ サーバー機のIPアドレスと同じ値
は入力しないでください。
･ DHCPサービスの開始アドレスの
末尾の数字から連続した7個のIP
アドレスは、クライアント機に割り
当てるIPアドレスとして使用しま
す。
･ 開始IPアドレスの末尾の数字は、
接続するクライアント機の台数を足
して254以下になるように設定し
てください（サブネットマスクは
255.255.255.0.に設定されてい
るとします。サブネットマスクの設
定方法について☞166ページの
「IPアドレス画面」）。

開始アドレスについて



ネットワーク(LAN)の設定をする
3 u/dキーで「上級者用設定」を選択しSELECTキーを押します。
上級者用設定画面が表示されます。

4 u/dキーで「無線LAN」を選択しSELECTキーを押します。
無線LAN画面が表示されます。

5 u/j/d/iキーで｢ESS ID｣を選択しiキーを押します。

6 値を入力します。

7 u/j/d/iキーで｢OK｣を選択しSELECTキーを押します。

8 設定内容を確定する場合は｢OK｣を選択しSELECTキーを押します。
設定が保存され元の画面に戻ります。
PS/2キーボードでも文字入力がで
きます(☞121ページ)。
文字入力の方法☞118ページ

｢キャンセル｣を選択しSELECTキー
を押します。

文字入力について

操作を中止する場合
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ネットワーク(LAN)の設定をする
■ チャンネルを設定する

1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「ネットワーク」を選択しSELECTキーを押します。
ネットワーク画面が表示されます。

3 u/dキーで「上級者用設定」を選択しSELECTキーを押します。
上級者用設定画面が表示されます。

4 u/dキーで「無線LAN」を選択しSELECTキーを押します。
無線LAN画面が表示されます。

5 u/j/d/iキーで｢チャンネル｣を選択しiキーを押します。

6 u/dキーでチャンネルの値を確定します。

7 設定内容を確定する場合は｢OK｣を選択しSELECTキーを押します。
設定が保存され元の画面に戻ります。
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｢キャンセル｣を選択しSELECTキー
を押します。

操作を中止する場合



ネットワーク(LAN)の設定をする
■ WEPキーを設定する

1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「ネットワーク」を選択しSELECTキーを押します。
ネットワーク画面が表示されます。

3 u/dキーで「上級者用設定」を選択しSELECTキーを押します。
上級者用設定画面が表示されます。

4 u/dキーで「無線LAN」を選択しSELECTキーを押します。
無線LAN画面が表示されます。
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ネットワーク(LAN)の設定をする
5 u/j/d/iキーで｢WEPキー｣を選択しiキーを押します。

6 値を入力します。

7 u/j/d/iキーで｢OK｣を選択しSELECTキーを押します。

8 u/j/d/iキーで｢OK｣を選択しSELECTキーを押します。
設定が保存され元の画面に戻ります。
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A
MusicCASTネットワークでは、13
文字(128ビット）のWEPキーを採
用しています。
入力したWEPキーが13文字未満の
場合は自動的にゼロが追加され、13
位になります。

PS/2キーボードでも文字入力がで
きます(☞121ページ)。
文字入力の方法☞118ページ

｢キャンセル｣を選択しSELECTキー
を押します。

文字入力について

操作を中止する場合



ネットワーク(LAN)の設定をする
サーバー機のネットワーク状態を表示する
ここでは、ネットワーク情報参照画面から、サーバー機のネットワーク状態を表示させる方法
を説明します。

IPアドレス画面を表示する
IPアドレス画面を表示させるには、以下の操作を行ってください。
IPアドレス画面では、サーバー機のネットワーク状態に関する以下の情報を表示します。

1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「ネットワーク」を選択しSELECTキーを押します。
ネットワーク画面が表示されます。

項　　目 説　　明

サーバー ID ネットワーク設定時に使用する IDです。IDはサーバー機ごと個別
に付与されています。

IP アドレス サーバー機が現在使用している IP アドレスを表示します。

サブネットマスク サーバー機が現在使用しているサブネットマスクを表示します。

ゲートウェイ サーバー機が現在使用しているデフォルトゲートウェイを表示しま
す。

プライマリーDNS サーバー機が現在使用しているプライマリDNSサーバーを表示し
ます。

セカンダリーDNS サーバー機が現在使用しているセカンダリDNSサーバーを表示し
ます。
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ネットワーク(LAN)の設定をする
3 u/dキーで「IPアドレス」を選択しSELECTキーを押します。
IPアドレス画面が表示されます。

無線LAN画面を表示する
無線LAN画面では、MusicCASTシステムの無線ネットワーク接続の状態に関する以下の情
報を表示します。

無線LAN画面を表示させるには、以下の操作を行ってください。

1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「ネットワーク」を選択しSELECTキーを押します。
ネットワーク画面が表示されます。

項　　目 説　　明

通信状況 クライアント機が受信している信号の質を表示します。

信号強度 クライアント機が受信している信号の強さを表示します。

ビットレート クライアント機が受信している信号のレート（メガビット /秒）を表示
します。
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ネットワーク(LAN)の設定をする
3 u/dキーで「無線LAN」を選択しSELECTキーを押します。
無線LAN画面が表示されます。

クライアントIDの手動設定
手動設定画面は、サーバー機に接続させたいクライアントIDを手動で入力するときに使用しま
す。

クライアントIDの入力は以下の手順で行ってください。

1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「ネットワーク」を選択しSELECTキーを押します。
ネットワーク画面が表示されます。

3 u/dキーで「手動設定」を選択しSELECTキーを押します。
手動設定画面が表示されます。
｢情報更新｣を選択しSELECTキーを
押します。

クライアントIDは、クライアント機
のネットワークステータスメニューの
IP Address画面で確認できます
（☞MCX-A10取扱説明書76ペー
ジ）。

情報を更新する場合

クライアント ID
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ネットワーク(LAN)の設定をする
4 u/j/d/iキーで設定したいクライアントナンバーを選択しu/dキーで
クライアントIDを設定します。
設定が終わったら、u/j/d/iキーで他のクライアントナンバーに合わせ、同じように
設定します。

5 IDの設定が終了したら、u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECT
キーを押して設定内容を確定し画面を閉じます。

■ クライアントナンバーを入れ替えるには
u/j/d/iキーで入れ替えたいクライアント機を選択し、SUB MENUキーを押してくださ
い。u/j/d/iキーで「入換：1と2」などを選択しSELECTキーを押すと割り当てたID
を入れ替えることができます。
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「キャンセル」を選択してから
SELECTキーを押してください。

操作を中止する場合



システム設定をする
システム設定メニュー
システム設定のメニューには以下のものがあります。

メニュー名 説         明 参照

ネットワーク クライアント機とサーバー機を接続したり、サーバー機からインターネットに接続できるように設定
します。

158

日付と時刻 サーバー機の日付／時刻を設定します。
手動で設定する方法と、インターネットの日付／時間サーバー（NTPサーバー）と接続し自動更新す
る方法があります。

182

ビデオ出力 サーバー機に接続したテレビ／モニターの画面表示方法を切り替えます。画面を常に表示させる方法
と、使用していないときに自動的に画面をオフにする方法があります。

184

Gracenote CDDB サーバー機がCDに関する情報をGracenote CDDBで検索する方法を設定します。 185

再生 サーバー機に電源を入れたと同時に自動再生を開始させるオートプレイ機能についての設定をします。 186

レコーディング サーバー機が曲を保存するときの保存フォーマットを選択します。 187

AVアンプ サーバー機に接続されたヤマハAVアンプを一緒に使用するときの設定を行います。 188

自動音量調整 さまざまな録音レベルの曲に対して、レベルを自動調整する機能のオン／オフを設定します。 191

オンスクリーンディスプレイ
（OSD）

サーバー機をオンにしたときに最初に表示させるメニューページを設定します。 192

クライアント サーバー機に保存されたPCMフォーマットデータをクライアントに配信する機能のオン／オフを設
定したり、PCM再生をするクライアント機を設定します。

193

キーボード サーバー機に接続するPS/2キーボードの種類を設定します。 194

スタンバイ設定 サーバー機の LANスタンバイのオン／オフを設定します。 195

FL表示の明るさ サーバー機のフロントパネルディスプレイの明るさを設定します。 196

ハードディスクユーティリティ サーバー機のハードディスクに保存されている曲のデータを消去したり、PCMフォーマットのデータ
を消去したりします。

197

システムユーティリティ システム設定の初期化：　サーバー機の設定を180ページの初期値（工場出荷時の値）にします。
システムのアップデート：サーバー機ソフトウェアのアップデートを行います。

199
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システム設定をする
システム設定の初期値
本章で説明するすべてのパラメーターの初期設定値は以下のとおりです。

システム設定画面のメニュー 初期値

ネットワーク クライアント登録 自動設定 設定されたクライアントなし
手動設定 設定されたクライアントなし

ネットワーク情報参照 IPアドレス
無線LAN

その他／上級者用設定 IPアドレス DHCPサーバーから IPアドレスを自動で取得す
る

OFF

IP アドレス 192.168.1.1
サブネットマスク 255.255.255.0
ゲートウェイ 192.168.1.1
プライマリーDNS 0.0.0.0
セカンダリーDNS 0.0.0.0

無線 LAN ESS ID MCxxxxx（サーバー機出荷時に
５桁の IDが設定済み）

チャンネル 6
WEPキー MCyyyyyyyyyyy（サーバー機出

荷時に13桁の IDが設定済み）
DHCP MusicCASTのDHCPサーバー機能を使用する ON

開始アドレス 192.168.1.2
日付と時刻 NTPサーバーを使用 OFF

時刻合わせ間隔 12時間
タイムゾーン ［＋9:00］東京
サマータイムを利用 OFF    01.01.00:00:00

手動設定 2003.
ビデオ出力 常にオンスクリーンディスプレイを表示 ✓

操作をしている時だけオンスクリーンディスプレ
イを表示し、操作終了後、自動的に消去する
自動消去までの時間： 30秒

Gracenote CDDB CDを読み込んだ後、自動で検索を開始する ON
MusicCAST内蔵のデータベースを使用する ON
インターネットのデータベースを使用する OFF
タイムアウト時間： 60秒

再生 前回電源オフ時に再生していた曲を自動で再生す
る

OFF

レコーディング 録音方式 PCMとMP3 ✓

MP3のみ
MP3のビットレート 160 kbps ✓

256 kbps
320 kbps

AVアンプ オーディオ接続設定 未登録
操作設定 Music CASTの電源操作と、アンプの電源を連動

させる
OFF

再生するジャンルに合わせてDSPプログラムを変
更する

OFF

チューナー配信 REC OUT
ZONE 2 OUT
ZONE 3 OUT
OFF ✓

自動音量調整 自動音量調整を使用する OFF
オンスクリーンディスプレイ (OSD) トップメニューを表示する ✓

以前に表示していたページを表示する
クライアント PCM配信機能を使用する OFF

クライアント番号 1
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システム設定をする
キーボード 英語
フランス語
ドイツ語
日本語 ✓

スタンバイ設定 ネットワーク休止状態（低消費電力）
ネットワーク待機状態 ✓

FL 表示の明るさ 明るい ✓

普通
暗い

システム設定画面のメニュー 初期値
MCX-1000取扱説明書 181



システム設定をする
日付と時刻を設定する
1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「日付と時刻」を選択しSELECTキーを押します。
日付と時刻画面が表示されます。

3 u/j/d/iキーで日付／時刻を設定します。

■ 手動で設定する場合
「NTPサーバーを使用」のチェックボックスのチェックを外して、設定したい項目を選
択します。
u/j/d/iキーで日付／時刻を設定します。

■ NTPサーバーに接続して自動設定する場合
1.「NTPサーバーを使用」のチェックボックスにチェックを入れます。

2. u/j/d/iキーで「NTPサーバーを使用」を選択しiキーを押します。文字入力画
面が表示されます。
182 MCX-1000取扱説明書
A
サーバー機の電源プラグをコンセント
から抜いて１分以上経過すると、サー
バー機内の時計がリセットされます。
サーバー機をNTPサーバーに接続さ
せていない場合は、再度手動で正しい
日付/時刻に設定してください。

A
サーバー機をNTPサーバーに接続さ
せる前に、サーバー機がインターネッ
トに接続されているか確認してくださ
い。



システム設定をする
3. NTPサーバーのアドレスを入力します。

4. u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押してください。

5. サーバー機をNTPサーバーにアクセスする時間の間隔を設定します。
u/j/d/iキーで「時刻あわせ間隔」を選択しNTPサーバーにアクセスし更新する
時間の間隔を選択し設定します。

6. タイムゾーンを設定します。
u/j/d/iキーで「タイムゾーン」を選択しご利用のタイムゾーンを設定します。
夏時間を使っているタイムゾーンの場合は、u/j/d/iキーを使ってカーソルを
「サマータイムを利用」に合わせて、SELECTキーを押してチェックボックスに
チェックを入れてください。

4 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
システム設定画面に戻ります。
アドレスについては、ご利用のイン
ターネットプロバイダーまたはNTP
サービスのガイドブックをご覧くださ
い。IPアドレスまたはURLアドレス
を入力します。URLアドレスを使用
する場合は、サーバー機のDNSが正
しく設定されているか確認してくださ
い(☞175ページ)。

PS/2キーボードでも文字入力がで
きます(☞121ページ)。
文字入力の方法☞118ページ

元の画面に戻るにはBACKキーを
押してください。
設定内容を変更させないでシステム
設定画面に戻るには、「キャンセル」
を選択してください。

アドレスの入力

文字入力について

操作を中止する場合
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システム設定をする
オンスクリーンディスプレイの表示を設定する
1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「ビデオ出力」を選択しSELECTキーを押します。
ビデオ出力画面が表示されます。

3 u/j/d/iキーで表示方法を選択しSELECTキーを押します。

オフになるまでの時間は、u/j/d/iキーで「自動消去までの時間：」を選択し、次に、
u/dキーで画面をオフにするまでの時間を設定してください。

4 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
システム設定画面に戻ります。

項　　目 説　　明

常にオンスクリーンディスプレイを表示 画面が常に表示されます。

操作をしている時だけオンスクリーンディ
スプレイを表示し、操作終了後自動的に消
去する

一定時間操作しないと、画面をオフにしま
す。
184 MCX-1000取扱説明書
サーバー機に接続したテレビ/モニ
ターに表示された画面のことをオンス
クリーンディスプレイと呼びます。

｢操作をしている時だけオンスクリー
ンディスプレイを表示し、操作終了後
自動的に消去する｣が選択されている
場合、PLAY INFO.キーを約2秒間
押し続けると画面がオフになります。
画面を表示するには、どれかキーを押
してください。

外部映像機器はテレビ／モニターと同
じ種類のVIDEO端子（in）に接続し
てください。「操作をしている時だけ
オンスクリーンディスプレイを表示
し、操作終了後自動的に消去する」が
選択されている場合、画面がオフにな
るとテレビ／モニターに外部映像機器
からの映像を表示できます。

元の画面に戻るにはBACKキーを
押してください。
設定内容を変更させないでシステム
設定画面に戻るには、「キャンセル」
を選択してください。

オンスクリーンディスプレイ

画面をオフにする

外部からの映像入力

操作を中止する場合



システム設定をする
Gracenote CDDB®接続の設定をする
1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「Gracenote CDDB」を選択しSELECTキーを押します。
Gracenote CDDB画面が表示されます。

3 u/j/d/iキーで検索方法を選択しSELECTキーを押します。
SELECTキーを押して使用したい機能のチェックボックスにチェックを入れます。

■ CDの情報の検索方法を設定する

■ 検索先のデータベースを設定する
データベースを両方同時に設定することもできます。

4 u/dキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
システム設定画面に戻ります。

項　　目 説　　明

CDを読み込んだ後、自動で検索を開始
する

CDをディスクトレイに入れると、自動的に
Gracenote CDDBへアクセスしCDの情報を
検索します。

項　　目 説　　明

MusicCAST内蔵のデータベースを使
用する 内蔵のGracenote CDDBを使用します。

インターネットのデータベースを使用す
る

インターネットのGracenote CDDBを使用し
ます。
サーバー機に内蔵された
Gracenote CDDBには、サーバー
機の出荷日までのCD情報しか保存
されていません。最新情報およびさ
らに多くの情報を検索するときは、
インターネットのGracenote 
CDDBにアクセスしてください。
インターネットのGracenote 
CDDBサービスに接続するには、
サーバー機がインターネットに接続
されている必要があります。
「MusicCASTの内臓のデータベー
スを使用する」と「インターネット
のデータベースを使用する」を同時
に設定すると、内蔵のGracenote 
CDDBにアクセスし情報が検索で
きなかった場合に、続けてインター
ネットのGracenote CDDBサー
ビスへアクセスしCDの情報を検索
します。

Gracenote CDDBのアクセスタイム
アウト時間を設定できます。u/j/d/
iキーで「タイムアウト時間：」を選
択し、次に、u/dキーでアクセスを
停止するまでの時間を設定してくださ
い。

元の画面に戻るにはBACKキーを
押してください。
設定内容を変更させないでシステム
設定画面に戻るには、「キャンセル」
を選択してください。

Gracenote CDDB

｢インターネットのデータベー
スを使用する｣を選択した場合

操作を中止する場合
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システム設定をする
自動再生の設定をする
1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 システム設定画面からu/dキーで「再生」を選択しSELECTキーを押
します。
再生画面が表示されます。

3 SELECTキーを押して「前回電源オフ時に再生していた曲を自動で再生
する」のチェックボックスにチェックを入れます。
自動再生設定をオンにするとサーバー機の電源を入れたときに、前回最後に再生していた
曲が自動的に再生されます。

4 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
システム設定画面に戻ります。
186 MCX-1000取扱説明書
A
ヤマハAVアンプ電源連動機能
(☞189ページ)がオンの場合、再生
開始までに少し時間がかかります。

元の画面に戻るにはBACKキーを
押してください。
設定内容を変更させないでシステム
設定画面に戻るには、「キャンセル」
を選択してください。

操作を中止する場合



システム設定をする
録音時の保存フォーマットを設定する
1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「レコーディング」を選択しSELECTキーを押します。
レコーディング画面が表示されます。

3 u/j/d/iキーでお好みのフォーマットを選択しSELECTキーを押しま
す。

4 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
システム設定画面に戻ります。

項　　目 説　　明

録音方式 サーバー機が曲を録音するときの保存フォーマットを
｢ PCMとMP3 ｣、｢ MP3のみ｣から選択します。

MP3のビットレート MP3フォーマットで保存する場合の音質を設定しま
す。数値が大きいほど音質は良くなりますが、データ
の量が大きくなります。
A
「MP3のみ」を選択するとPCM
フォーマットのデータは保存されま
せん。この場合、サーバー機から
CD-R/CD-RWに録音することはで
きません。
複数のクライアント機を同時にご利
用になる場合は、MP3のビット
レートはデフォルト値の160 
kbpsを選択してください。

PCMフォーマットは、CDと同じ音
質ですが、データ量が多くハードディ
スクのスペースを多く使用します。
サーバー機で音楽を楽しむ場合やお好
みのCDを作成したい場合にPCM
フォーマットが用いられます。また、
クライアント機(任意の1台のみ)に
対してPCMフォーマットで曲を配信
できます(☞193ページ)。

MP3フォーマットは、圧縮データの
ためデータ量が少なくPCMフォー
マットに比べ、より多くの曲（最大約
10倍）をハードディスクに保存でき
ます。
またクライアント機へは通常MP3
フォーマットで曲を配信します。

元の画面に戻るにはBACKキーを
押してください。
設定内容を変更させないでシステム
設定画面に戻るには、「キャンセル」
を選択してください。

PCMフォーマットとは

MP3フォーマットとは

操作を中止する場合
MCX-1000取扱説明書 187



システム設定をする
ヤマハAVアンプを設定する
1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「AVアンプ」を選択しSELECTキーを押します。
AVアンプ画面が表示されます。

3 u/dキーでお好みの項目を選択しSELECTキーを押します。

サーバー機とヤマハAVアンプが正しく接続されていない場合は、以下のメッセージが
表示されます。

･チューナー配信は、ヤマハAVアンプと接続しないと機能しません(☞135ページ)。
･ サーバー機のAVコントロール機能で利用できるヤマハAVアンプは、操作可能なヤ
マハAVアンプ画面で確認できます(☞203ページ)。
188 MCX-1000取扱説明書
サーバー機とヤマハAVアンプが正し
く接続されているかご確認ください。

設定をする前に



システム設定をする
■ オーディオ接続設定
サーバー機に接続されているヤマハAVアンプの入力を設定します。
設定するときはu/dキーで選択しSELECTキーを押します。

■ 操作設定
ヤマハAVアンプのコントロール機能を設定します。
SELECTキーを押して使用したい機能のチェックボックスにチェックを入れます。

項　　目 説　　明

MusicCASTの電源操作とアンプの電源を
連動させる

サーバー機の電源オン／オフに連動して、ヤ
マハAVアンプの電源もオン／オフが切り替
わります。

再生するジャンルに合わせてDSPプログ
ラムを変更する（ジャンル毎のDSPプロ
グラムの登録が必要）

再生ジャンルが切り替わるたびに、ヤマハ
AVアンプに設定されているDSPプログラ
ムが切り替わります。
A
これらの機能を使用しない場合は、
u/dキーとSELECTキーを使っ
て、チェックボックスのチェックを
外してください。
ヤマハAVアンプのDSPプログラム
を自動的に切り替えるには、まず
ジャンルに対してDSPプログラム
を登録する必要があります
(☞136ページ)。

元の画面に戻るにはBACKキーを
押してください。
設定内容を変更させないでシステム
設定画面に戻るには、「キャンセル」
を選択してください。

操作を中止する場合
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システム設定をする
■ チューナー配信
サーバー機は、チューナーからの音声出力をクライアント機に転送します。各クライアント
機は、ヤマハAVアンプに設定してあるラジオ放送局から番組を選択できます（これを
チューナープリセットと呼んでいます）。
u/dキーで機能を選択しSELECTキーを押します。

4 u/dキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
システム設定画面に戻ります。

項　　目 説　　明

REC OUT ヤマハAVアンプはチューナーからのオーディオ信号をREC OUT
端子から出力します。

ZONE 2 OUT
ZONE 3 OUT

日本国内仕向のアンプでは対応していません。

OFF チューナー配信機能が無効になります。
190 MCX-1000取扱説明書
A
サーバー機のフロントパネルにある
ANALOG REC LEVELツマミで、
チューナーからの出力が十分聞こえ
るレベルに合わせてください。
チューナーをサーバー機と一緒に使
用するには、ヤマハAVアンプの
REC OUTをサーバー機の
ANALOG IN端子に接続してくだ
さい。
ヤマハAVアンプのインプットセク
タは、クライアント機でチューナー
プリセットを選択／変更すると
TUNERに切り替わります。

元の画面に戻るにはBACKキーを
押してください。
設定内容を変更させないでシステム
設定画面に戻るには、「キャンセル」
を選択してください。

操作を中止する場合



システム設定をする
自動音量調整機能のオン／オフを設定する
1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「自動音量調整」を選択しSELECTキーを押します。
自動音量調整画面が表示されます。

3 SELECTキーを押して「自動音量調整を使用する」のチェックボックス
にチェックを入れます。
オートレベル機能がオンになります。

4 u/dキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
システム設定画面に戻ります。
A
オートレベル機能は、平均音量を用
いて音量に大きな違いが生じないよ
うにします。このため、例えばクラ
シックを聴いたあとでロックを聴い
た場合などには満足できない結果に
なるかも知れません。その場合はこ
の機能をオフにしてお使いくださ
い。
オートレベル機能は、MP3フォー
マットに変換されていない曲や、
MP3フォーマットに変換中の曲に
対しては有効ではありません。
サーバー機が自動レベル調整を行う
ように設定されていたり、各ジャン
ルのDSPプログラムを変更するよ
うに設定されていると、再生中の曲
と曲の間は無音状態になります。

元の画面に戻るにはBACKキーを
押してください。
設定内容を変更させないでシステム
設定画面に戻るには、「キャンセル」
を選択してください。

操作を中止する場合
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システム設定をする
電源をオンにしたときに表示される画面の設定
をする
1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「オンスクリーンディスプレイ」を選択しSELECTキーを
押します。
オンスクリーンディスプレイ画面が表示されます。

3 u/dキーで画面の表示方法を選択しSELECTキーを押します。

4 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
システム設定画面に戻ります。

項　　目 説　　明

トップメニューを表示する サーバー機をオンにしたときに、トップメ
ニュー画面が表示されます。

以前に表示していたページを表示する サーバー機をオンにしたときに、最後に表示
していたページが表示されます。
192 MCX-1000取扱説明書
A
「以前に表示していたページを表示す
る」を選択した場合は、最後に表示さ
れていた画面がシステム設定画面や再
生情報画面の場合は、トップメニュー
画面が表示されます。

元の画面に戻るにはBACKキーを
押してください。
設定内容を変更させないでシステム
設定画面に戻るには、「キャンセル」
を選択してください。

操作を中止する場合



システム設定をする
クライアント機でPCMフォーマットを再生する
1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「クライアント」を選択しSELECTキーを押します。
クライアント画面が表示されます。

3 SELECTキーを押します。
｢PCM配信機能を使用する｣のチェックボックスにチェックが入ります。

4 u/j/d/iキーでPCMフォーマットの曲を再生させたいクライアント機
を選択します。

5 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
システム設定画面に戻ります。
A
サーバー機から配信されるPCM
フォーマットを再生できるクライア
ント機は任意の一台のみです。
クライアント機を7台同時に使用
し、かつ特定のクライアント機に
PCMフォーマットの曲を配信した
い場合、他クライアント機で再生す
るMP3フォーマットは、
160kbpsで録音されたものをご使
用ください（☞187ページ）。
外部機器から入力された曲は、
MP3(160kbps)フォーマットで
クライアント機へ配信されます。

元の画面に戻るにはBACKキーを
押してください。
設定内容を変更させないでシステム
設定画面に戻るには、「キャンセル」
を選択してください。

操作を中止する場合
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システム設定をする
PS/2キーボードの設定をする
1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「キーボード」を選択しSELECTキーを押します。
キーボード画面が表示されます。

3 u/dキーでキーボードの言語を選択しSELECTキーを押します。

4 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
システム設定画面に戻ります。
194 MCX-1000取扱説明書
A
PS/2キーボードを接続する前に、
サーバー機の電源プラグをコンセン
トから外してください(☞121
ページ)。
サーバー機の電源プラグをコンセン
トから抜いて１分以上経過すると、
サーバー機内の時計がリセットされ
ます。サーバー機をNTPサーバー
に接続させていない場合は、再度手
動で正しい日付/時刻に設定してく
ださい(☞182ページ)。

サーバー機は、USBキーボードに
対応していません。
キーボードのタイプと言語について
☞キーボードの取扱説明書

元の画面に戻るにはBACKキーを
押してください。
設定内容を変更させないでシステム
設定画面に戻るには、「キャンセル」
を選択してください。

キーボードのタイプと言語

操作を中止する場合



システム設定をする
スタンバイ状態の設定をする
1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「スタンバイ設定」を選択しSELECTキーを押します。
スタンバイ設定画面が表示されます。

3 u/dキーでスタンバイ設定を選択しSELECTキーを押します。

4 u/j/d/iキーで「OK」を選択しSELECTキーを押します。
システム設定画面に戻ります。

項　　目 説　　明

ネットワーク休止状態
（低消費電力）

サーバー機がスタンバイ時にはクライアント機から曲の再生がで
きません。低消費電力モードです。

ネットワーク待機状態
（LANスタンバイ）

サーバー機がスタンバイ状態でもクライアント機から曲の再生が
できます。
サーバー機の電源モード☞20ペー
ジ

スタンバイ設定で｢ネットワーク待機
状態｣を選択すると、ネットワーク休
止状態よりもやや消費電力がかかりま
す。

元の画面に戻るにはBACKキーを
押してください。
設定内容を変更させないでシステム
設定画面に戻るには、「キャンセル」
を選択してください。

電源モードについて

消費電力について

操作を中止する場合
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システム設定をする
フロントパネルディスプレイの明るさを設定する
1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「FL表示の明るさ」を選択しSELECTキーを押します。
FL表示の明るさ画面が表示されます。

3 u/dキーで明るさを選択しSELECTキーを押します。
明るさは｢明るい｣｢普通｣｢暗い｣の3段階から選択できます。

4 BACKキーを押し、元の画面に戻ります。
196 MCX-1000取扱説明書



システム設定をする
ハードディスクのデータ（曲）を消去する
1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「ハードディスクユーティリティ」を選択しSELECTキー
を押します。
ハードディスクユーティリティ画面が表示されます。

3 u/dキーでデータ（曲）の消去方法を選択しSELECTキーを押します。

4 u/dキーで「はい」を選択しSELECTキーを押します。
ハードディスクユーティリティ画面に戻ります。

項　　目 説　　明

全ての曲データの削除 サーバー機に保存してあるすべてのデータ（曲）を消去し
ます。

全ての曲のPCMデータの
削除

サーバー機に保存してあるすべてのPCMデータ（曲）を消
去します。MP3データは消去されません。
A
一度消去したデータ（曲）は復活でき
ません。消去してもよいデータ（曲）
かどうか確認してから消去してくださ
い。

データ（曲）を消去してもシステム設
定はクリアされません｡

変換されていない曲や変換中のデータ
（曲）は消去されません。

元の画面に戻るにはBACKキーを
押してください。
データの削除をしないでハードディ
スクユーティリティ画面に戻るに
は、「キャンセル」を選択してくだ
さい。

システム設定について

PCMデータの消去

操作を中止する場合
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システム設定をする
サーバー機のシステム設定を工場出荷状態の設
定に戻す
再生の各種設定、タイマー設定、ネットワーク設定を購入時の状態に戻します。

1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「システムユーティリティ」を選択しSELECTキーを押し
ます。
システムユーティリティ画面が表示されます。

3 u/dキーで「システム設定の初期化」を選択しSELECTキーを押しま
す。
システム設定の初期化画面が表示されます。

4 u/dキーで「はい」を選択しSELECTキーを押します。
再起動しサーバー機の設定が工場出荷状態に戻ります。
198 MCX-1000取扱説明書
A
サーバー機を初期化してもすでに
アップデートされたファームウェア
や、保存された曲のデータには影響
ありません。
初期化するとネットワーク設定がリ
セットされるため、ネットワークへ
の接続が切断されます。

ファームウェアをアップデートする場
合は、LANケーブルをはずしてくだ
さい。

元の画面に戻るにはBACKキーを
押してください。
操作を中止しシステムユーティリ
ティ画面に戻すには、カーソルを
「キャンセル」に合わせてSELECT
キーを押してください。

有線ネットワーク接続時の
ファームウェアのアップデート

操作を中止する場合



システム設定をする
MusicCASTシステムのファームウェアをアッ
プデートする
サーバー機やクライアント機のファームウェアが更新された場合、サーバー機にインストール
する必要があります。

1 [トップメニュー] ➔ [システム設定]を選択しシステム設定画面を表示し
ます。

2 u/dキーで「システムユーティリティ」を選択しSELECTキーを押し
ます。
システムユーティリティ画面が表示されます。

3 u/dキーで「システムのアップデート」を選択しSELECTキーを押し
ます。
システムのアップデート画面が表示されます。

4 OPEN/CLOSEキーを押してディスクトレイを開きアップデートCDを
入れます。
ディスクトレイの溝にあわせ、レーベル面を上に向けてCDを置きます。
A
ファームウェアの更新中に電源をスタ
ンバイにしないでください。

インフォメーション画面から、
MusicCASTシステムのバージョン
を確認できます(☞203ページ)。

バージョンを確認する
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システム設定をする
5 OPEN/CLOSEキーを押してディスクトレイを閉じます。

6 開始表示を確認しSELECTキーを押します。
システムのアップデート画面が表示され、アップデートが開始します。

7 画面に表示される指示に従い操作します。

8 STANDBY/ONキーを押して、サーバー機を再起動させます。
これで、アップデートは完了しました。
200 MCX-1000取扱説明書
元の画面に戻るにはBACKキーを
押してください。
操作を中止しシステムユーティリ
ティ画面に戻すには、カーソルを
「キャンセル」に合わせてSELECT
キーを押してください。

操作を中止する場合



インフォメーション（システム）情報を確認する
システム情報メニュー
システムのバージョンや、ハードディスクの空きスペースなど、サーバー機のシステムに関す
る情報を確認できます。

ハードディスクの容量を確認する
1 [トップメニュー] ➔ [インフォメーション]を選択しインフォメーション
画面を表示します。

2 u/dキーで「ハードディスク容量」を選択しSELECT キーを押しま
す。
ハードディスク容量画面が表示されます。

3 BACKキーを押し、元の画面に戻ります。

メニュー名 説         明 参照

ハードディスク容量 サーバー機のハードディスクの空き状態を調べ、保
存できるデータサイズや曲の長さを確認できます。

201

ライブラリー サーバー機に保存された曲、アーティスト、アルバ
ム、ジャンル、プレイリストの数を確認できます。

202

MP3変換スケ
ジュール

PCMフォーマットで録音した曲はMP3フォー
マットに変換されるようになっています。ここでは
PCMフォーマットからMP3フォーマットへの変
換状況や以後変換する曲を確認できます。

202

システムバージョン サーバー機に組み込まれているファームウエアの
バージョンを確認できます。

203

操作可能なヤマハ
AVアンプ

サーバー機からコントロールできるヤマハAVアン
プのリストを確認できます。

203
A
ハードディスク容量画面の表示中に、
CDの録音や曲のフォーマット変換に
よりデータの内容が変わっても、画面
の表示内容は変化しません。
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インフォメーション（システム）情報を確認する
録音された曲数を確認する
1 [トップメニュー] ➔ [インフォメーション]を選択しインフォメーション
画面を表示します。

2 u/dキーで「ライブラリー」を選択しSELECT キーを押します。
ライブラリー画面が表示されます。

3 BACKキーを押し、元の画面に戻ります。

MP3への変換状況を確認する
1 [トップメニュー] ➔ [インフォメーション]を選択しインフォメーション
画面を表示します。

2 u/dキーで「MP3変換スケジュール」を選択しSELECT キーを押し
ます。
MP3変換スケジュール画面が表示されます。

3 BACKキーを押し、元の画面に戻ります。

変換中の曲

変換待ちの曲
202 MCX-1000取扱説明書
PCMフォーマットからMP3フォー
マットへの変換中はフロントパネルの
ENCODINGランプが点灯します。

ENCODINGランプ



インフォメーション（システム）情報を確認する
システムバージョンを確認する
1 [トップメニュー] ➔ [インフォメーション]を選択しインフォメーション
画面を表示します。

2 u/dキーで「システムバージョン」を選択しSELECT キーを押しま
す。
システムバージョン画面が表示されます。

3 BACKキーを押し、元の画面に戻ります。

操作可能なヤマハAVアンプを確認する
1 [トップメニュー] ➔ [インフォメーション]を選択しインフォメーション
画面を表示します。

2 u/dキーで「操作可能なヤマハAVアンプ」を選択しSELECT キーを
押します。
サーバー機からコントロールできるヤマハAVアンプのリストが表示されます。

3 BACKキーを押し、元の画面に戻ります。
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付録
仕様
■ オーディオ部
周波数特性 . . . . . . . . . . . . . . . . . . .5 ～ 20,000 Hz、 ±0.5 dB

S/N 比 (EIAJ)

再生 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .105 dB

録音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 92 dB

全高調波歪率 (1 kHz)

再生 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .0.004 %

録音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .0.006 %

ダイナミックレンジ

再生 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 99 dB

録音 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 92 dB

■ ビデオ部
ビデオ信号方式. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . NTSC

■ 入力端子
アナログ入力（ANALOG IN）端子

形状 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ピンジャック

標準入力レベル. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .500 mV/23 kΩ

デジタル入力（OPTICAL IN）端子

形状 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 光端子（角型）

デジタル入力（COAXIAL IN）端子

形状 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .同軸端子

標準入力レベル. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 0.5 Vp-p (75 Ω)

コンポジットビデオ入力端子

形状 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ビデオ端子

入力レベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 Vp-p (75 Ω)

Sビデオ入力端子

形状 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .S端子

入力レベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . Y 1 Vp-p (75 Ω)

C　0.286 Vp-p (75 Ω)

■ 出力端子
アナログ出力（ANALOG OUT）端子

形状 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ピンジャック

標準出力レベル (1 kHz、 0 dB) . . . . . . . . . . 2.0±0.5 Vrms

デジタル出力（OPTICAL OUT）端子

形状 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 光端子（角型）

デジタル出力（COAXIAL OUT）端子

形状 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .同軸端子

標準出力レベル. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 0.5 Vp-p (75 Ω)

PHONES端子

標準出力レベル 

(150 Ω、 -20 dB). . . . . . . . . . . . . . . . . . . 330 mV/150 Ω

コンポジットビデオ出力端子

形状 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ビデオ端子

出力レベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 Vp-p (75 Ω)

Sビデオ出力端子

形状 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . S端子

出力レベル . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .Y 1 Vp-p (75 Ω)

C　0.286 Vp-p (75 Ω)

■ 記憶装置
ハードディスクドライブ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  80 GB

■ ネットワーク
LAN インターフェース

. . . . . . . . . . . . . . . . . イーサーネット 10BASE-T/100BASE-T

無線ネットワークインターフェース. . . . . . . . . . . IEEE 802.11b

■ 一般
電源 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . AC 100 V、50/ 60 Hz

消費電力 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 47 W

消費電力（IR スタンバイ時）. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4.1 W

動作環境

温度 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . +5 ～ 35°C

湿度 . . . . . . . . . . . . . . 30 to 90 % RH (No condensation)

外形寸法 (幅×高さ×奥行き） . . . 435 × 135.5 × 434.5 mm

質量 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11.5 kg

仕様および外観は改良のため変更することがあります。
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付録
故障かな？と思ったら
ご使用中に本機が正常に作動しなくなった場合は、下記の点をご確認ください。下記以外で異常が認められた場合や、対処しても正常に
作動しない場合は、本機の電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて、お買上げ店または最寄のヤマハ電気音響製品サービス拠点
にお問い合わせ、サービスをご依頼ください。

症　　状 原　　因 対　　応
STANDBY/ONボタンを押して
も電源が入らない。

電源プラグがコンセントに正しく接続されてい
ない。

電源プラグをコンセントにしっかり差し込ん
でください。

CDを再生できない。 CDが裏がえしにセットされている。 CDのレーベル面を上にしてセットしてくだ
さい。

CDがひどく汚れている。 CDのクリーニングをしてください。

レーザーピックアップレンズが結露している場
合がある。

電源プラグをコンセントから抜き、約20～
30分経ってから、電源プラグをコンセント
に差し込んで再生を始めてください。

ハードディスクに録音ができない。 ハードディスクの空き容量が不十分。 ハードディスクから不要な曲を消去して十分
な空き容量を確保してください（☞67ペー
ジ、73ページ、80ページ、87ページ）。

ハードディスクに100分以上の連続録音がで
きない。

録音モードにかかわらず、1曲の録音時間が
99分 59秒を超えると、自動的に次の曲に
切り替わって録音を継続します (☞211
ページ )。

CD-R/CD-RWに録音ができ
ない。

CD-R/CD-RWが汚れている、または破損してい
る。

CD-R/CD-RWをクリーニング、または交換
してください。

録音中に電源コードがはずれたり、電源が切れ
て録音した曲がCD-R/CD-RWから消失した。

CD-R の場合は、新しいものに交換して、
CD-RWの場合は最初から録音し直してくだ
さい。

すでに録音が完了しているCD-R/CD-RWが
入っている。

録音可能なCD-R/CD-RWを入れてくださ
い（CD-RWは初期化してください (☞133
ページ )）。

デジタル接続したアンプを使用し
た場合、曲の始まりの部分が途切
れる。

エンファシスの異なったソースを録音したト
ラックを再生している。

本機のアナログ出力端子を使用してアンプに
接続してください。

録音したCD-R/CD-RWが本機以
外のCDプレーヤーやDVDプ
レーヤーで再生できない。

お使いのCDプレーヤーやDVDプレーヤーが
CD-R/CD-RWに対応していない。

CD-R/CD-RWに対応しているCDプレー
ヤーやDVDプレーヤーをご使用ください
(☞208ページ )。

サーバー機の再生中に音飛びがす
る。

本機またはソース側の機器が振動やショックを
受けている。

すでにソース自体が正しく録音されている場
合は、設置場所を変えるなどして振動や
ショックを受けないようにしてください。

CDがひどく汚れている。 CDのクリーニングをしてください。

サーバー機が正常に作動しない。 システムコントローラーが停止している。 フロントパネルのSTANDBY/ON ボタンを
15秒間以上押し続けます。そのあと
STANDBY/ONボタンを再度押して電源を
オンにしてください (☞20ページ )。

サーバー機のファンの音が聞こえ
る。

サーバー機の内部温度が上昇している。 サーバー機の内蔵ファンは内部温度が上昇す
ると作動します。誤動作ではありません。

ネットワーク自動設定が正常に機
能しない。

ネットワーク信号が弱い、もしくは妨害されて
いる（無線ネットワーク接続のときのみ）。

･サーバー機およびクライアント機の設置場
所を変えてください。

･ネットワークチャンネルを変更してくださ
い (☞172ページ )。

･ 有線ネットワークに変えてください
(☞160ページ )。

サーバー機 またはクライアント機 がネットワー
ク自動設定モードになっていない。

設定手順を確認し、もう一度ネットワーク自
動設定を実行してください (☞161ページ )。

ネットワーク上に同じ IPアドレスを使用してい
る機器が存在する。

･ IP アドレスの設定の手順で IP アドレスを
変更してください (☞166ページ )。
･ ネットワーク上の IP アドレスを再確認し
必要に応じて IPアドレス /DHCPに関す
る設定を再度行ってください。
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クライアント機で再生できない。 ネットワークが正しく設定されていない。 クライアント機とサーバー機のネットワーク
接続を再設定してください (☞175ページ )。

サーバー機がスタンバイの状態になっている。 サーバー機をオンにしてください (☞20
ページ )。

サーバー機にMP3フォーマットの曲がない。
曲名に「＊」がついている。

･ PCMフォーマットで保存されているサー
バー機の曲をMP3フォーマットに変換さ
れるまでしばらくお待ちください。
･ PCMフォーマットの曲を再生できるよう
に設定してください（PCMフォーマット
で再生できるのはクライアント機1台のみ
です）(☞193ページ )。

ネットワーク信号が弱い、もしくは妨害されて
いる（無線ネットワーク接続のときのみ）。

･サーバー機およびクライアント機の設置場
所を変えてください。

･ネットワークチャンネルを変更してくださ
い (☞172ページ )。

･ 有線ネットワークに変更してください
(☞160ページ )。

クライアント機での再生中に音飛
びする。

ネットワーク信号が弱い、もしくは妨害されて
いる（無線ネットワーク接続のみ）。

･サーバー機およびクライアント機の設置場
所を変えてください。

･ネットワークチャンネルを変更してくださ
い (☞172ページ )。

･ 有線ネットワークに変更してください
(☞160ページ )。

ネットワークが非常に混雑している（有線ネッ
トワーク接続のみ）。

お使いのMusicCASTシステム独自のサブ
ネットマスクを設定するかハブなどのネット
ワーク周辺機器をアップグレードしてくださ
い (☞166ページ )。

複数のクライアント機を同時に再生し、さらに
サーバー機で再生、録音、編集している。

･再生（録音）を停止してください。
･同時に再生しているクライアント機の台数
を減らしてください (☞141ページ )。
･ クライアント機に配信するMP3フォー
マットのデータを160kbps に設定してく
ださい (☞187ページ )。

サーバー機にCDを入れても曲名
やアルバム名などの情報が検索さ
れない。

サーバー機へ入れたCDが市販のオーディオ
CDではない。

MP3 CDや CD-R/CD-RWはGracenote 
CDDBから情報を読み込むことはできませ
ん (☞25ページ )。

Gracenote CDDB にアクセスする設定がされ
ていない。

Gracenote CDDB にアクセスできるように
設定してください (☞185ページ )。

サーバー機が内蔵のGracenote CDDB にしか
アクセスしない。

サーバー機の内蔵Gracenote CDDBには
データがないCDもあります。インターネッ
ト上のGracenote CDDB にアクセスする
ように設定してください（その場合はまず
サーバー機をインターネットに接続してくだ
さい）(☞185ページ )。

サーバー機がインターネット上のGracenote 
CDDB にアクセスする設定をしても、アクセス
できない。

インターネットへの接続を確認してください
（☞セットアップガイド）。

サーバー機がGracenote CDDB 
から入手したデータを正常に表示
しない。

日本語以外で入力されたデータは正常に表示さ
れないことがあります。

データを手動で編集してください (☞60
ページ )。

サーバー機がMP3変換を終了し
ない。

サーバー機でMP3のみの曲を再生し、同時に
クライアント機へ外部入力からの曲を配信して
いる。

どちらかの処理を停止させてください
（☞36ページ、141ページ）。

曲が完全に録音されていないのに
録音が停止する。

ハードディスクの空き容量が不十分。 不要な曲を消去するか、PCMフォーマット
の曲を消去してください (☞60ページ )。

外部からの入力に対してサーバー機が
Synch.Recording に設定されている。

マニュアルモードで曲を録音してください
(☞32ページ )。

症　　状 原　　因 対　　応
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CDに録音できない曲がある。 MP3フォーマットのみの曲を選択している。 CDへの録音はPCMフォーマットで行って
ください。MP3フォーマットのみの曲は
CDに録音できません (☞123ページ )。

録音できない。 すでに別の録音が開始されている。 CD録音 /外部入力録音 /CD作成は同時に
できません。
どれか１つを選択し録音してください。

外部入力を他の入力に切り替える
ことができない。

外部入力からの曲を録音中です。 外部入力からの録音を停止してください
(☞31ページ )。

再生中の外部入力のソースが勝手
に切り替わってしまう。

他のクライアント機でソースを切り替えている。 他のクライアント機でソースを切り替えるの
を停止してください (☞142ページ )。

サーバー機に接続したヤマハAV
アンプが正常に作動しない。

ストレートタイプのRS-232Cケーブルを使っ
ている。

クロスタイプのRS-232Cケーブルを使っ
てください (☞135ページ )。

ヤマハAVアンプの設定をしていない。 サーバー機のヤマハAVアンプの設定を確認
してください (☞188ページ )。

ヤマハAVアンプの６CH INPUTのパラメー
ターがONに設定されている。

ヤマハAVアンプの６CH INPUTのパラ
メーターをOFF に設定してください
(☞188ページ )。

表示されている時間が正しくない。 電源プラグが１分以上コンセントから外れてい
た（電源プラグが１分以上コンセントから外れ
ていると、内部時計がリセットされます）。

･電源プラグがコンセントから外れてから１
分以上データをバックアップ状態に保つこ
とはできません。コンセントから電源プラ
グを外した場合、１分以内に再接続してく
ださい。
･時刻を再設定してください
(☞182ページ )。

MP3フォーマットの曲間に無音
の間が入る。

MP3への変換時に曲が個々に変換されている。 不良ではありません。

アナログ入力からの録音、再生が
できない。

外部機器が正しく接続されていない。 外部機器を正しく接続してください (☞31
ページ )。

録音レベルが低すぎる。 ANALOG REC LEVEL ツマミでレベルを上
げてください (☞34ページ )。

再生が遅れるまたは、CDの途中
から再生される。

CDが汚れている、または壊れている。 CDをクリーニング、または交換してくださ
い。

スピーカーからうなりが聞こえる。 スピーカーが正しく接続されていない。 スピーカーを正しく接続してください。
（☞セットアップガイド）

リモコンが正常に機能していない。 リモコンの電池が切れている。 リモコンの電池を交換してください
（☞MusicCASTクイックマニュアル
7ページ）。

リモコンが操作範囲から外れている。 リモコン操作できる範囲内でご使用ください
（☞MusicCASTクイックマニュアル
7ページ）。

受光部に明るい光（太陽光、蛍光灯の光等）が
あたっている。

サーバー機の設置場所を変え、リモコン受光
部に明るい光があたらないようにしてくださ
い。

テレビ／モニターが正常に作動し
ていない。

屋内用アンテナを使用している。 屋外用アンテナを使用してください。

症　　状 原　　因 対　　応
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CD/CD-R/CD-RWについて
■ 本機で録音できるディスクについて
本機の性能を十分生かすために、信頼できるCD-RまたはCD-RWをご使用ください。
本機で録音する場合、必ず下記のマークが付いたディスクをご使用ください。

■ 録音用ディスクについて
･ CD-Rは一度のみ録音が可能で、録音したデータの消去はできません。
･ CD-RWは録音、データの消去、新たな録音が1000回まで可能です。

■ 本機で録音できないディスクについて
･ 上記のマーク/表示が付いていないディスク
･パソコン用のデータを記録するためのディスク
･「FOR PROFESSIONAL USE ONLY」と表示のあるプロフェッショナル用のディスク

■ CD-R/CD-RWのファイナライズについて
録音したCD-Rを一般のCD-Rプレーヤーで再生する場合や、CD-RWをCD-RW対応プレーヤーで再生する場合には、ディスクに「ファ
イナライズ」という処理をする必要があります。本機は録音終了時に自動的にファイナライズを実行します。ファイナライズすると、
TOC(Table of Contents)がディスクに書き込まれます。

ファイナライズ済みのCD-R
･ 一般のCDプレーヤーで再生できます。
･本機を使用しての追加録音はできません。
･他社製品のCD-Rプレーヤーを使用した場合、システムの違いにより再生できないことがあります。

ファイナライズ済みのCD-RW
･ 一般のCDプレーヤーを使用しての再生はできません。本機のようにCD-RWに対応したプレーヤーを使用すれば再生できます。

■ 本機で再生できるディスクについて
本機では、前述の「録音できるディスク」以外に、下記のマークが付いた市販の音楽CDを再生することができます。

A
CD規格に準拠しない特殊なディスクをご使用になられた場合、本機が正常に作動しないことがあります。

■ AudioMASTERTMでコピーしたCD-Rの再生について
AudioMASTERTMはCD-Rへのコピー時の線速度を高めることにより、より音の品位が高いCDを作成します。この方式でコピーした
CD-RはCD規格に準拠しておりますので、通常のCDプレーヤーで再生できます。
ただし、他のCDレコーダーを使用した場合、ごくまれにこの方式でコピーしたCD-Rを再生できないことがあります。

■ DVDプレーヤーでの再生について
ファイナライズ済みのCD-RまたはCD-RWをDVDプレーヤーで再生する場合、ご使用のDVDプレーヤーがCD-RまたはCD-RWの再生
に対応しているか、ご確認ください。
詳しくは、ご使用のDVDプレーヤーに付属している取扱説明書をご参照ください。
対応していない場合、それらのディスクをご使用のDVDプレーヤーで再生することはできません。

FOR CONSUMER
FOR CONSUMER USE
FOR MUSIC USE ONLY
208 MCX-1000取扱説明書



付録
■ データ消失などの責任について
本機の使用に伴い、HDD、CD-RまたはCD-RWに書き込んだデータの消失、破損などお客様に生じた逸失利益、特別な事情から生じた
損害（損害発生につき弊社が予見、または予見し得た場合を含みます）および第三者からお客様に対してなされた損害賠償請求に基づく
損害については、一切責任を負いかねますのでご了承ください。

■ ディスクの取扱い
ディスクのお取扱いに際しては、以下の事項を必ずお守りください。
お取扱いを誤ると、録音不可、録音データの損傷、本機の故障など、障害が発生する原因となります。
･本機は 、 、 、 、マークのあるコンパクトディスク（8cmのディスクを含む）に対応しております。これ以外のディスク
を本機でご使用になることはできませんので、ご注意ください。
･ディスクは本来、消耗しないようにできていますが、ディスクの取扱い方によっては傷がつく場合があります。そのような場合は、正
しく再生できないことがあります。
･ CD-RやCD-RWのレーベル面に文字を書き込む際は、油性のフェルトペンなどをご使用ください。
･クリーニングディスクや歪んだディスクはご使用にならないでください。故障の原因となる場合があります。
･ CD-RやCD-RWの記録面に、ほこりや指紋、傷などがあったり、直射日光が当たると、録音や再生できなくなる場合がありますので、
以下の点に特にご注意ください。
1. できるだけディスクの縁を持つようにして、表面に触れないようにお取扱いください。
2. 使用後のディスクは必ずケースに入れて保管してください。
3. 通常では、ディスクのクリーニングは必要ありません。もし記録面が指紋やほこりで汚れてしまった場合は、乾いたきれいな布
を使用して、ディスクの内側から外側へ直角方向に軽く拭き取ってください。

･ディスクを拭く際に、ディスククリーナー、レコードスプレー、帯電防止スプレー、水、化学薬品などを絶対にご使用にならないでく
ださい。ディスクの表面を損傷する場合があります。
･直射日光の当たる場所や、高温多湿な場所に長時間放置しないでください。ディスクの変形や損傷の原因となります。

■ 本機の故障を防ぐために
･ 規格外の形をしたディスク（ハート型や花の形の変形ディスクなど）はご使用にならないでください。
重量のバランスが不安定なディスクを本機で使用すると、正しい再生ができない、ディスクトレイが勝手に開く、異音の発生、本機の
故障など、障害が発生する原因となります。

･レーベル面に文字を書き込む際には、油性のフェルトペンなどをご使用ください。ボールペン、鉛筆など、先の尖ったものや硬いもの
を使用するとディスクの損傷の原因となり、追加録音などができなくなることがあります。
･セロハンテープやラベルなどの糊が付着したディスクはご使用にならないでください。ディスクが取り出せない、本機が故障するなど
の障害が発生する原因となります。
･ 8cmのディスクをご使用の場合、上に12cmのディスクを重ねてディスクトレイに置かないようご注意ください。
･市販のラベルプリンターで表面に印刷したディスクは使用しないでください。

注意！
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デジタル録音のルールとシステムについて

デジタル録音のルール

■ SCMS-シリアルコピーマネージメントシステムについて
本機は、シリアルコピーマネージメントシステムの規格に準拠したデジタルオーディオ機器です。
シリアルコピーマネージメントシステムは、各種デジタルオーディオ機器間において、「デジタル信号の複製を１世代に限定」するもので
す。
つまりデジタル方式で録音した音源の再複製を制限するもので、以下の２点を原則とします。

原則1
CDなど市販のデジタル音源に関しては、本機を使用して他のデジタル録音媒体へデジタル複製（第一世代の複製）することが認められ
ています。ただし、それを用いて、さらにデジタル複製することはできません。

原則2
本機のアナログ入力を経由して録音した音源は、他のデジタル録音媒体へデジタル複製（第一世代の複製）することが認められています。
ただし、それを用いて、さらにデジタル複製することはできません。

本機は、CDをHDDにデジタル録音する際、その複製が制限されるものではないかどうか自動的に検知します。（初期設定ではデジタル
録音が選択されています。）HDDからの音源の複製には、アナログ方式またはデジタルムーブ方式のいずれかを選択することができます
が、デジタル複製でHDDに録音された音源には、デジタルムーブ方式が適用されます。

■ Digital Move（デジタルムーブ）について
本機には、長時間の録音が可能な大容量のHDDが内蔵されています。HDDに録音したさまざまな音源を編集し、CD-RやCD-RWを用
いて、独自の音楽CDを作成することができます。
HDD上のデータをCD-RやCD-RWにデジタル複製する場合には、「デジタルムーブ」方式が採用されます。この方式は、SCMS規格に
よって２世代の複製が制限されている音源データに関しても、HDDからCD-RやCD-RWに移すことができます。
ただし、この方式はデータをHDDからCD-RまたはCD-RWに「移動する」という概念であるため、HDD上の元データは移動後に消去
されます。

重要
本機のご使用に際しては、著作権法に抵触しないよう、ご注意ください。

著作権について
放送やレコード、ディスク、テープ、その他の録音物の音楽作品は、著作権法により保護されています。
したがって、それらから録音したディスクやテープを
･売ったり、配ったり、譲ったり、貸したりする場合
･営利（店のBGMなど）のために使用する場合
は、権利者の許諾が必要です。
詳しい内容や申請、その他の手続きについては、下記までお尋ねください。

お問い合わせ先：
（社）日本音楽著作権協会（JASRAC）
TEL（03）3481-2121

あなたが録音したものは、個人として楽しむなどの他は、著作権法上、権利者に無断で使用できません。
なお、この商品の価格には、著作権法の定めにより、私的録音補償金が含まれています。

お問い合わせ先：
（社）私的録音補償金協会　　TEL（03）5353-0336
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付録
本機のシステム

■ 録音曲数・録音時間について
･ １つのCD-RまたはCD-RWに録音できる曲数は最大９９曲です。
･１つのアルバムに保存できる曲数は最大９９９曲です。
･ CD-R、CD-RW、アルバムに最大曲数が録音・保存されている場合、たとえ録音時間が余っていても、それ以上録音することはできま
せん。
･ HDDに保存できる１つの曲の録音時間は最長９９分５９秒です。
･本機に保存できるアルバム数は最大10,048個、曲数は最大65,000曲です。ただしHDDの空き容量により減少する場合があります。
･ CD-R、CD-RWに録音する際、１曲目の冒頭に2秒間の無音スペースが自動的に付加されます。したがって、録音可能時間は各ディス
クに記載されている時間よりも2秒短くなります。

■ サンプリング周波数の変換について
･ 本機のデジタル入力は、32kHz、44.1kHz、48kHz、96kHzのサンプリング周波数に対応しています。これらの入力は本機内部です
べてサンプリング周波数44.1kHz、16bitのデジタル信号に変換されて、HDDまたはCD-R、CD-RWに記録されます。
･アナログ入力も同様のデジタル信号に変換されて記録されます。
･本機のデジタル出力は、サンプリング周波数44.1kHz、16bitのデジタル信号を出力します。

■ 音声信号以外の記録について
･ 本機は音声信号専用の録音機です。入力されたデジタル信号が音声信号の場合に限り、記録することができます。
･外部接続したCDプレーヤーからCD TEXTを含む音楽CDを録音した場合、コピープロテクトの有無に関わらず、CD TEXTを記録す
ることはできません。CD TEXTを記録するには、CDの内容を本機のHDDに保存する際、オプションでCD TEXTを選択してくださ
い。
･ CDグラフィックなどデジタル信号に画像データが記録されている場合、音声信号以外のデータを記録することはできません。
･ CD-ROM、DVDなどの音声信号以外のデータを記録することはできません。
･音楽CDの録音には、Gracenote CDDB Music Recognition Serviceを情報元としてご利用されることをおすすめします。
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付録
用語解説
本書で使用されている用語を説明します。

再生編

アルバム
ある特定のアーティスト名がついた曲の集まりのことです。通
常、1枚のCDを録音すると、そのCDはひとつのアルバムと
してサーバー機に保存されます。

アーティスト
アルバムの演奏者のことです。曲名、アルバム名、ジャンル名
などの情報といっしょに サーバー機に保存されます。

ジャンル
アルバムの音楽のタイプ（ジャズ、ロック、クラシックなど）
のことです。曲名、アルバム名、アーティスト名などの情報と
いっしょにサーバー機に保存されます。

曲
CDやカセットなどの1トラックに相当するひと続きの音声の
ことです。1曲の最短時間は4秒です。

グループ
サーバー機やクライアント機が再生している範囲のことです。
例えば、曲を選択せずにアルバムを再生している場合は、「ア
ルバム」というグループを再生していることになります。同様
に、曲を選択せずにジャンルを再生している場合は、「ジャン
ル」というグループを再生していることになります。

ブックマーク
お好みの曲などに任意で付けるチェックマークのことです。
サーバー機やクライアント機でブックマークを付けた曲だけを
再生できます。

プレイリスト
曲名、アルバム名、アーティスト名、ジャンル名からお好みで
選択し作成した演奏順リストのことです。
ブックマークをプレイリストに登録すると、他のクライアント
機やサーバー機からも再生できます。

リンク
プレイリストを構成する要素です。
曲やグループそのものではなく、それらを特定するための情報
です。

録音編

録音
CDに録音されている曲を サーバー機内のハードディスクにコ
ピーすることです。

CDDB
音楽CDの曲名、アーティスト名、アルバム名、ジャンル名な
どの情報を検索するデータベースです。MusicCASTシステム
では、サーバー機に内蔵されたCDDBとインターネット上
CDDBのサイトがご利用になれます。

CD TEXT
音楽CDに付加された曲名、アルバム名、アーティスト名、
ジャンル名などのテキスト情報のことです。

エンコード
CDから録音されたPCMフォーマットのデータをMP3フォー
マットのデータに変換することです。

MP3フォーマット
「MPEG Layer 3」の略で、高圧縮率かつ高品質な音楽データ
です。サーバー機内のハードディスクに音楽データを保存する
ときに使用するデータフォーマットのひとつです。PCM
フォーマットにくらべデータ容量が少ないので大量の音楽デー
タを保存できます。
MPEG Layer 3 音声圧縮技術は Fraunhofer IIS および 
Thomson によってライセンス供与されています。

PCM フォーマット
Pulse Code Modulationの略です。音の品質は高いですが、
容量が大きくなるためハードディスクの領域を多く使用しま
す。サーバー機内のハードディスクにデータを保存するときに
使用するデータフォーマットのひとつです。

ソフトウェア編

メニュー
選択できる設定項目などが、リスト形式で表示されたもので
す。メニューは クライアント機および サーバー機のディスプ
レイに表示されます。

ファームウェア
サーバー機／クライアント機に組み込まれたソフトウェアで
す。ご購入後も必要に応じてファームウェアをアップデートし
新機能を追加できるように設計されています。
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付録
ネットワーク編

LAN ケーブル
LAN (Local Area Network)上の2つの機器を接続するための
ケーブルです。

ネットワーク
お互いにデータを共有できる機器の集まりのことです。

無線ネットワーク
微弱なFM電波を利用して、サーバー機とクライアント機の間
のデータ通信をするネットワークのことです。

有線ネットワーク
LANケーブルを利用して、サーバー機とクライアント機の間の
データ通信をするネットワークのことです。

DHCP
Dynamic Host Configuration Protocolの略で、LAN上の
機器に自動的にIPアドレスを割りあてる方法です。通常
MusicCASTシステムでは、クライアント機がネットワークに
ログインすると、サーバー機が、あらかじめ用意されたIPアド
レスの1つをそのクライアント機に割りあてます。

WEP
傍受が容易な無線通信におけるセキュリティのための暗号化技
術のことです。40ビットと128ビットの規格があります。

サブネットマスク
巨大なネットワークを複数の小さなネットワーク(サブネット)
で分割して管理する場合に、IPアドレスの何ビットをネット
ワーク識別のアドレスに使用するかを定義する数値のことで
す。

ESS ID
無線ネットワークで混信を避けるために付けられる識別番号で
す。ESS IDが一致する端末としか通信しないようにすること
ができます。

IPアドレス
インターネットやLANなどのネットワークに接続された個々
のコンピュータに割りあてられる識別番号のことです。

プライベートIPアドレス
プライベートIPアドレスにはローカルエリアネットワーク内で
のみ使用されます。
プライベートIPアドレスにはいくつかの種類がありますが、代
表的な例は、192.168.aaa.bbbで、"aaa"は０から255まで
の番号、"bbb"は１から254までの番号です（ただし、サブ
ネットマスクが255.255.255.0の場合）。

グローバルIPアドレス
グローバルIPアドレスとは、インターネットに接続している機
器に割りあてられるIPアドレスです。MisicCAST機器に設定
できるIPアドレスとは異なります。グローバルIPアドレスを
サーバー機のIPアドレスとして設定しないでください。
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付録
記号の読み
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付録
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付録
区点コード
区点コードは、左側の4桁に文字上の1桁の数字を加えたものとなります。
例えば、「■」の区点コードは、文字左側の0200+文字上の3＝0203となります。
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